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第一話「ガンカタと美味しいごはん」




　目の前には魔物の群れ。

　顔のない人型、胸に核がある五体の戦闘用魔導人形。

　その数は、ベテランの冒険者でもパーティーを組まなければ対処する事すら難しいと言われている。




　そんな物を前にして、体が震ふるえる。

　怖い。今すぐ逃げ出したい。涙が出そうになる。

　こんなもん、武器を貰っただけのただの町娘が立ち向かう敵じゃない。

　有り得ない非日常の光景に、お腹の底が冷えきってしまう。

　あぁ、冒険者ギルドで変な依頼受けなきゃ良かった。




　それでも。

　私の後ろには、まだ幼い子どもたちがいる。

　泣くのを必死でこらえ、身を寄せあうチビ達がいる。

　肝試しで足を踏み入れた館。そこに潜んでいた表情のない魔物たち。

　それはこの子達にとって、悪夢そのものだろう。




　改めて実感する。

　私の後ろには守りたいものがある。助けたい人がいる。

　そして、借り物とは言え、この手に戦うための力があるのなら。




　私が退ひく事は、有り得ない。




　そこら中に散らばった鏡の破片に、私の姿が映し出される。

　長い黒髪と黒眼。華奢きゃしゃで小柄な身体。自分で見ても頼りなさを覚える。

　だからこそ、虚勢きょせいを張り、笑う。




　腰のホルダーから紅白の拳銃を取り出し、握りしめる。

　胸元にチェーンでぶら下げた指輪相棒に、一言だけ告げた。




「リング！」

「――Sakuraサクラ-Driveドライブ Readyレディ.」




　聞きなれた中性的な声。頼れる相棒の言葉に、応える。




「Ignitionイグニション!」




　トリガーワードと共に、私の小さな身体から膨大ぼうだいな桜色の魔力光が溢あふれ出す。

　風に流れる黒髪を照らすように舞う、勇気をくれるいつもの光景。

　恐れが消えていく。戦意が高揚していく。音も無く切り替わる。

　日常から、非日常へと。




「さぁ、踊ろうか」




　薄紅色を靡なびかせ、構える。

　腰を落とし、左手は前に、右手は肘を上にして、逆手で顔の横に置く。

　いつもの戦闘スタイル。既に慣れきった、戦うための動作を取り。

　私は虚勢きょせいではない笑みを浮かべた。




　一体の魔導人形が襲いかかってくる。

　それに釣られるように、残りも一斉に駆け出してきた。




　振り下ろされる無機質な拳。

　その軌道を読み、銃底で横から叩いて打ち逸そらす。

　衝撃で腕が外側に跳ね上がり、無防備となった胸元に銃口を向け。

　ゼロ距離から薄紅色サクラの弾丸ブレットを撃ち込んだ。

　衝撃によろめく人形の胴体を蹴り飛ばし、他の敵を牽制けんせいする。




　二匹目、三匹目。同時に振り回される拳。

　地を舐めるように屈み、避けると同時に両手で射撃。

　近接距離から放たれた魔弾は、意図も容易たやすく敵の胸元にある核を撃ち抜いた。




　大きく踏み込み、くるりと回転。

　突き出された鋭い指先に頬の薄皮を削られ、構わず接近。

　低い体勢のまま敵の足を蹴り払い、よろめいた所に蹴り上げを放つ。

　爪先が顎あごを蹴り抜き、魔導人形の動きが一瞬止まる。

　その隙を突き、両手で銃撃。

　乾いた音と共に火花を散らし、魔導人形がゆっくりと倒れ伏す。




　その後を追うように加速する。

　後ろ足で地面を蹴り、そこで生まれた力を逃さずに。

　突撃。




　回転、遠心力を破壊力に変え、大きく腕を振り回す。

　拳銃の銃底で、最後の一体の頭部を横から殴り付けた。

　ぐらりとふらついた魔導人形を前に、再度回転。

　ふわりと身を翻ひるがえし、その腹を蹴り飛ばす。

　そして、敵の体が地に着く前に照準。

　撃ち出した魔弾は狙い違わず核を撃ち抜いた。




　残心。構えを解かず、胸元の相棒に問いかける。




「リング。敵影は？」

「――検索サーチ：敵性反応無し。殲滅せんめつを確認」

「了解。状況終了」

　相棒の声に応え、拳銃をホルダーに戻す。




　身に纏まとっていた桜色が霧散むさんし、乾燥した空気に溶けて行った。







　ああぁぁぁ！　めっちゃ怖かったぁぁ！




　人形、無表情で怖いわ！　カタカタ鳴らしてんじゃないわよ！

　てか、ほっぺ！　血ぃ出てんだけど！　痛みはそこまで無いけれども！

　傷あと残らないよねこれ！

「あの……お姉ちゃん？　大丈夫？」

「はっ！　あ……うん、まあね。アンタらも怪我はしてない？」

「大丈夫！　ありがと！」

　うん。ちゃんとお礼を言えるのは偉いぞ。

　頭を撫なでたげよう。よしよし。

「あ、でも……僕たち、お金払えないから……」

「あん？　報酬感謝の言葉ならもうもらったわよ。それよりさ」

　腰に提さげたアイテムボックスから、作り置きしておいたチキンカツサンドを取り出す。

　醤油しょうゆベースの甘だれに漬け込んで、しっかり二度揚げしたサックサクなチキンカツと、新鮮なレタスをこれでもかと挟み込んだ一品だ。

　タルタルソースを中に仕込んであるので、ボリュームがあるのに爽やかに食べられる。

「ほれ、飯だ飯。美味いもの食べて笑ってりゃ、大体の事は何とかなんのよ」

　一人一人に手渡しながら、ニカッと笑顔を見せる。

「美味しいは正義だからね！」







　これは、一人の平凡な町娘が。

　数奇な運命に翻弄ほんろうされながらも。

　借り物の力を手に、日々を過ごして行く物語。










第二話「いつもの朝」




　私の一日は夜明け前に始まる。

　ベッドを出て、いつもの簡素な白のブラウスとくすんだ茶色のハーフパンツに着替えた後、洗面所へ。

　顔を洗って歯をみがいて、黒い眼の上で整えられた前髪と、後ろに流した長い黒髪に寝癖ねぐせが無いのを確認。

　これで準備完了。

　いつも通りキッチンに向かい、二十人分の朝ごはんを作る。今日は赤豆のスープに黒パンだ。簡素だけど、スープの味は悪くないはず。


　昨日もらった野菜くずを煮込んであるから、具が少なくても色んな味がするのだ。

　念のため味を確認。うん、今日も中々に美味いな。






　※




　鍋を食堂に持っていく途中で、チビ達が起きてきた。

「おはよ。早く顔洗ってきちゃいなー」

「はーい！」

　揃そろって返事をしたあと、バタバタと走って行く。朝から元気で何よりだ。

　よし、と気合いを入れ直して、重い鍋をよろよろと運ぶ。

　広間のテーブルにスープの鍋を置いて食器を並べていると、シスター・ナリアが礼拝堂から出て来た。

　一旦手を止めて、笑顔で挨拶あいさつをする。

「おはよう、オウカ」

「おはよ、シスター・ナリア」

　真っ黒な修道服と反対に、フードから溢あふれる銀色の髪がお日様を反射してキラキラと輝かがやいている。

　今日も綺麗だ。なんとなくだけど、ちょっと嬉しくなる。

「おはよう。今日もいい匂いね。毎日助かるわ」

「おはよ。毎日それ言うねー」

「ふふ、そうね。でも貴女も、中々お母さんって呼んでくれないわね」

「うぐっ……あ、ほら、ご飯出来てるから」

「うふふ。はいはい」

　みんな揃そろったところで手を合わせ、声を揃そろえて「いただきます」を言う。

　他所よそではやらないらしいけど、この教会は昔から食事前にはこれをやっている。

　命を頂く、という意味らしい。

　誰が始めたかなんて知らないけど、なんとなく気持ちいいし、行儀ぎょうぎ良く見えるのでみんな真似している。

　今日も、いただきます。




　※




　朝ごはんを終えてチビ達と食器を洗った後は、洗濯と掃除だ。

　二十人分の洗濯と教会中の掃除となると中々に重労働である。

　けどまぁ、みんなで分担したら案外すぐに終わるものだ。

「ほらほら、遊んでると転こけるぞー」

「だいじょーぶ……うわぁ！」

「あーほら、言わんこっちゃない。ほれ、手ぇ貸しな」

「あんがとー！」

　見事にすっ転んだチビを引っ張り起こし、年長組のみんなで踏み洗い。

　その間に年少組が教会の掃除をすませてしまうのがいつもの段取りだ。

　洗い上がったら硬めに絞って裏庭に干して終わり。

　最近は雨が続いていたから困ってたけど、今日の天気なら昼過ぎには乾きそうだ。

　よし、と一つ頷うなずいて、朝の仕事は終わり。急いで部屋の荷物をまとめて、学校に向かう。




　※




　この辺りの地域では、私のような孤児でも学校に通うのにお金がいらない。偉い領主様がいろいろやってくれているらしい。教会にも寄付金が入ってくるし、領主様はすごい人だと思う。

　学校では色々な事を教えてくれる。

　文字、数字、歴史。あと一番苦手な、魔法。他は覚えたり考えたりできるけど、魔法だけは上手くいかない。

　先生からは魔力制御が出来ない体質だと言われたけど、それでも努力することを辞めてはいけないと思っている。

　頑張れば何でもできる訳じゃないけど、料理も勉強も仕事も、努力しないとどうにもならないし。まだまだ、諦あきらめるには早いはずだ。

　……て言うか実際、そう思わないとやってられないのだ。

　黒い髪に黒い目。ただでさえ周りと違っていて大変なのに、魔法も使えないなんて思いたくはないから。

　ついでに努力で身長も少し伸びてくんないかなー。チビ達に追いつかれそうでちょっと怖いんだけど。

　てか、一部に抜かれてるし。ぐぬぬ。




　※




　学校が終わるとそのまま町のパン屋さんへ向かった。今日も魔法が使えなかった事に少しへこんだけど、すぐに気持ちを切り替える。

　仕事にそういうのを持ち込むのは良くないし。

　ただでさえ好意で雇ってもらっている身だ。お店に迷惑はかけられない。

　今日も売り子と、明日のパンの仕込みのお手伝い。

　ここのパンはとても評判ですぐに売り切れてしまうけれど、旦那さんは教会の分をこっそり取り置きしてくれる。

　顔は怖いけどとても優しい人なのだ。いつか恩返しをしたいと思っている。

　そんなことを考えていると、その親父さんにいきなり後ろから声をかけられた。

「おいオウカ。お前、今日はもう帰れ」

「ほぇ？」

　お客さんの波が引いたタイミングだったから油断してて、思わず変な声を出してしまった。

「え？　や、まだ仕込み終わってませんよ？」

「お前、明日が何の日か忘れたのか？」

　明日？　何だっけ。卵の特売日は週末だし。

「……何かありましたっけ？」

　首をかしげながら聞き返す私に、旦那さんはしかめっ面で大声を返した。

「馬鹿野郎！　お前の十五歳の誕生日だろうが！」

　あ、そっか。確かに教会に来て十五年目の日だわ。

　生まれた日なんて知らないけど、私は教会に来た日が誕生日ということになっている。つまり、明日が誕生日という事だ。

「……あー。あはは、忘れてました」

「今日はもういい。明日も休みだ。ほれ、いつもの奴」

　怖い顔で大袋いっぱいのパンを渡してくれる。

　うわ。これ、いつもの三倍はあるんだけど。

　そっと顔を見つめると、旦那さんは耳が真っ赤になってる。

　お、目を逸そらされた。照れてんのかな。

「ありがとうございます。じゃあ、また明後日に」

「ああ、気をつけて帰れよ」

「はぁい！」

　すごい、今日は夜にもパンが食べられる。こりゃチビ達が喜ぶな。

　誕生日って全く意識したことあまりなかったけど、実は良い日なのかもしれない。




　※




　ウキウキとした気分で教会に帰りつくと、シスター・ナリアがお出迎えしてくれた。

「シスター・ナリア。ただいま」

「おかえりなさい、オウカ。貴女に届け物が来ていますよ」

　……届け物？　なんだろ。まぁ、それはともかく。

「後で見とく。それよりね、今日はパンをたくさんもらったんだ。晩ごはんにパンがあるよ！」

「それは喜ばしいことだけど……先に届け物を見た方が良いわ。王都の冒険者ギルドからですし」

「……へぁ？　冒険者ギルド？　なんで？」

　様々な依頼を受け、人々の困りごとを解決する人たち、冒険者。

　そんな彼らが所属している冒険者ギルドなんて関わったこともないし、本気で心当たりがない。

「手紙も預かっています。部屋に置いてあるから見てらっしゃい」

「なんだろ……はぁい」

　一旦キッチンに寄ってパンを置き、部屋に戻る。

　見ると、使い古された文机の上に一抱え程の小包と便箋びんせんが置いてあった。

　あー。これか。

　便箋びんせんを手に取ると、裏に冒険者ギルドの焼印があった。これ、昔一回見た事あるのと同じだ。

　小刀で封を開け、手紙を読んでみる。




『貴女の運命をお返し致します。

　冒険者ギルド王都ユークリア本部長　グラッド・ベルガレフ』




　……はぁ。え、どちら様？　運命ってなに？

　首を傾げながら小包の油紙を剥むくと、今度は冒険者ギルドの焼印が入った木箱が出てきた。

　あ、これ、蓋ふたが開く。どれどれと中身を取り出してみると。




　紅と白。二つの大きな拳銃。

　それと、飾りの無い指輪。

　木箱の中には、ただそれだけが入っていた。




　……えぇと。なんだこれ。

　銃先にある桜のモチーフが可愛いけど、良く見ると拳銃は弾を込める部分が無い。どうやら凄く出来が良いオモチャのようだ。

　なにこれ。イタズラにしては手が込んでるけど、本気で意味が分からない。

　指輪を手に取ると、内側に何か彫ってある。けど、知らない文字だ。シスター・ナリアなら分かるだろうか。

「……なんだこれ？」

　呟くと同時、指輪が淡く光った。え、なに、何で光ってんの？

「――声紋認識完了。

　――起動しました。

　――ご命Please令をOrder、我が主MyMaster」

　指輪が、喋しゃべった。

「……ぎゃああああああああっ！」

　私は取りあえず、その指輪を全力で床に投げ捨てた。










第三話「謎の指輪と朝ごはん」




　なんだ、いまの。指輪が光ったと思ったら、言葉を喋しゃべった？

「え、なに、お化け？」

　教会にお化けとか止めてほしいんだけど。うわ、心臓ばっくばく鳴ってる。

「……なんなのよ、マジで」

「――確認。何、とは私の事でしょうか」

「またしゃべったああああああ!?」

　ずざざざっと距離を取る。

　状況確認。後ろは窓だし、最悪の場合はこっから逃げるしかない。

　そんで表に回ってチビ達を逃がす。うん、それでいこう。

　あ、シスター・ナリアに退治してもらうとか……いや、お化けは流石に無理か？

「――お化けではありません：私は対人コミュニケーション用インターフェイスです」

「……は？　なんて？」

「――私は対人コミュニケーション用インターフェイスです」

「対人こみ……えっと、お化けじゃないの？」

「――否定ネガティブ：私は対人コミュニケーション用インターフェイスです」

「お化けじゃないのね？」

「――肯定ポジティブ：私は対人……」

「いやそれもういいから」

　対人コミュニケーション用インターフェイスね。同じこと何度も言うから覚えたわよ。

　何を言ってるかいまいち分かんないけど……取りあえず会話はできるようだ。

　あと、お化けじゃないらしい。

「……えぇと。あなた、悪い事する？」

「――否定ネガティブ」

「私の味方なの？」

「――肯定ポジティブ」

「……わかった。じゃあ話は後で聞く。待てる？」

「――肯定ポジティブ」

「よっしゃ……うりゃっ！」

　恐る恐る指輪を拾う。よし、問題なし。もう光ってもいない、普通の指輪だ。

　……よくよく見ると何製なんだろう、この指輪。銀だったら高く売れるだろうか。

　何となく小包の上に置いてみる。特に変化無し。

　ふむ。何はともあれ、ひとまず悪いやつではないらしい。

　指輪が悪さできるとも思えないし、まずはやる事やっちゃおうか。




　※




「ほれ、みんな座んなー。今日はパンがあるよー」

「まじで!?　やった！」

　それぞれのお皿に貰ってきたパンを置いていく。他にも、朝と同じ赤豆のスープに揚げ芋、野菜炒めなんかもある。

　どれも簡単に作れてお腹に溜まるメニューだ。何せ食べ盛りがたくさんいるからね。

　ほんとはもっと肉とか魚とか食べさせたいけど、高いから毎回は無理だし。

　だったらせめてお腹いっぱい食べさせたい。

　幸いなことに、豆や芋は農家のおっちゃんに安く売ってもらえるのだ。

　今日もありがたく大盛で作らせてもらった。

　では。全員揃そろって、「いただきます」。




　※




　後片付けを済ませて食後のお茶を飲んでいると、シスター・ナリアが微笑みながら隣の椅子に座った。

　うん、やっぱり綺麗だなーこの人。良き良き。

「ねぇオウカ。あの包みはなんだったのかしら。何か叫んでいたみたいだけど」

「……んーと。説明が難しいからまた明日でもいい？」

「あらそう。本当に冒険者ギルドからだったの？」

「焼印があるのは確認したけど……身に覚えが無さすぎて」

　あと、喋しゃべる指輪とか意味が分からなすぎて。ほんと何なんだろ、アレ。

「何かあったら相談なさいね」

「んー……ちなみに、シスター・ナリアってお化け退治できる？」

「実体がないものは管轄かんかつ外ね」

「だよねー」

　いくら煉瓦れんがを叩き割れる武闘派シスターでもお化けはダメらしい。まぁそうだよね、うん。

　……あの指輪、ほんとにお化けとかじゃないだろうな。もしもの場合は川に捨てるのがいいかもしれない。地面に埋めて何か生えてきても嫌だし。




　※




　で、再度自室にて。


　謎の指輪を手に取り、あれこれ眺ながめてみた。最初に見た時と特に何も変わんないみたいだ。

　今度は光りもしないし。てゆか、やっぱり何製かわかんないなーこれ。



「ねえ指輪さん。とりあえず、あなたの名前を教えて」

「――不可ネガティブ：私に個体名称はありません」

「え、名前がないってこと？」

「――肯定ポジティブ」

「んー。じゃあひとまずリングって呼ぶわ。おけ？」

「――肯定ポジティブ。当機名称をリングに設定しました」

　よし。何となくわかってきた。人見知りの子と話す時みたいにしたら大丈夫っぽいな。相手の回答をゆっくり待つ感じで。

　……て言ってもなあ。聞きたいことが多すぎるんだけど。

「でさ。リング、対人コミュニケーション用インターフェイスってなに？」

「――意訳：オウカと会話する為に前マスターに作られた物です」

　んむ？　私と会話？　いや、ちょい待ち、その前に。

「何で私の名前知ってんの？」

「――当機のマスターとして設定されていました」

「だから、分かるように言って」

「――意訳：前マスターから聞きました」

「あー……つまり、その人に聞いたら全部わかるのね？」

「――肯定ポジティブ」

　分かりづらいわ。もーちょい何とかなんないのか。

「むむむ。うーん……ちなみにその人、どこにいるの？」

「――検索サーチ：該当がいとう無し。不明です」

「そっか。じゃあ、王都のグラッドさん？　の居場所は分かる？」

「――検索サーチ：該当がいとう有り。王都ユークリア冒険者ギルドです」

「あ、そっちは分かるのね」

　んー。どうしたものかな、これ。リングに聞いてもイマイチ良くわからないし。

　かと言って事情を知ってそうな前マスターって人は何処どこにいるかわかんないし。

　唯一分かってるのが王都の冒険者ギルドにいるグラッドさん、だけど。

　王都かぁ……王都ねえ。

　乗り合い馬車で三日かかるし、お金もかかるしなー……どうしたものか。

　まぁ旅に必要なお金は貯めてた分から出せるけど。

　……そもそも、喋しゃべる指輪の言うこと全部信じちゃうのはどうなんだろうと思うけどさ。

　でも、なんだろーなー。何かこいつ、嘘とかついてない気がするんだよなー。

　……よし。とりあえず、後回しにするか。

「じゃあ次。この拳銃のオモチャはなに？」

「――オウカ専用魔銃型デバイスです」

「私専用ってのも気になるけど……魔銃型デバイスって？」

「――意訳：弾丸の代わりに魔力を撃ち出す銃です」

「え、なにそれ。そんなもんがあるの？」

「――肯定ポジティブ」

　むむ。何でそんなものが送られてきたんだろ。

　私専用。つまり私の為に作られたものってことだよね。でもなんで拳銃？

　それに、前マスターさんが作ったんだとしたら、その人は私の知ってる人なんだろうか。

　……うあー。駄目だ、分からないことが多すぎる。

　んーにゅ。取れる行動としては全部川に捨てて見なかったふりか、王都に話を聞きに行くか、なんだよね。

　でも、捨てるのもなぁ。小包の配送も無料じゃないし、意味もなく送られてくるような物ではないと思う。

　かと言って、王都もそう簡単に行ける場所じゃないしなぁ……むむむむ。

　とりあえず、明日は仕事も学校も休みだし、シスター・ナリアに相談してみよ。










第四話「紅白の拳銃」




　とりあえず分かった事として、リングの声は私以外には聞こえないらしい。

　首からチェーンでぶら下げてみた所、朝ごはんの時も洗濯してる時も、誰もリングの声に反応しなかった。

　本当にお化けじゃないのかな、こいつ。大分あやしいんだけど。

　まぁひとまず、シスター・ナリアにはその部分を省いて説明する必要があるか。

「てな訳で、なんか指輪と拳銃が二つ入ってた」

「……ええと、意味が分からないんだけど」

「うん、私も分かってない。でさ、なんか王都の冒険者ギルドに事情を知ってそうな人がいるみたいなんだよね」

　リング曰く、送り主のグラッドさんとやらはそこにいるらしい。でも詳しい話を聞こうにも、気軽に行ける距離じゃないんだよなー。

「あぁ、送り主の人ね」

「その人に事情を聞きたいところではあるんだけど、相手は王都だし。どうしたものかなーって」

「……うーん。手紙には何て書かれていたの？」

「貴女の運命をお返し致します、だったかな」

「……運命ねぇ」

　頬に人差し指を当てながら、訳が分からないって顔をしてる。そりゃそうよね。私も意味が分からないし。

「んー。そうね、行ってみたら？」

「え、王都に？」

「ええ。もしかしたら貴女の御両親の事が分かるかもしれないし」

「うーん。それは結構どうでもいいんだけどねー」

　ぶっちゃけ、私を捨てた人達とか興味がない。それに、私の母親はシスター・ナリアだ。

　黒髪黒眼の異端な容姿の私をここまで育ててくれた、私の恩人でもある。恥ずかしいから絶対口には出さないけど。

「てーか王都って往復で一週間くらいよ？　私いなかったら困るでしょ？」

「しばらくはみんなで何とかするわよ？　他の子達も出来ることを増やすチャンスだし」

「うーにゅ。そっかぁ……」

　そう言ってくれるのは嬉しい。んだけど、うーん。

　あの良くわからん指輪と拳銃が私の運命、ねぇ。

　ぶっちゃけ、何を言ってるんだろうって感じではある。

「それにね、オウカ。さっき拳銃って言ったわよね？」

「え、うん。言ったけど」

　少し戸惑いながら、シスター・ナリアはその言葉を口にした。




「ねえオウカ。拳銃って、なに？」




　え、何って……あれ？




　拳銃ってなんだ？

　そんなもの、私は知らない。




「え、あれ？　えっと……」




　初めて見た物の名前を、なんで知っている？




「ね。不思議でしょ？　私でも知らない物の名前を、なんでオウカが知ってるのかしら」

「え、何これ怖っ！」

　今まで見たことも聞いたことも無い物の名前を、私は何故だか知っている。なんだこれ、変な感じだ。

「まぁ多分、ここに来る前に知った事なんでしょうね」

「……ぬぬ。余計意味が分からなくなったんだけど」

「そういうのを含めてね。一度、王都に行ってみるのもいいんじゃない？」

　んーにゅ。この教会に来る前の事なんて覚えてないし、あまり興味も無い。と、思ってたんだけど。




『貴女の運命をお返し致します』




　……これは多分、知っておいた方が良いことなんじゃないだろうか。リングの事も合わせて、何となくだけど。

　私が何者なのか。なんで救国の英雄と同じ黒髪黒眼なのか。それは昔から気になっていた事ではあるし。

「……わかった。私、王都に行こうと思う」

「うん。それがいいわ」

「そうと決まれば学校と旦那さんに連絡しなきゃだね」

「そうね。伝えてらっしゃい」

「んじゃ。いってきまーす！」

　とりあえず学校に行って、しばらくお休みする事を先生に伝えよう。まぁ、伝えなくても問題ない気はするけど、一応ね。




　※




　結果。やっぱり学校は何の問題も無かった。わかりました、の一言で終わり。

　そんな適当でいいんだろうかと思っちゃうけど、楽だったので良しとしよう。

　ちょい問題があったのが雇ってもらってるパン屋さん。

　奥さんは「気をつけてね」とだけ言ってくれたけど、旦那さんが猛反対してきたのだ。

　女の子の一人旅は危ないだの、嫁入り前で何かあったらどうするだの、それはもう色々と心配された。

　最終的には寂さびしいじゃないかと男泣きする旦那さんを、奥さんがトレイで殴って黙らせる所まで行った。

　普段はお淑しとやかだけど怒らせると怖い人なのだ。

　他にも、よく買い物に行く八百屋さんや肉屋さんにも、餞別せんべつとして日持ちがする物を色々と貰った。

　うーん……私、本当に良くしてもらってるなぁ。いつか恩返しをしたいけど、恩ばかり溜まっちゃってるんだよね。王都でお土産でも買ってくるかな。

　前にパン屋の奥さんから王都の美味しいお菓子屋さんを教えてもらったし、そこがいいかもしんない。




　※




「と言うことで。私は明日からしばらく居ないから、みんなそのつもりでね」

　夕食を食べながら今日話し合った結果をチビ達に伝える。

　元気良く「はーい！」って返事されたけど、本当に分かってるんだろうか。特に年長組。明日からシスター・ナリアと一緒にご飯作らなきゃいけないからね？

「でもさ、作り置きはしてくんでしょ？」

「まあねー。何日分かはストックしてくけど」

「じゃあ大丈夫じゃん。心配しすぎだよ」

　うっさいな。大体、料理は趣味でもあるんだからいいでしょ。

「オウカ姉ちゃん、お土産よろしくね！」

「アンタに言われなくてもちゃんとみんなの分買ってくるわよ。そのくらいのお金は貯めてるんだから。

　そんな事よりあんた達、シスター・ナリアの言うことをちゃんと聞くのよ？」

「いや、普段から聞いてるし」

　……そうね、普段から聞いてるわね。私が言ったことは反発するくせに。




　わいわいがやがやと、いつも通りの賑やかな夜が過ぎていった。










第五話「誕生日と旅立ち」




　――指定期日を超過しました。

　――メッセージを再生します。




　――Happy誕生日 Birthdayおめでとう,Dear親愛なる Okaオウカ.

　――Blessing君の人生に To Your幸せあれ Life.

　――Sakuraサクラ-Driveドライブ.Downloadダウンロード.

　――Readyレディ：OK?




「……うっさいなぁ……好きにしなさいよぅ……むに」




　――Verified了解しました.

　――Sakuraサクラ-Driveドライブ.Downloadingダウンロード中_Now...

　――Installationインストール Is Completed完了.




　※




　なんだか変な夢を見た気がする。

　思い出せないけど、何かこう……吟遊詩人ぎんゆうしじんの英雄譚たんみたいな、大冒険的な。

　……わからん。とりあえず、着替えるか。




　いつもより少し早い時間。日もまだ昇っていない、鶏にわとりも眠っているような時間に鍋を振る私。

　がっしょがっしょ。

　麦とかの穀物こくもつは空炒いりして水分を飛ばしておくと日持ちするのだ。

　ただまぁ、重い。ひたすら重い。なので休み休み鍋を振る。

　一気にやろうとしたのが失敗だったな、これ。

　がっしょがっしょ。

　同時にお手製の薫くん製せい機で干し芋を燻いぶしていく。これも大量。干し芋を燻いぶすと更に長持ちするし美味しくなるのだ。

　ただ、超もっくもくしてる。煙けむいけどちょっと面白い。

　他にも野菜の漬物とか、魚の塩漬けとか、色々作ってある。

　これだけあればしばらくは大丈夫だと思う。思いたい。足りるかなぁ……

　何だかんだ言っても朝の食事の準備は慣れるまで大変だろうし、すぐ食べられるものがあるとみんなが楽だろう。

　私の持ってく分と合わせて作ったからかなりの量になったけど……まぁいっか。中々にすんごい眺めだし、満足だ。

　……あ。今朝の分、作ってない。スープ追加しなきゃ。




　※




　作り置きの量をシスター・ナリアに呆れられながらも、いつも通りの朝ごはんだった。

　洗い物と洗濯をしながら、年長組に朝の仕事の説明をしておく。

　まぁ、知ってる事ばかりだろうけど、聞いときなさい。役に立つこともあるから。

「あ、そだ。パン屋さんが交代の子がいれば雇いたいって言ってたんだけど……うん、まーあんた達なら大丈夫だと思うし。これ終わったら一緒に挨拶あいさつ行こうか」

「……大丈夫かな？　あの人、ちょっと怖いし……」

「平気平気。顔は怖いけど優しい人から。いつもパンくれるでしょ？」

「うん……分かった。行ってみる！」

「んじゃとりあえず、洗濯終わらせっか。はい、踏んで踏んで」

　これでパン屋さんの方も大丈夫だろう。挨拶あいさつに行ったらすぐに荷造りしなきゃね。




　※




　昼過ぎになってやっとまとめ終わった荷物を、大きめのカバンに詰め込んだ。

　着替えとか、着替えとか、おやつとか、着替えとか。

　お金に関しては今まで貯めておいた分があるから何とかなるけど……出来るだけ使わないように気をつけよう。

　あと、拳銃もカバンの中に入れようとはしてみたけど、かなり場所を取ったので仕方なく腰の後ろに吊るしてある。

　あまり重くないのが不思議だ。これ、何で出来てるんだろ。リングも謎だけど、この拳銃もかなり謎だよね。

「オウカ、表に乗り合い馬車が来たみたいよ」

「はーい、あんがと」

「ねぇオウカ、貴女の事だから大丈夫だとは思うけど……」

「暗がりに近づかない。路地裏に近づかない。でしょ？」

「はい、良くできました。行ってらっしゃい」

「んじゃ、いってきまーす」

　元気に挨拶あいさつ。乗り合い馬車のタラップを踏んで中に入ると、ほとんどの椅子が埋まっていた。

　あ、でも一番後ろの窓際が空いてる。そこにしよ。

　……うっわ、椅子かったいなー。ま、そりゃそうか。私でも乗れる安馬車だもんね。

　持ってきておいたクッションをお尻の下に敷しく。かなり前にシスター・ナリアにプレゼントした物とおそろいで、お気に入りの奴だ。

　ふかふかと言うわけではないけど、無いよりはマシだろう。デザインも気に入っているやつだし。

　窓から外を見ると、シスター・ナリアの周りに教会のチビ達やパン屋の旦那さんが居た。

　めっちゃ手を振ってくれてる。ちょい恥ずかしいけど、私も窓から身を乗り出して手を振った。

　日帰りじゃない遠出は何気に初めてだ。色々と思うことはある。

　教会の事とか、学校の事とか、私の見た目の事とか。

　黒髪に黒眼。この町で他にいない色。それは意味もなく目立ってしまうし、面白くない事もたくさんあった。

　けれどシスター・ナリアは、夜のようで落ち着く色だと言ってくれた。だからこの色は、私の小さな誇ほこりなのだ。

　王都に行っても、堂々としていよう。

　次第に遠ざかる住み慣れた町。大好きな人達がいる町。

　……ちょっとだけ、行ってきます。




　※




　馬車の中には私の他に六人の乗客が居た。

　商人っぽい人達、お婆ちゃん、子ども連れのお父さん、ちょっと厳いかつい顔の冒険者さん。

　みんな、何か理由があって王都に向かってるんだろう。道中お世話になるかもしれないので、持ってきていた飴を配っておいた。

　……なんでか配った以上に色んな物を貰ったけど。

　クッキーやビスケット、クランベリーをチョコで包んだ物。どれも美味しそうだし、旅の途中にちまちま食べることにしよう。

　みんな、よろしくお願いしまーす！




　※




　朝方に出発して、日が落ちる前に馬宿に着いた。今日はここで一泊するらしい。

　いつも人がいる訳じゃないみたいで、中の広間は結構ボロボロだった。

　教会の使ってない物置みたいだ。いや、あれよりは広いけど。

　窓を開けて、置いてあった掃除道具でお掃除開始。

　ついでだから他の人の分も一緒に掃除しておくか。一ヶ所だけ綺麗にしても意味ないし。

　あ、そだ。

「御者ぎょしゃさん、調理場って使えます？　芋とか持ってきてるから晩ごはん作ろうかと思って」

「構いませんよ。お好きにご利用ください。それと、良ければ私の分も作ってもらえませんか？」

「おーけーです。大きな鍋見つけたんでここに居る全員くらいならいけますし。あ、でも材料が足りないかも……」

「そこは大丈夫です。十分な量の備蓄があるので」

「お、りょーかいです。ならちょっと待ってくださいね」

　料理は私の数少ない趣味の一つだし、色々と持ってきてはいる。

　ここにある食材は、芋と……備蓄の中に干し肉と豆があるな。

　これならまぁ、芋と豆を練ってパンにして、干し肉でスープが作れるな。

　釜戸は……あっちにある石組の奴か。ありがたく使わせてもらおう。

　さて、ぱぱっと作っちゃいますか！




　※




「ねぇ、お姉ちゃん。お願いがあるの」

「お、どしたの？」

　夕食用のスープを煮込んでる時、同じ馬車に乗っていた女の子に声をかけられた。

「あのね、髪の毛を結んでほしいの」

「髪？　ああ、ご飯食べる時邪魔だもんね。いつもはお母さんがやってくれるの？」

「いつもは自分でやってるけど、上手く出来ないから……あのね、お母さんに会いに街に行くんだよ！」

「なるほど。どれ、貸してみ？」

　せっかく綺麗でさらさらな金髪なんだし、編み込みにしてあげよう。

　前髪を後ろに持ってきて……よし、でけた。

「おっけ。可愛くなったよー」

「ありがとう！　お父さんに見せてくる！」

「はいはい。ご飯出来たら呼ぶからねー」

　あの歳でちゃんとお礼言えるのか。偉いなー。うちのチビ達にも見習わせたい。




　※




「失礼。お嬢さん、今日の寝る場所はどうするか決めたかい？」

　そろそろパンが焼けるかな、と言うところで、今度はお父さんの方に声をかけられた。

「はい？　いや、適当に隅っこで寝るつもりですけど」

「それがね、娘が貴女と一緒に寝たいと言って聞かないんだ。もし良ければ娘と一緒に寝てやってくれないか？」

　おや、懐かれちゃったのかな。悪い気はしないね。

「いいですよー。誰かと寝るの、慣れてますし」

「ありがとう。何から何まで悪いね」

「いやまー、いつもやってる事なんで。大丈夫ですよー」

「すまないね。何か手伝えることはあるかい？」

　んーにゅ。手伝いって言われてもなー。もうご飯出来ちゃうし。

「じゃあ、そろそろご飯出来そうなんで、お皿とか出してもらっても良いですか？」

「ああ。お易やすい御用だ。皿は……あっちに纏まとめてあるみたいだな。ちょっと取って来るよ」

　にっこり笑顔で娘さんを呼んで、二人でお皿の準備をしてくれた。

　よし。んじゃ、残りを仕上げちゃいますか。




　※




　芋豆パンと干し肉のスープは、残念ながら少し物足りない感じがした。

　やっぱ具材が無いと微妙だな……まあ旅先だから仕方ないけど。食材がない中では美味く作れた方だと思うし。

　そんな一人反省会をしていると。

「嬢ちゃん、ちょっといいか？」

　今度は厳いかつい顔の男性に声をかけられた。革鎧を着て剣を持ってるし、冒険者さんかな。

「はーい。お代わりですか？」

「いや、それはそれで頼みたいんだけどよ。今日の寝る場所なんだが……」

「寝る場所？　皆のですか？」

「あぁ、俺は雇われの冒険者だから見張りに立つし、どうでも良いんだがよ……折角だし寝る場所は嬢ちゃんが決めてやってくれないか？　こういう時、小さなケンカになる時があるんだよ」

　ほほう。そういうもんなのか。てかこの人、雇われた冒険者さんなのね。

　何だか旅慣れてそうだし心強いな。

「なるほど。じゃあ、お婆ちゃんは奥の方が良いですかね。あそこ暖かいですし、隙間風もないから。

　男の人達は真ん中に寝てもらえると助かります。私とあの子は逆側の端で寝るんで」

「おう、ありがとよ。皆それでいいかい？」

　彼が尋ねると、みんな口々に了解してくれた。

　和気あいあいとしてて、なんだが少し楽しいな。

「今晩は見張り番、よろしくお願いしますね」

「ああ、美味い飯も食わせてもらったしな。

　……そんでよ、お代わり貰えるか？」

　ニカッと笑って器を差し出して来たので、スープを注いで渡してあげた。

　顔はちょっと怖いけど、優しい人なのかもしれない。パン屋の旦那さんといい、顔が怖い人はみんな優しいんだろうか。




　食事を終え、お皿洗いを済ませたあと、部屋の隅っこで女の子を抱っこしたまま眠りについた。

　明日も出発が早いらしいし、朝ごはんの準備のためにも頑張って早起きしよう。










第六話「魔物の群れ」




　朝。いつものように夜明けと同時に目が覚めた。

　周りを見渡してみても、さすがにこの時間だとまだ誰も起きていないようだ。まぁ、当たり前か。

　隣に寝ている女の子を起こさないように注意しながら、こっそりと小屋を後にした。




　馬車の備蓄入れを確認すると、まだ芋や豆がどっさりあった。ふむ。とりあえず朝と昼の分を作っちゃおうか。

　乾燥豆を砕いて、茹ゆでた芋を潰したものと混ぜた後、水で捏こねて焼けばパンの代わりになる。

　干し芋は……うん、細かく刻んで豆パンに混ぜるか。食べ応えが在る方がいいだろうし。

　残りの豆は芋と一緒に煮込んじゃおう。あ、干し肉残ってる。これも一緒に入れちゃえ。

　ふふふ。いい感じに旨味と塩味が出てくれることだろう。

　さて、あとは何しようかな。洗濯するものも無いし。とりあえず、灰汁あく取りしながら鍋を煮込みますかね。

　……しっかしまぁ、旅に出たってのに教会に居るのとあまり変わらない事してるな。

　すごく流された感があるけど、そこは仕方ないというか。お腹すかせた人がいると、どうしても炊き出しとか思い出しちゃうんだよね。

　自分に余裕がある時は、出来るだけ人に優しくすること。シスター・ナリアが教えてくれたことだ。

　自分の事が出来たら次は周りの人を助ける。その繰り返しで世界は上手く回ってるんだって。

　実際はそんな綺麗事だけじゃないんだろうけど、その言葉は私の一番深いところにずっと残っている。

　綺麗事、大いに結構。貫けばそれは真実になるのだ。これも受け売りの言葉だけどね。

　さて、そろそろ煮えてきたし、みんなを起こした方が……あ、匂いに釣られて起きてきた。

「お姉ちゃん、おはよう」

「はい、おはよう。ご飯出来てるから顔洗っといで。向こうに井戸があるから」

「はーい！」

　うむうむ。元気で何よりだ。

「おはよう嬢ちゃん。おう、今日も美味そうだな。ありがとよ」

　女の子が走っていく中、冒険者さんがひょいっとパンをつまみ上げるのを見て、その手を止める。

「ちょっと待った。ご飯はみんな揃そろってからです。待ってる間に出発の準備とかしちゃってくださいね」

「そうか。じゃあ荷物をまとめてくるかね」

「お願いします。あ、そっちの商人さん達もー！　支度したくが終わったらこっち来てくださいねー！」

「あぁ、分かったよ。すぐに終わるから待っててくれ」

「あざますー！」

　皆が揃そろった後、いつも通り手を合わせると不思議そうな顔をされた。

　教会の習慣を話してみると、それはいいと皆で手を合わせてくれる。

　それじゃあみんなで、頂きます。




　※




　がたごと、がたごと。そこそこの早さで馬車が走る。

　街道と言っても、普通の地面が自然と踏み固められただけだ。町みたいに石畳な訳ではないので、石なんかが落ちてると馬車内は結構ゆれる。

　私は舌を噛まないようにしながら、遠くの景色をぼーっと見つめていた。

　知らない景色は私の目には新鮮に映る。山や森、川に、空。たまに野生の動物や鳥を見かけた。

　あれ、捕まえたらしばらく分のお肉になるよなー、なんて事を思ってると。

　不意に、馬車の前方で御者ぎょしゃさんの悲鳴が上がった。

「うわぁっ!?」

「御者ぎょしゃさん、どしたの？」

「この先にオークの群れがいます！　七匹も！　しかも多分、こっちに気付いています！」

　その言葉に馬車内がざわつきだした。

　オーク。二足歩行の豚みたいな魔物。

　魔物のくせに武装してる事もあって、冒険者でも油断は出来ない相手らしい。

　特に群れになるとパーティーでの討伐依頼が出る程の話になるのだそうだ。

　少なくとも、私たちのような一般人が敵う相手ではない。

「くそ、迂回するか？」

「いや、既に気づかれているなら間に合わないな。それより荷物を置いて逃げた方が良い」

「おい、馬鹿な事を言うな！　こっちは商品を運んでるんだぞ!?　あれが無けりゃ飯の食い上げだ！」

　商人さんの一人が冒険者さんに掴みかかる。

　いや、言いたいことはわかるんだけど……でもそんな事言ってる場合じゃないよね？

「おいおい、命と金とどっちが大事なんだよ。俺一人じゃ七匹はさすがに無理だぞ」

「……くそっ！　そもそもなんでこんな所にオークの群れが居るんだよ！」

「そんな事は俺にも分からんよ。それより、どうするんだ？　アンタ達は残るのか？」

「それは……しかし、これの売り上げが無いと、どっちにしろ死んじまう！」

　冒険者さんと商人さんが大声で話している中。

　女の子のお父さんが、顔を真っ青にして立ち上がった。

「なぁ、待ってくれ。うちの子はまだ小さいんだが……走って、逃げ切れるのか？」

　お父さんの足にしがみついている女の子。涙目になって、手が震えている。

　確かにこの子が逃げ切るのは難しいかもしれない。それに、さっきから女神様に祈ってるお婆ちゃんもだ。

　誰かが二人を抱えて走れば別だろうけど、力がありそうなのは冒険者の人だけだ。

　この人の手が塞がってしまうと本格的にどうしようも無いし、二人を同時に運ぶのはさすがに無理だろう。

　どうしたらいんだろうかと、私も立ち上がって前の方を見ようとした時。

　カチャリ、と腰に吊るした拳銃が音を立てた。

　昨日の会話が、頭をよぎる。




『じゃあ次。この拳銃のオモチャはなに？』

『――オウカ専用魔銃型デバイスです』

『私専用ってのも気になるけど……魔銃型デバイスって？』

『――意訳：弾丸の代わりに魔力を撃ち出す銃です』




　魔銃型デバイス。魔力を撃ちだす事が出来る、武器。

　戦う為の武器が、ここにある。




　紅白の拳銃を恐る恐る手に取ると、自然と使い方を理解出来た。

　まるで昔から知っていたことを思い出したかのような、不思議な感覚。

　同時にじんわりと、体の奥底から何かが込み上げてくる。

　気付けば私は、冒険者さんに声をかけていた。

「あの。オークって、足速いですか？」

「いや、そこまででもないが……さすがに荷物を持ったままだと追いつかれるな」

「……じゃあ馬車なら大丈夫ですよね？」

「それだと馬車を回してる間に取り囲まれる。そうなるくらいなら……」

　その言葉を遮り、告げる。

「あのですね。私、町で一番足が速いのが自慢なんですよ」

「は？　いや、それがどうした？」

「馬車を回す時間を稼げれば、いいんですよね？」

　馬鹿な事を考えている。我ながら訳の分からない、危険すぎる事を。

　相手は冒険者の人でも対処出来ない魔物の群れだ。怖い。物凄く、怖い。拳銃を持つ手が、震えている。

　……それでも。

「あはは。足止めして逃げるくらいなら、私にも出来ると思うんで」

　やらないで後悔するよりは、やって後悔したい。

　少しでも時間を稼いで、その後、死ぬ気で走って逃げよう。

「おい、無茶な事を言うな。危険すぎる」

「……ごめんなさい。後、お願いします！」

　馬車を飛び降りて、私は全力で駆け出した。

「お姉ちゃん!?」

「止めろ！　引き返せ！」

「いいから馬車を回して！　早く！」

　後ろから聞こえる叫び声に応え、そのままオークの群れの居る方に走った。




　※




　しばらく走ると、魔物が見えてきた。二足歩行の豚のような魔物、オーク。

　御者ぎょしゃさんの言っていた通り、数は七匹。既にこちらを見つけて駆け寄って来ている。

　その姿に息を飲みながら、改めて両手に持った銃を目をやった。

　紅色の拳銃インフェルノと白い拳銃コキュートス。二丁の拳銃の名前が脳裏に浮かぶ。その使い方も、これから何をすべきかも。

　怖い。膝ひざが震える。このまま全力で引き返したい。

　でも。私が時間を稼がないと、みんなが危ない。

　みんな良い人ばかりなんだ。だから、武器を持ってる私がやらないと。

　胸元から下げた指輪がキラリと光る。今はこいつを信じるしかない。

「信じてるからね……頼んだ！」

「――Yes,my master」

　指輪が――リングが中性的な声で告げる。




「――Sakuraサクラ-Driveドライブ. Readyレディ.」




　聞きなれない言葉なのに、その意味を理解して。

　そして、私は静かに応えた。




「ignitionイグニション」
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　その呟きと同時に。

　体の内側を巡めぐる魔力が臨界りんかいを超え、周囲に撒き散らされる。

　薄紅色の魔力光が弾ける様は、まるで桜が舞い散るようだ。




　魔物の群れに対する恐れが消える。戦う事に対する恐怖が霧散むさんしていく。

　少しずつ高まる戦意。心が熱い。けれど、頭の中は氷のように冷めたい。

　まるで、今から遊びに行くかのような感覚に。

　不意に、笑みがこぼれた。




　さぁ、踊ろうか。




　地面に着くすれすれまで身を低くしながら、駆ける。

　拳銃から撃ち出せる魔弾の射程距離は精々一メートル。

　その短い間合いに、一匹目が入った。

　その場で身を沈めながら横に回転、膝を地面に着き、遠心力を乗せた銃底で敵の膝裏を殴りつける。

　体勢が崩れた所に素早く拳銃を突き付け、驚愕きょうがくするその顔面を目掛けて、発砲バン。

　薄紅色サクラの弾丸ブレットで、オークの頭が爆ぜた。




　うわ、かなりグロいな。でも止まってなんかいられない。次だ。




　地を蹴って、跳とぶ。再度回転して敵の頭に回し蹴りを叩き込み。

　ふらつく体、その胸元を目掛けて、銃撃バン。

　血を吹き出してオークがゆっくりと倒れていく。

　その背後から迫る、振り下ろされた二本の棍棒。

　一本目の棍棒を右の銃底で受け流しながら、くるりと回る。

　二本目の棍棒はその動作で紙一重に躱かわした。

　勢い余って大きく前に出てきた敵二匹。両手を伸ばしてその頭を狙い、同時に潰すバン。

　視界が返り血で赤く染まりかけるが、深く屈み込んで避けた。




　そこを狙って突き出された槍。穂先が届く前に、再度回転。

　今度は地を転がり、仰向けになりながら手を伸ばして、射撃バン。

　そのまま地面を転がると、足を振り回して勢いを付けながら起き上がった。




　息を長く吐きながら、腰を深く落とす。

　左手は前に、右手は肘を上に向けて逆手にして、頭の横に。

　両手に握った二つの拳銃で戦う為の最適な構え。それを自然と再現できる。

　これで四匹。残りはあと、三匹だ。




　怒りに満ちた表情でオークが錆さびた剣を振り下ろす。

　しかし、その軌道はすでに見えている。

　襲い来る鉄の塊に右の銃底を添そえ、ふわりと回って受け流す。

　くるくるとすれ違い様に、オークの両太ももを、撃ち抜くバン。

　敵が倒れ伏す前に蹴りつけながら宙返り。

　後ろから横薙ぎに振るわれた短剣を躱かわし、空中で逆さまになりながら二匹同時に撃破バン。




　世界を彩いろどる桜色。視界の端で靡なびく黒髪。そしてその先に見える、敵。




　着地。勢いを殺さず、遠くで様子見していたオーク達に低い体勢のまま駆け寄る。

　焦りから粗雑になった迎撃の棍棒を魔弾で撃ち抜き、粉砕。そのまま懐に潜り込み、両手で同時に銃撃バン。




　力を失った巨体を足場にして宙を舞い。

　眼下に見えるオークの姿に空中で身をひねりながら弾丸の雨を浴びせた。

　魔弾が体の各所を撃ち抜き、鉄錆さび臭い血飛沫が上がる中で。

　落下の速度を殺さぬようにくるりと回転する。

　敵の頭を蹴り飛ばし、追撃に発砲バン。弾丸は眉間を貫き、オークはその場に倒れ伏した。




　そして、ラスト。仲間の死骸しがいを前に恐れを抱いたのか、逃げ去ろうとするオークに駆け寄る。

　逃がしはしない。ここで仕留めないと、また被害が出る。

　あの冒険者の言っていた通り、大して足は速くないようだ。

　すぐに追い付き、その巨体を支える足を後ろから蹴り抜いた。

　仰向けに転んだ敵に跨またがると、恐怖に彩られた瞳をこちらに向けてきた。

　意に介さず両手の拳銃を突き付ける。カチャリ、と小さな音が鳴った。




　はい、終わりバン。




　ビクリと痙攣けいれんした後、最後のオークはそのまま動かなくなった。

　合計七匹、討伐完了。

　腰の後ろに拳銃を戻すと体に纏まとっていた薄紅色の魔力光が薄れ、やがて空に消えて行った。




　少し歩いて距離を取ろうとして、途中で膝から力が抜けて座り込んでしまった。

　……なんだ、今の。私が私じゃなくなったような、おかしな感覚だった。

　いや、確かにシスター・ナリアに戦闘訓練はやってもらってたけど、明らかに普通じゃない動きだったよね。

　リングに問い掛けをした時に頭に浮かんだ、サクラドライブのトリガーワード。

　戦闘状態に切り替えるための言葉を口にした途端、何故か魔物に対する怖さが無くなった。

　それに私には魔法が使えないはずなのに、桜色の魔力の光が体から溢あふれ出していた。

　意味が分からない。けれど。

　肩越しに振り返ると、オークの群れの残骸ざんがいが見える。今更ながら恐怖が湧き上がり、思わず身震いした。

　……とりあえず、何とかなった、のか？

「嬢ちゃん！　無事か!?」

　大きな声で呼ばれて視線を前に戻すと、凄い剣幕で冒険者さんが駆け寄って来ていた。

　手を振ろうとして、まだ指先が震えている事に気が付く。

「馬車を回して来た！　さっさと引き上げるぞ！」

「……あ、どもです。なんか、えっと。何とかなりました」

「何言って……おい。なんだ、これ」

　目の前に広がる光景を見て、冒険者さんが顔を引き攣つらせる。まぁ、そうなるよね。私自身もかなり引いてるし。

「ええと。私がやったっぽい、ですね」

「ぽいって……嬢ちゃん、何者なんだ？」

「すみません、私も分からないです……それより、ちょっとお願いが」

「何だ？」

「あはは。腰が抜けて立てないんで、手を貸してください」




　※




　何とか引っ張り起こして貰って、もう一度後ろを振り返った。

　あれ、私がやったんだよな？　手とか足にまだ感覚が残ってるし。

　うーん……とりあえず危険は無くなったみたいだし、オークは男の人たちに頼んで運んでもらおう。




　こいつら、食べられる魔物だもんね。




　いやだってさ、このまま捨てていくのも勿体ないじゃん。

　まぁ、今の私の状態で食べられるか分かんないけどね。まだ指先がプルプルしてるし。

　それはさておき。

「……ねえ、リング。後で説明してね」

「――了解しました、マスター」

　胸元に下げた指輪が、またキラリと輝かがやいた。










第七話「オークの焼肉」




　冒険者さんと一緒に馬車に戻ると、みんなが一斉に駆け寄ってきた。

　みんなして怪我の心配をしてくれたり、お婆ちゃんが無茶な行動を叱ってくれたり。女の子なんか泣きながらしがみついて来た。

　ほんと、ごめんなさい。お詫びに今日もご飯作ります。

「しかし驚いたよ。お嬢ちゃん、冒険者だったのかい？」

「や、違いますよ。ただの町娘です」

「……まぁ、語りたくない事もあるだろう。深くは聞かないよ」

　とても優しい目で見つめてくるお父さん。いや、違うんです。語りたくないと言うか、自分でも良く分からないから語れないだけです。

「……あ、そうだ。川辺に寄ってもらっていいですか？　オーク解体したいんで、できれば誰か手伝ってください」

　解体方法は前に肉屋さんで見せてもらった事がある。手順は覚えてるし、ナイフ持ってきてるからそれでいけるはず。

　せっかくの食肉なんだし、しっかり血抜きしてバラしておかないとダメになっちゃうからね。

「あぁ、それなら私が魔法で水を出してあげようか？」

「わ、すごい助かります。ちなみに、解体できる人って他にいます？」

「それならこっちに任せろ。冒険者歴も長いから、オークくらいなら解体した事はあるぜ」

　冒険者さんが手を挙げてくれた。おー、さすがベテラン。

「なら、ぱぱっとやっちゃいましょうか。七匹分だとかなり時間かかっちゃいますけど」

「旅路の食料を確保出来たんだ、そのくらいどうって事ないだろ。おい商人さん達よ、礼代わりに運ぶのを手伝ってくれ。商品を捨てずに済んだんだ、そのくらい軽いもんだろ？」

　彼に話を振られた商人さん達は、二人とも安心しきった顔でこちらを見ている。

「あぁ、そんな事で良ければ手伝うよ。嬢ちゃん、本当にありがとう」

「これが無けりゃ一大事だったからな。僕からも礼を言わせて欲しい」

「えーと……どういたしまして。あ、そだ。御者さん、ちょっと出発待ってください」

「話は聞こえていましたよ。こちらとしても助かりますし、私も手伝いましょう」

「それならみんなで行きましょうか。馬車を残していくのも嫌ですし。お婆ちゃんもそれでいいかな？」

「もちろん構わないよ。気を使ってくれてありがとうね」

「んーん。んじゃ、行きましょっか」

　御者さんには馬を引いてもらって、みんなでオークの群れが居たところまで歩いて行った。




　うわぁ。改めて見てみると中々凄い光景だな、これ。

「あー……お婆ちゃん、ちょっと馬車の中でその子と待っててもらえますか？」

「そうしようかね。ほら、こっちにおいで」

「うん、分かった」

　あまり小さな子に見せたい光景でもないので、二人には中に入って待っててもらう事にした。

　さてさて、頑張りますか。




　※




　数時間かけて解体したオークは、綺麗に洗った後でお父さんの魔法で一部を氷漬けにしてもらった。

　馬車の空きスペースに乗せられるだけ乗せて、後は氷をロープに繋いで引っ張って来ている。

　ちなみに、食べられない部位は穴を掘って埋めてきた。他の魔物や肉食動物が寄ってきたら怖いし、出来るだけ血の匂いは消しておきたいからね。

　日が暮れる前に何とか次の馬宿に到着。

　昨日の場所より綺麗にしてあったから今日は掃除せずに済みそうだ。

　予定外の事があって疲れたし、かなりお腹もすいた。ちゃっちゃと準備しちゃおう。

　ここにはでっかい鉄板もあるし、新鮮なお肉もあるし。ついでにもってきたドライフルーツもある。

　て事はやっぱり、アレでしょ。




　◆オウカのかんたんクッキング◆




　いち。オーク肉にフォークで穴をたくさん空けます。

　に。オーク肉をドライフルーツと玉ねぎで作ったタレに浸けます。

　さん。タレがたっぷり染みたら焼きます。

　よん。オークの最強焼き肉の完成です。

　ご。いや、すぐ取り分けるから待って、お願いだから。ちゃんと並んでってば。




　用意した三匹分のオーク肉のうち、その半分を食べ尽くされた。

　まぁ、そう言う私もかなり食べすぎちゃったけど。

　脂の乗ったオーク肉の香ばしさと、果物ベースで作った甘いタレが相性良すぎる。

　教会でも年に一回くらい作ってたけど、やっぱり何処どこに行っても美味しいものは美味しいのだ。

　つまり、美味しいは正義だね、うん。

　調理したオーク肉の残り半分は唐辛子を混ぜた辛味ダレに浸けておいた。保存食にもなって二度美味しいので、後で煙で燻いぶそうと思う。

　薫くん製せい機は無いから即席で作る必要があるけど、美味しい物を食べる為には手間を惜しんではならないのだ。もうちょい食休みしたら早速作ろう。

　……さてと。周りに誰もいないな。

「リング。説明してよ」

「――確認：戦闘行動に関する説明で宜しいですか？」

「宜しいわよ。あれ、何なの？　なんかこう……知ってたことを思い出したような感じがしたけど」

「――肯定ポジティブ：マスターにインストールされた戦闘記録です」

「……つまり？」

「――意訳：魔銃型デバイスを使用時、最適な戦闘行動を行えます」

「あの拳銃での戦い方が分かるってこと？」

「――肯定ポジティブ」

　ほほぅ？　拳銃の名前が分かったのもそれかぁ。

　んー。どうなんだろ。便利な魔法、で済ませていいんだろうか、これ。そんな魔法聞いたこと無いけど。

　それに違和感が無いのが逆に怖いのよね。

「ねえ、そのインストールって何か悪いことある？」

「――不明：私のデータベースには情報がありません」

「んじゃいいや。信用しとく」

「――疑問：私を信用する理由が分かりません」

「あぁん？　疑う理由がないからよ」

　理由も無しに疑うのもめんどくさいし。それにこいつ、悪い奴じゃないと思う。

　さっきの戦いの時も手助けしてくれたもんね。

　それにもし騙されていても困るのは私だけだ。それなら信じた方がいいに決まってる。

　……まぁ、だいぶ分かりにくい喋しゃべり方する指輪だけども。

「――疑問：理由として不適切です」

「理由なんて無いのよ。そういうもんだと思っときなさい」

「――了解：登録します」

「ん。それでよし」

　まぁとにかく、明日王都に着いたら何か分かるだろうし、考えるのはそれからでもいいだろう。

　今はお腹いっぱいで頭回んないしなー。

　あ、てかまずは今日も寝床の割り振りせにゃ。なんかみんな待ってるっぽいし。

　そのあとオーク肉のピリ辛薫くん製せい作らなきゃね。




　※




　オーク肉を燻いぶしたり、水に浸して絞った布で体を拭いたりした後、みんなで馬宿の中に入って人心地着いた。

　冒険者さんは昨日と同じように寝ずに見張りをしてくれるらしいので、お礼に干し芋を渡しておいた。

　ちょっと嬉しそうだったので、逆に得をした気分だ。




　隅っこの方で毛布にくるまって、ふと思った。

　手紙に書かれていた運命ってリングの事だろうか。それとも二色の拳銃の事なんだろうか。

　あぁ、両方って可能性もあるか。


　なんにしても、私みたいな平凡な町娘に送りつけてくるような物ではないと思う。

　使い方までセットだし。なに考えてんだ、まじで。






　サクラドライブを使っている時の私は、多分普通の冒険者より強い。

　跳んだり駆けたりする速さが凄いし、オークの攻撃を受け流したり、一発で頭を砕いたりした。

　自分より大きな生き物の攻撃を受け流したりとか、中々に普通じゃない。

　でも、今の私には理解できる。ただ向かってくる力の流れを逸そらしたのだけなのだと。

　こう構えて、こうやれば、敵を撃てる。

　こう跳んで、こう回れば、敵を倒せる。

　それを、たかが十五歳の町娘が理解していて、実践じっせんした。

　もしかしてこれが運命なんだろうか。だとしたら、少し困る。

　シスター・ナリアに迷惑をかけることはしたくない。今回も馬車の同乗者に心配をさせてしまった。

　それはなんて言うか、心配してくれたのは嬉しいんだけど、申し訳ない気持ちになる。

　戦い方なんて知らなくてもいい。私はいつもの日々に戻るために、冒険者ギルドに事情を聞きに行くのだ。

　みんなが安心して暮らせるように。それだけでいい。平和が一番なのだから。

　あーもー。なんだか頭の中がごちゃごちゃだ。どうも最近、難しいことを考えすぎてる気がするな。

　……よし、寝ちゃおう。隣で寝てるお嬢ちゃん起こしちゃっても悪いし。










第八話「冒険者ギルド」




　がたごとがたごと、朝から馬車に揺られて数時間。ようやく王都ユークリアに到着した。

　第一印象、でっかい。お城とか、街並とか、門とか。全部でかい。

　ついでに門番の人もでっかい。私が腕にぶら下がれるわアレ。いや、私の背が低いだけかもしんないけど。

　とにかく見えるもの全部が大きい。私が住んでる町の何倍だろうか。こんな凄い場所なら美味しいものもたくさんあるだろう。

　今から楽しみ……じゃなくて、目的は冒険者ギルド。そこ大事。まぁ、少しくらい寄り道してもいいかもしんないけど。




　同じ馬車に乗ってた人たちともここでお別れだ。

　いい人ばっかりだったな。黒髪についても何も聞かれなかったし、また機会があればご一緒したい。

　別れ際にみんなからご飯が美味しかったと感謝され、頭を撫なでられ、そして女の子からは焼き菓子を貰った。

　……いや、なんかさー。私って何歳くらいに思われてるんだろうか。これでも一応、十五歳なんだけど。

　ちなみに余ったオーク肉に関しては、みんなで話し合った結果、商人さん達にあげることにした。

　あんな大量なお肉食べきれないし、腐らせるくらいなら売ってもらった方が良い。

　そのお礼として、商人さんたちは私と女の子には飴玉、他の人には銅貨を渡していた。

　……いや、別にいいんだけど。なんかこう、この子と同年代扱いされてないか、これ。




　なんだか少しモヤモヤしたけど、気を取り直して門番さんの所に行ってみた。

「すみませーん。冒険者ギルドってどっちですか？」

「冒険者ギルドかい。それならこの道を真っ直ぐ行けば着くよ」

「お、そうなんだ。ありがとうございます」

「おう、嬢ちゃん可愛いから気をつけてなー」

　ぶんぶんと手を振ってくれるおっちゃん。いい人だ。こちらもお返しにぶんぶんと手を振る。

　さてさて、この道を真っ直ぐとなると……あれかな。一際大きな建物がある。

　入口にちょい強面こわもてのおっちゃん達が居るし、多分間違いないと思う。

　てくてく歩いて行ってみると、なんだかとても迫力がある建物だった。

　灰色の石造りの建物で、なんか蔦つたが這はってるし。

　ちょっと怖いけど、勇気を出してスイングドアをきぃ、と開ける。

　途端、中に居た人達が一斉にこっちを見てきた。

　まぁ、残念な事に注目されるのは慣れてるし、どうって事ないんだけど。

　自分の髪や目が珍しい色なのはよく知ってるからね。




　構わず受付に向かうと、胸のおっきな美人のお姉さんがにっこり笑いかけてくれた。ブラウスが凄い張ってて、今にもボタンが飛びそうだ。

　おう。さすが王都、レベルが高いなー。

「こんにちは。グラッドさんはいますか？」

「あら。お嬢ちゃん、ギルドマスターにどんなご用ですか？」

「手紙をもらったんだけど、その手紙の事で聞きたいことがあって」

　鞄から手紙を取り出して見せると、お姉さんの態度が変わった。とても真剣な顔で手紙を見てから、こちらに目を向ける。

　こちらを伺うかがうような目。でも、これも慣れている。昔はよくこの目を向けられてたからね。

「確かにギルドの焼印ですね。確認するのでお待ちください」

　そう言ってそのまま奥に引っ込んでいった。

　いや、お待ちくださいって言われても。すっごい居心地悪いんだけどここ。怖そうなおっちゃんとかがめっちゃ見てるし。

　しっかしそこまで珍しいのかな、この髪。王都なら他にも居ると思ってたんだけど。フードとか被ってきた方が良かったかなー。

　……あれ。なんか怖いおっちゃんがこっち来た。

「おい嬢ちゃん。冒険者ギルドに何のようだい？」

　思ってたより優しい声だ。私が落ち着かないのを見て声をかけてくれたのかな。

「ちょっとグラッドさんに用があって」

「グラッド？　ギルマスか？　一体どんな用だい」

　ギルマス？　あ、ギルドマスターの事か。

「よく分からない手紙を貰ったから、その事で」

「はぁん？　ギルマスから手紙ぃ？　どれだ？」

「さっき受け付けの人に渡しちゃった」

「そうかい……嬢ちゃん、一人か？　親はどうした？」

「いない。孤児だから」

　そう言うと、ゴードンさんは一瞬気まずそうな顔をした。

「……そうか。まぁ、訳ありっぽいが、何か困ったら遠慮無く言いな。商隊護衛のゴードンって言えば大体の奴が知ってるからよ」

　大きなゴツゴツした手で頭をなでられた。やっぱり子ども扱いされてんなー。

「ありがと。ゴードンさん、顔怖いけどいい人だね」

「一言余計だ。まぁ、上手くやんな」

　ひらひらと適当に手を振って去っていくゴードンさん。

　気が付くと、周りからの視線が消えていた。なるほど、周りを牽制けんせいする為に声をかけてくれたのか。

　やっぱりめっちゃいい人だ。顔は怖いけど。てか顔の怖いおっちゃんはみんな優しい気がする。パン屋の旦那さんもいい人だし。

　グラッドさんも顔が怖かったりすんのかなーとか思っていると、美人受付嬢のお姉さんが戻ってきた。

「お待たせしました。ギルドマスターが中で話したいと言ってます。こちらへどうぞ」

「はい、ありがとうございます」

　受付の奥の部屋に通されると。




　そこに悪役の親玉が居た。




　絶対何人か殺してるような顔に、服の上からでも分かるくらい筋肉質な体。ニヤリと笑いながら、火の着いていない葉巻をくわえている。

　うわぁ、この人がギルドマスターさんかぁ。迫力あるわー。

「どうも。貴方がグラッドさんですか？」

「あぁ、俺がグラッドだ。嬢ちゃんが手紙を？」

「はい。私はオウカって言います」

「ほおぉ……どんなガキかと思っていたが、中々どうして。肝きもが座ってやがる」

「あー。なんかよく言われます、それ」

「冒険者は見掛けに依らないと言うが……しかしまあ、そのナリでなぁ」

　うっさい。体型の事は言うんじゃない。あと私、冒険者じゃないんだけど。

「で、だ。手紙の件だったか」

「はい。あれ、何なんですか？」

「……あぁ？　なんだ、知らんのか？」

「身に覚えは無いですね」

「そいつぁ困ったな……いや、俺も頼まれて手紙と荷物を送っただけでなぁ」

　悪人面を歪ゆがませてさらに悪そうな顔になってるけど、これ多分困り顔だよね。

「え。頼まれたって……誰からですか？」

「英雄様だよ。二ヶ月前だったか、いきなりギルドに来てなぁ」

「……はぁ？　英雄って、あの絵本の十英雄？」

「おう、それだ」

　いやいやいや。流石に意味が分かんないんだけど。




　魔王を倒した救国の十英雄の話は、私も絵本で見たことがある。

　五年前。人間と魔族が戦争をしていた時、別の世界からやってきた十人の英雄たち。

　その英雄たちが魔族の王を倒してくれたおかげで、世界に平和が戻ったってお話だった。

　私も大好きなお話で、シスター・ナリアに何度もせがんで読んでもらったものだ。

　そして、彼らは今も実際にこの世界に居るんだと、絵本には書かれていた。今でも王国の復興を助けてくれているらしい。




　うん。聞いてはいたけどさー。

　なんでそんな人達から手紙が来るのよ。こちとらただの町娘だぞ。

「……どゆこと？」

「いや、それがなぁ。文章書いて送るだけって話だったから詳しくは聞いてないんだわ」

「えええ……そんなぁ」

　ここに来たら何か分かると思ってたのに。これじゃ来た意味ないじゃん。

「すまんなぁ。あの人もアスーラに帰っちまってるだろうし」

「うっわぁ。アスーラって港町の？　めっちゃ遠いじゃん」

　王都からアスーラまでだと、馬車で一ヶ月くらいだったと思うんだけど。

　行けと？　馬車で一ヶ月かけて、はるばるアスーラまで？

　さすがに無理じゃないだろうか。いくら何でもアスーラは遠すぎるし。

　でも、何も分からないまま帰るのもなあ……んーむ。どうしたもんかなー。

「……なんとかなんないかなぁ」

「飛竜便で手紙を出すってのは出来るかもしれんな。それなら往復で一週間くらいだ」

「おぉ、なるほど。でも一週間かかるのかぁ……うーにゅ。滞在費がなー」

　持ってきてるお金だと一週間は無理だろうし。どうしたもんかな。

「……あん？　お前、冒険者だろ？　いくつか依頼こなせばいいだけじゃねえか」

「いやいや。私、ただの町娘なんで」

「はぁ？　そんなよく分からんごっついもん、腰にぶら下げてんのにか？」

　言われて初めて腰の後ろの拳銃を思い出した。

　……あ、そっか。戦えるんだ、私。

　今の私なら、冒険者登録さえしてしまえば何とかなるかもしれない。

　確か魔物を倒す討伐依頼や護衛依頼以外にも、薬草とかを集める採取依頼があるってシスター・ナリアに聞いたことがある。

　魔物と戦うのは怖いけど、薬草集めたりしてお金稼げばなんとかなるかも。教会には手紙を出せばいいだろうし。

　……よし。決めた。

「グラッドさん。私、冒険者になる。そんでお金稼いで手紙を書く」

「おぉ、そいつぁ構わんが……」

「……でさ。冒険者ってどうやったらなれるの？」

「そっからか。よし、じゃあ、受付に行くぞ」

　案内してくれるらしい。やっぱり顔が怖い人は優しいようだ。










第九話「薬草採取」




　再び戻ってきた冒険者ギルドの受付。さっきと同じ美人のお姉さんがカウンターの奥に立っている。

「おう、リーザ。この嬢ちゃんの登録頼むわ」

「承うけたまわりました。文字は読めますか？」

「はい、大丈夫です」

「でしたらまず、こちらを読んでください」

　何やら紙を渡された。なになに、冒険者ギルド規約？

　……いや待って、ギルドに不利益が出る行動を控えるってのは分かるんだけどさ。

　出来るだけ悪いことをしませんって、なにこれ。

「それはですね、細かく書いてもみんな読んでくれないんですよ」

「……なるほど」

「その二つを守ってくださいね。後はこちらに記入をお願いします」

　言いながら手の平より少し大きなサイズの白い板を渡された。

　なんだこれ、と思ってると、板に文字が浮かんでくる。凄い、何かの魔法かな。

　あ、記入だっけ。えーと、名前、性別、年齢……え、こんだけ？

「お姉さん、項目みっつだけ？」

「はい、それだけです。賞罰なんかは勝手に浮かんできます」

　おー、めちゃ便利。じゃあオウカ、女、十五歳、っと。

　これでいいんかな……おお？　今度は文字が消えた。魔法、凄いな。

「はい、ありがとうございます。板はこっちにくださいね」

　板を返すと、代わりに銅色のプレートを渡された。

　あ、私の名前書いてある。ほうほう。

「これで登録は完了です。最初は採取依頼とか受けてみるのがいいと思いますよ」

「え、終わりなの？」

「これで終わりですね。悪い事をしたらそのプレートに出てくるので気を付けてください。それで、そこにある依頼書の束たばの内、右側が採取で左側が討伐です」

「じゃあこの右側のやつか。えーと」

　依頼書の束をパラパラと捲めくってみる。あ、この草知ってる。切り傷に効くやつだ。こっちの紙にあるのは打ち身のやつだし、解毒草採取の依頼もある。

　これを書かれてる数の分を揃そろえて持って来ればいいのか。なるほどなー。

「じゃあこれ、貰ってくね。ちょっと集めてくる」

「無理はしないようにしてくださいね。街道沿いでも魔物は出ますから」

「ありがとう、行ってくるね。グラッドさんもありがと！」

「はい、行ってらっしゃい」

「わかんねぇ事はリーザに聞きな。頑張れよ」

「はーい！」

　数枚の依頼書をバッグに詰めて、二人に見送って貰いながら意気揚々とスイングドアを押し開けた。

　……うーん。しかし、来た時は冒険者になるなんて思っても無かったな。まぁそれを言うなら数日前は王都に居るなんて夢にも思わなかったけど。

　人生何があるか分かんないもんだな、ほんと。

　まーとりあえず、森の方探してみるか。




　※




　街門を出て一時間くらい歩くと森が見えてきた。

　木の背が低いし、あんまり大きな森じゃないみたいだ。

　森に入ってすぐに依頼の草を見つける事ができた。んだけど、量が足りない。

　この草、群生するはずなんだけど……動物が食べちゃったのかな。

　んーにゅ、しゃーない、他を探すか。

「――提案：検索サーチ機能を使用しますか？」

「うわっ！」

　いきなり声を掛けられて、思わず飛び上がりそうになった。

「え、なに、リング？　検索って？」

「――回答：該当がいとうアイテムの場所を検索サーチできます」

　おぉ。なんか便利そうじゃん、それ。

「そんなん出来るんだ。じゃあお願いしていい？」

「――受諾：検索サーチ……完了、案内開始。前方に進んでください」

「こっち？　……お、あったあった」

「――案内：次は目の前の木を右です」

「ええと、この木を右……あ、打ち身に効くやつみっけ」

　この調子で探索を続け、たったの十分ほどで依頼の薬草を集め終わってしまった。

　ふむ。こいつ、かなり役に立つんじゃなかろうか。今度から道に迷ったらリングに聞いてみよう。

「お疲れさん、ありがとね。助かったわ」

「――検索サーチを終了します……警告：後方注意。魔物の反応があります」

「え、うそ、どこ？」

　慌てて振り返るけど、動くものは何も見当たらない。

「――視認不可：マスターの見ている方向、五十メートル先にゴブリンが五匹。戦闘音有り」

　ゴブリンって、耳が大きくて背が低い、緑色の奴だっけ。よく絵本とか物語に出てくる魔物だ。

　あまり強くは無いけど見た目の割に頭が良くて、群れると厄介なんだっけか。

「てか、戦闘音って……誰かが襲われてるってこと？」

「――肯定ポジティブ：可能性が高いです」

　まじか。後は帰るだけって思ったんだけどなー。

　うーん。とは言っても気になるし、ちょっと怖いけど様子を見に行ってみようかな。

　でも、その前に。

「リング。戦闘準備頼んだ」

「――Yes,my master. Sakuraサクラ-Driveドライブ Readyレディ.」




「Ignitionイグニション」




　桜色の魔力光が迸ほとばしり、意識が切り替わる。

　微かすかな恐怖は残滓ざんしすら残らず掻かき消えた。




　紅白の拳銃を両手に構え、薄紅色の魔力光を撒まき散らしながら、駆ける。

　土の上、木の枝、木の幹。足の着く所は全部、地面と同じだ。

　蹴りつけて、跳ぶ。加速、着地、再跳躍ちょうやく。最短ルートを通って目的地に向かう。

　そうやって森の中を飛び回っていると、すぐにゴブリンの群れを見つけた。

　すぐ近くにはフード被って座り込んでいる女の子と、同じくフード被っている男の子が居る。男の子は木の棒でゴブリンを牽制けんせいしているようだ。

　なんでこんな森の中に……いや、女の子のバスケットに薬草が見えるな。

　私と同じく採りに来たのか。道理で入口辺りに薬草が無かった訳だ。

　身を屈めながら再加速。木の幹を駆け降り、枝を蹴って更に加速する。

　あのゴブリン達は剣を持っている。さらには数も有利なのに攻撃していないのは、遊んでるからか。

　なるほど。タチが悪い奴らだ。




　ざわりと沸わき立つ体。冷たく静まり返った心。

　この身に纏まとう桜色が視界を覆おおいつくすほどに溢あふれかえり。

　そして私は加速する。




　さぁ、踊ろうか。




　凄まじい勢いで上空から落下し、男の子の目の前に降り立つ。

　そのまま先頭のゴブリンの剣を銃底で打ち飛ばし、怯ひるんだところに発砲。

　腹を撃ち抜き、まず一匹。

　いきなりでごめんね。でも、お前達に加減はしないよ。

　残りの四匹が同時に切りかかってくるが、遅い。全ての軌道が手に取るように分かる。

　右手を大きく振りながら、発砲。飛びかかってきた一匹の頭を撃ち抜く。

　そのまま勢いを殺さず回転し、すぐ近くまで迫っていた錆さびた剣を蹴り飛ばした。

　次いでふわりと回転しながら屈み込んで、遠心力をつけた足払い。

　足を刈り取られてよろけた奴を狙い、射撃。狙い違わず眉間みけんを撃ち抜き、飛び退すさって距離を取る。




　腰を沈め、構える。左手は前に、右手は逆手にして顔の横に。




　駆け寄ってきたゴブリンの拳を横から叩いて逸そらし、後ろから追ってきた奴に向かって蹴り飛ばす。

　衝突。ふらついた隙を逃さずに銃撃。

　胸から血を吹き出しながら、ゴブリン二匹は揉み合ったまま倒れて行った。




　これで終わり。でも、油断はしない。

「リング、敵影確認」

「――受諾：探知範囲内に敵対生物無し。鎮圧しました」

「了解。状況終了」

　腰の後ろに拳銃を戻す。桜色が解ほどけて行き、空気に混ざって消えて行った。




　……なんかいま、すごい動きしてなかったか私。木の枝からぽーんて飛んでたし。

　うーん。確かに凄いけど、本当に大丈夫かなこれ。何か落とし穴的な物がありそうでかなり不安なんだけど。

　あ、それより二人とも大丈夫かな。

　振り替えると、棒を持った男の子はぽかんとした顔でこちらを見ていた。こっちの子は大丈夫そうだ。

「おーい。後ろの子、大丈夫？」

「……あ、うん、私は転んだだけですから」

　女の子は起き上がりながらスカートの裾すそを叩いて土を落とし、こちらに近づいて来た。よく見るとまだかなり幼い。二人とも十歳くらいかな。

「うっし。怪我もない？」

「はい。助けてくれてありがとうございます」

　ぎこちなく笑いながら返事をしてくれた。

　かなり怖い思いをしたと思うんだけど、しっかりした子だなー。

「いんや、たまたま気がついただけだから。それよりさ、自分達で帰れる？」

「実は道に迷ってまして……それで、ゴブリンに襲われたんです」

「なるほどねー。王都までなら案内できるけど、どする？」

「じゃあ森の入口までお願いできますか？……ほら、ライ君も」

「……あ、はい。お願いします」

　二人揃そろってぺこりと頭を下げてきた。うん、よく出来た子達だ。

「はいよ。んじゃ、着いといでー。リング、案内お願いね」

「――受諾：道先案内を開始します」

　ゆっくり歩きながら後ろをちょくちょく確認する。ん、ちゃんと着いてきてんな。えらいえらい。

　男の子が前を歩きながら枝葉を払って、女の子が通りやすいようにしてあげている。優しいなーこの子。

「俺、ライトっていうんだ。こっちはリイト。あんたは？」

「私はオウカ。ただの町娘よ」

「町娘って……熟練の冒険者じゃないのか？」

「いや、冒険者はついさっき成り立て」

「そっか……その、助けてもらって悪いんだけどさ。俺達お礼とか出来ないんだ」

「そうなんです。お金がなくて、自分達で薬草採りに来たくらいだから、その……」

「いやいや、お礼はさっき聞いたし、それで良くない？」

　こっちが好きでやったことだし、私は私に出来ることをしただけだ。ありがとうの言葉だけで十分。

　……てかそれより、今気になること言ったわね。

「薬草採りに来たって事は、誰か怪我したの？」

「うん。お母さんがジャイアントバットに襲われて」

「え。ちょっと、大丈夫なのそれ」

　あのでかコウモリ、けっこう怖いからな。羊とか平気で襲うし、もし鉤かぎ爪つめで引っかかれたなら結構傷が深いかもしれない。

「今は大丈夫ですけど、群れの巣が近くにできたみたいなんです」

「うわぁ。それ追い払えないの？」

「高い所に巣を作っているので……」

「あー。退治が出来ないのかー」

　あいつらって畑や家畜を狙うんだよなー。近くに巣があったら小さな村なら死活問題なんだよね。

　普通なら男の人達で追い払うんだけど……今回のはちょっと巣の場所が悪い。

　そんな時には冒険者ギルドに依頼出すんだけど、お金も時間もかかるしなー。

　……いや、待てよ？

「……ねぇアンタ達さ。ちょっと村まで道案内してくんない？」

「え、いいけど。なんだ？」

　にんまり笑う私にライト君が不思議そうな顔をした。

「ちょっとね。悪いこと、思いついた」

　ギルド通したらお金かかるなら、通さなきゃいいんじゃん。










第十話「でっかいコウモリ」




　森を出て二時間程で小さな村に着いた。

　ミューラ村と言うそうだ。ぽつぽつと何軒か家が建っていて、その他は畑がたくさん並んでいる。とてものんびりした村だ。

　柵で囲われた中に鶏にわとりや豚が飼われているのを見て、私の町を思い出した。

　あそこと同じ、穏やかな暮らしだ。普段なら子ども達がそこらじゅうを駆け回ってるんだろう。

　でも、今はあまり和やかな空気ではない。村の人たちはみんなピリピリしてるようだ。

　……まあね。村の近くに魔物が住み着いたとなれば、最悪の場合は村を捨てるしかなくなる事もあるんだし。

　そんな状態で普段通り過ごせる訳がないよね。

　案内してくれた二人もどこか不安そうで、見ているこちらも落ち着かない。

「んー。とりあえず、なんだけどさ。私は二人の家に遊びに来たんだけど、今からはぐれるから。家でお母さんと待っててね」

「……はぁ？　いや、待てって。意味が分からないんだけど」

　うん。まー意味分かんないだろうね。私も言ってて意味分かんないし。

　けど上手い言い訳が思いつかないんだもん。しゃーないじゃん。

「大丈夫、すぐ戻るから」

「……よく分かんないけど、危ないことはしないでくれよ。母さんに紹介もしたいし」

「ん、善処する」

　さっきよりも不安そうな二人に手を振って別れた。




　さてさて。私はたまたま知り合った二人の家に遊びに行こうとして、うっかりはぐれてしまった。

　さぁどうしよう。知らない場所だし、とりあえず探すしかないよね？

　てことで、言い訳完了。

「リング、検索頼んだ」

「――承知：検索サーチ……ヒット。村の外れ、岩場に群れがいます」

　何を、とは言わなかった。

　何を、とは聞かれなかった。

　けれどやっぱり、こいつは正解を出してくれた。

　うん、だと思った。あんたは、そうだよね。

「お利口さん。案内よろしくね！」

「――案内：この道を真っ直ぐ進んでください」

　その声はいつもの無感情な声だったけど、どこか頼もしくも感じた。




　※




　※




　村の外に出て十分も行かない内に、目的地に辿り着いた。

　採石場の跡地だろうか。所々が角になってたり、へこんでたりする。

　そのへこみの一つ、かなり高い所にでっかいコウモリの群れがいた。

　うわ、結構数がいるなー。二十匹くらいか？

　ちっこいコウモリならまだ可愛いんだけど……あのサイズはちょっと怖いわ。

　私より大きいじゃん、あいつら。うへぇ。本当に大丈夫かな、これ。

　まぁとにかく、やってみるしかないか。

　腰の後ろに手を回して拳銃を手に取ると、一度大きく深呼吸。




「……ふぅ。リング、頼んだ」

「――Sakuraサクラ-Driveドライブ Readyレディ.」




「Ignitionイグニション」




　迸ほとばしる薄紅色。消えていく恐怖心。

　私の頭の中は。私の心は。私の体は。

　もう誰にも止めることなど出来はしない。




「さぁ、踊ろうか」




　岩場に駆け寄り、跳ぶ。岩を足場に再跳躍ちょうやくを繰り返し、はるか高みを目指す。

　私の魔弾は射程が短い。せいぜい一メートル程度だ。空を飛ぶ敵を撃ち抜くためには接近しなければならない。

　手頃な高さに居た奴を踏みつけ、岩場を足場にして跳び続ける。

　やがて巣穴より高く、岩場の頂上まで上り詰めた。




　後は、ただ落ちていくだけ。




　自由落下が始まり、緩やかに地面へ向かっていく。

　速度が増していく中、手の届く範囲のコウモリは銃底を叩き付け、離れてる奴は弾丸を撃ち放つ。




　落ちながら殴り、反動で落下速度を軽減。

　真下を撃ち抜き、死骸を蹴りつけて高度を得る。

　横に殴り抜き、そのまま回転、逆側を撃ち抜き、更に加速する。

　くるくると回る。縦に、横に、世界が流れる。

　踊る視界の中、薄紅色の弾丸は敵を穿うがつ。

　外れない。外さない。外れる道理が無い。

　今の私には全部見えている。容易い作業でしかない。




　撃つ、殴る、蹴り落とす、打ち払う。

　回る、回る、回る。くるくると、廻まわる。




　最後の一匹を蹴り落とし、落下速度を殺してふわりと着地。

　桜色と黒髪が遅れてついてくるのを視界の端で捉えながら、当たりを軽く見渡す。

「――索敵サーチ：探知範囲に該当がいとう無し」

「了解。状況終了」

　拳銃をホルダーに戻す。薄紅色が霧散むさんし、意識がゆっくりと切り替わった。




「ねーリング。こいつら、食べれたっけ？」

「――不明：データベースに該当がいとう無し」

「あー……うん。どうしよっか、これ」

　大量のコウモリの死骸を前に思わず頬をかいた。

　んーにゅ。村の人に回収してもらうしかないかな？




　※




　リングに検索してもらい、二人の家を訪ねてみた。でも窓から中を見た感じ二人しかいないようだ。

　親は出かけてるのかな。でも、怪我してんじゃないっけ。

「お、やっと来たな」

「オウカさん、いらっしゃい」

「やほー。えっと、お母さんは？」

「今村のお医者さんの所に行ってる。それで、何してたんだ？」

　あ、なるほどねー。なら安心だ。さて、考えてた言い訳を使おうか。

「うん、えっとね……道に迷ってたら、あっちの方でジャイアントバットがごろごろ転がってました」

　二人が、固まった。

「……はぁ!?　アンタ、危ないことはしないって言ったよなっ!?」

「えっと、えっと……あの、私、大人の人呼んでくるっ！」

　ライト君にめっちゃ怒られ、リイトちゃんは走って家を飛び出して行ってしまった。

　あーうん。まー、そうなるよね。ちょっとだけ申し訳ない。

「危ないこと、シテナイヨー。私、たまたま通りがかったダケダヨー」

　明後日の方を見ながら、両手の平をひらひらさせてみる。

「……あったまいてぇ。なんなんだこの人」

　ちらりとみると、ライト君は言葉通り頭を抱えていた。

　うん。なんか、ごめん。

「ここはほら。ライト君とリイトちゃんの友達、てことで一つ」

「友達って……なぁ、大人達がギルドに依頼出してたと思うんだけど」

「私は友達の家に遊びに行ったらはぐれてしまって、迷ってたらジャイアントバットの死骸しがいを見かけただけです」

「……それ、俺から大人に説明すんのか？　誰も信じてくれないだろ」

　まぁ、信じちゃくれないとは思うけどさ。

　それでも、ね？

「んーとね。真面目な話だけど……依頼だと、お金がかかるんだよね？　村だと外貨はそんなにないし、ただでさえ被害が出てんでしょ？」

「……それは、まぁ。でもさ！」

「もし、何か思うところがあるなら。今度はアンタが、いつか誰かに優しくしてあげて」

　誰かが困っていたら、自分にできる範囲で助けてあげる。助けられた人は、同じように誰かを助けてあげる。

　その繰り返しで世界は成り立っているんだと、私のお母さんシスター・ナリアは言っていた。

　それが綺麗事だってくらい、私にも分かっている。

　けれどそれは、私の憧れた人の生き方だから。

　私もできるだけ、そうありたいと思っている。

「以上。これで今回の事は終わり！」

「……あんた、変な人だな」

「いひひ。よく言われるわ、それ」

　ふと、外を見る。畑や家が綺麗なオレンジ色に染まっている。

　私にできることなんて小さな事だけど、それでも誰かが笑ってくれるなら、頑張る意味はあると思う。

　穏やかな気持ちで、少し活気を取り戻した村を眺めていた。




　……あれ？　オレンジ色？




「やばっ！　街門が閉まっちゃうじゃん！」

　大急ぎで立ち上がり、ライト君の頭に手を乗せる。

「最後に。よく頑張ったね、ライト君。でも、危ないことは控えようね」

「……おう。でも、アンタに言われたくない」

「ふふ。確かにそれはそうだろね……リング、間に合うかな」

「――案内：走ればギリギリ間に合います」

「また遊びに来るから！　じゃあね！」

　ぶんぶんと手を振ると、ライト君も振り返してくれた。

　その奥から大人の人達が大勢向かってくるのが見えたけど、時間がないのでそのまま全力でダッシュした。

　二人とも、説明は頼んだわよ！




　※




「……まに、あったああああ！」

　何とか街門が閉まる前に王都に辿り着き、息も切れ切れに冒険者ギルドに向かった。

　うへぇ、しんどい。こんなに走ったの、いつ以来だろ。

「あら、お帰りなさい。随分時間が掛かかりましたね」

「ちょっと寄り道を……ええと、採取依頼の薬草はこれでいいですか？」

　鞄から取り出した薬草をカウンターに並べる。どれも依頼の数分、しっかりと採取してあるはずだ。

「はい、大丈夫ですよ。報酬をどうぞ」

　手渡されたのは銀貨が一枚。私の初仕事の成果だ。

　普通のパンが銅貨一個くらいだし、その百倍と考えるとかなり多いと思う。

「あれ、てか書いてあった報酬額より多くないですか？」

「初回ですからね。遅くまで頑張ってたみたいだし、オマケです」

　受付嬢のリーザさんは、微笑みながらウインクしてくれた。

「リーザさん、ありがとう！」

　これで教会とアスーラ宛の手紙を送れるし、宿屋に泊まることも出来る。

　……あ、やば。宿屋の部屋、取ってなかったわ。

「リーザさん、この辺りで安い宿屋知ってたら教えてほしいかも」

「この時間だったら……そうですね、裏の酒場が良いと思います。そこなら二階が宿屋をやってますし、まだ大丈夫だと思いますよ」

「おぉ、ありがとうございます。また明日来ますね」

「はい、お気をつけて」

　報酬を懐の袋に入れ、冒険者ギルドを出る時。

「おい！　ミューラ村のジャイアントバットが討伐されたってよ！　通りすがりの冒険者が一人でやったらしい！」

「なんだと？　おい、ありゃ複数人で受ける依頼だろ？　やったのはどんな奴だ？」

「それが見慣れない女の子だったらしいんだよな」

　その言葉を背に、足早に歩き去った。やっば、情報来るの早過ぎないか？

　うーん……初日からギルドに不利益出しちゃったしなあ。とりあえず、何か聞かれても知らんぷりしとくか。うん。

　悪いことはしてないし、大丈夫……だよね？




　尚、教えてもらった宿は中々に良いところだった。晩ごはんの肉料理も美味しかったのでご満悦だ。

　これの作り方、しっかり食べて覚えないとなー。










第十一話「二通の手紙」




　宿屋の部屋に入ってすぐに鍵をかけて荷物を置き、備え付けの机で教会に送る手紙を書いた。




　シスター・ナリア様へ。

　旅に出てまだ数日ですが、お元気ですか。私は元気です。

　冒険者ギルドに話を聞きに来たけれど、詳しい事が分かるまでしばらく王都に滞在することになりました。

　帰るのが遅くなるけど心配しないでください。

　王都は色々と大きくて驚きました。でも、出会った人はみんな優しいです。

　まだ全然街中を観光出来てないので、また今度ゆっくり見て回ろうと思います。

　お土産を買って帰るので期待していてください。

　追伸。冒険者になりました。




　よし。教会の分はこんなもんかな。手紙なんて滅多に書かないからよく分かんないけど……まぁ大丈夫でしょ。

　問題はもう一通の方。アスーラに送る手紙なんだよね。

　私の名前に……指輪と拳銃を受け取ったこと、それらが何なのか知りたいってこと。

　あと出来れば直接会って話したいってこと、かなぁ。リングの前マスターにも興味あるし。

　……うし、でけた。こんなもんかな。明日の朝、受付のリーザさんに渡しておこう。




　手紙を書いたあと、拳銃に書かれていた桜のモチーフが気に入ったので、有り合わせの材料で即席の髪飾りを作ってみた。

　うん。中々の出来だ。我ながら可愛く出来たと思う。

　にんまりしながら着替えを済ませて、ぽふっとベッドに倒れこむ。なんだか久しぶりのベッドだ。ふかふかする。

　うあー……何て言うか、この数日の間に色々ありすぎてちょっと疲れたな。

　胸に下げた指輪を手に取って、ぼんやりと見つめる。こいつと出会ってまだ一週間も経ってない。けれどそこから。

　初めての長旅、乗り合い馬車での出会い、オークの群れとの戦い、解体して焼いて食べて、王都に来て……

　それから冒険者になって、薬草の採取依頼受けて、流れでゴブリンとジャイアントバットやっつけて。

　……すっごい濃い数日間だったなー。

「ねえ、リング」

「――御用でしょうか？」

「んー……あんたってさ、結局何なの？」

「――回答：対人コミュニケーション用インターフェイスです」

「それは知ってる。そうじゃなくてさー。例えば、何か目的とかあんの？」

「――回答：マスターのサポートです」

「ぬーん。そうじゃなくて。難しいなー」

　リングは聞いたことには答えてくれるけど、自分から何かを話すことは殆ほとんどない。

　何を思っているのか、何を感じているのか、表情もないから読み取る事ができない。

　はっきり言って何を考えてるか分からない奴だ。

　……分からないんだけどなぁ。

「この際、正直に言うけどさ。何でか、私はあんたを信用しちゃってるんだよね」

「――」

「なーんでだろーね。喋しゃべる指輪とか怪しさ大爆発なのに」

「――」

「ま、いいんだけどね。とりあえず、あんたを頼りにしてる。おかげで冒険者なんて事できてる訳だし」

「――」

「戦うのも探すのも。一人じゃないってのは、いいね」

「――」

「……おーい。聞いてるー？」

「――私に設定されている最優先事項はマスターのサポートです」

「………ほあ？」

「――意訳：私はマスターの味方です」

「……はは。おっけおっけ。信じてるわ、よ……」

「――忠告：そのまま就寝されると体に障ります」

「……うん……うにゅう」

「――良い夢を、マスター」




　※




　翌朝。朝ごはんを食べてギルドに向かうと、中に入った途端に後ろ襟えりを捕み上げられた。

　うわ、なんだ!?　ちょ、体浮いてんだけど!?　てかこら、猫じゃないんだから持ち上げんな！

　じたばた。じたばた。

「よう、オウカ。ちぃと聞きたい事があるんだがよ」

　目の前に迫る、悪の親玉の顔。あはは、やっべえ。

「えーと。おはようグラッドさん。とりあえず下ろしてくんない？」

「お前、昨日何した？」

「何って……森に薬草を採りに行って、そこで知り合った子の家に遊びに行った」

「……で？」

「遊びに行ったらはぐれて迷子んなって、その後ジャイアントバットの死骸しがいがたくさんあるのを見っけた。私は無実です」

「……お前なぁ。何か勘違いしてんだろ？」

　呆れた調子でため息を吐かれた。

　え、なにが？　てか、ぶらさげんなー。ぶらんぶらんすんなー。

「お前、冒険者ギルドが何のためにあると思う？」

「何のためって……困ってる人を助けるため？」

「おう。ついでに言うと、冒険者なんてのは報酬は二の次って馬鹿野郎ばかりなんだよ。ほっとくと野垂たれ死にしちまう。

　だからギルドで管理しなくちゃなんねぇんだ。つまり、お前がギルド通さねえで依頼受けるのは自由だが、報告くらいはしろ」

　眉間みけんに皺しわを寄せながら、グラッドさんは呆れた調子で言った。

「……え。いいの？」

「お前が飯を食えるならそれで構わん。だが何かやらかしたら報告くらいはしとけ。ギルド側も依頼者に完了報告を出す必要があるし、冒険者を弁護する場合もあるからな」

「ぬ……ごめん。私が悪かったわ」

「わかりゃいい。どうせまたやらかすんだ、次から気をつけろ」

　ようやく地上に下ろしてもらえた。

　むう。服伸びちゃったら困るんだけど。あんまり持ってきてないんだし。

「あ。そういや王都来る前にオークの群れ潰した。あと薬草採りに行った時にゴブリンの群れも」

「いや、今さら驚かんが……それもどうせ討伐部位はないんだろ？」

「……とうばつぶい？　なにそれ」

「魔物を倒す討伐依頼ってのはな、報酬貰う時に倒した魔物の証明になる部位が必要なんだよ。ゴブリンなら犬歯、オークなら鼻とかな」

　へー。でも確かに倒した証拠が無いとだめだよね。

「んーにゅ……多分、残ってないと思う」

「残ってない？　お前、どんな狩り方してんだ？」

　どんなって言われましても。

「見つけたらどかんってしてる」

「意味が分からん……一応言っておくが、お前メチャクチャ目立ってるからな？」

「知ってるわよ。生まれつきの髪と眼なんだから」

　黒い髪に黒い眼。王都でも全く見かけない色だし。

「それだけじゃねぇ。ジャイアントバットもオークも、群れを潰すなんざパーティーで受ける依頼だ。普通ソロでやれるもんじゃねぇんだよ」

「……あ。確かに」

　言われてみれば、そうだ。

　とにかくやらなきゃって事しか考えて無かったけど、複数の魔物相手に一人で戦うとか、普通は自殺行為だ。

　……なんでそんな当たり前のこと、分からなかったんだろ。

「しかもお前は若い女だ。うちのギルドの連中も心配してるぞ」

「あー……うん。なんか、ごめん」

「大人しくしろとは言わんが、意識はしておけ。でないと、いらんトラブルに巻き込まれるぞ」

　おや。なんか心配してくれてるっぽい？

　なんだ、やっぱり顔が怖い人はみんな良い人じゃん。

「ん。分かった。ありがと」

「分かりゃいい。それで、手紙を出すんだろ？」

「あ、そだった。リーザさん、お願いしていい？」

「ええ。一通が馬車、一通が飛竜便ですから、合わせて銅貨二十枚です」

「はい、お願いします」

　昨日の稼ぎの二割かー。そこそこ痛い出費ではあるけど、まぁ仕方ないか。その分、薬草採りのお仕事を頑張ろう。

「あぁ、ついでだ。お前ちょっと裏の庭に来い」

「え、なに？」

　手紙を渡していると、グラッドさんが悪そうな笑顔で肩を掴んできた。

　なんだ？　他に何かやらかしたっけ？

「お前の実力テストだ。他の連中が心配しすぎて使いもんにならんからな」

「ええ……庭で何すんの？」

「なぁに、俺と軽く模擬戦するだけだ」

　ニヤリと笑う強面マッチョ。

　うわぁ、すごい嫌なんだけど。なんでこんな筋肉お化けと戦わなきゃなんないのよ。

　……でも、周りの人に心配かけてるみたいだし。やらない訳にもいかないか。










第十二話「初めての模擬戦」




　冒険者ギルドの裏庭にて。いま、ギルドマスターのグラッドさんと向き合っている。

　うーん。練習用の剣と盾を構える強面マッチョかー。威圧感が凄いなー。

　というかこれ、傍目はためから見たら中々に酷い事になってないか？

　私、結構小さいし。グラッドさん、かなりでかいし。あと顔怖いし。

　剣向けられて睨にらまれると結構ビビるんだけど。

「……いま大声出したらグラッドさん捕まると思う」

「奇遇だな。近い事を考えてた」

「ふへ。優しいのに顔怖いもんね」

　なんでだろうねー。顔が怖い人ほど、みんな優しいよね。

　今もこうして、私のためにやってくれてる訳だし。

「ほっとけ。んじゃあ、やるか」

「うぅ、まじかー……リング、頼んだ」

「――Yes,my master. Sakuraサクラ-Driveドライブ Readyレディ.」




「Ignitionイグニション」




　世界が塗り替えられる。穏やかな日常から、非日常の光景へ。

　恐怖が立ち消える。代わりに湧き上がるのは、強い高揚感。

　薄紅色に彩いろどられた視界の中、深呼吸を一つ。

　さて、どうしたものだろうか。腕試しとなるといきなり撃つのは不味い気がする。

　となると近接戦闘だけど……ひとまず、試してみるか。




　獣のように駆け寄り、くるりと回転。遠心力を生み、勢いのまま銃底を叩き付ける。

　盾で簡単に止められたが、これは想定内。反撃の剣を半身になって避け、盾の前に移動して視線を遮さえぎる。

　音も無く跳躍ちょうやく。飛び越え様に振り下ろした銃底は、何と剣で止められた。

　凄い。見えてなかったはずなのに、今の攻撃に反応するんだ。流石ギルマス。

　こちらを見上げてニヤリと笑うグラッドさんはやっぱり悪人顔だ。でもどことなく、嬉しそうに見える。

　腕を蹴って後ろに跳び、私も笑う。やばい、ちょっと楽しいかも。




　駆ける。左から右、盾の方へ。

　盾の端を蹴り上げる。跳ね上がった所にもう一発。盾が体から離れ、それを機に大きく踏み込む。

　今度は真っ直ぐ。身を倒し、地面を舐めるように低く。

　迎撃で落ちてきた剣を銃底で打ち逸そらしながら、回転。

　遠心力を乗せて殴り付ける。狙いは筋肉質な横腹。

　しかし、この攻撃は下げられた腕で防がれた。骨が軋きしむ鈍い音と、重い手応え。

　嫌な感触に止まる事無く、更に回転して腕を蹴り上げる。

　そのまま逆側の銃底、避けられ、勢いを殺さず跳び上がり、流れのままに顎あごに膝蹴り。

　これも腕で止められたが、そのまま肩を蹴って宙返りしながら跳び退すさる。




　強い。今までで一番だ。魔物なんかとは比べ物にならない。




　敵の強さに改めて腰を沈める。

　いつものように、左手を前に、右手は逆手で頭の横に。




　さぁ、踊ろうか。




　こちらが構えたのを見て、今度はグラッドさんから突っ込んできた。

　横薙ぎに振り払われた剣を銃底で受け流す。

　ギャリンど鳴りながら滑る剣。そこを起点として縦に回転して浮き上がり、逆さまになりながら顔を狙って思い切り蹴り着けた。

　ギリギリで盾に防がれ、反動で着地、すぐに跳ねる。

　剣を持った右腕に下から肘打ち、そのまま横に回転、銃底を叩き付け、更に回転する。

　くるくる回り、地面を蹴り、その勢いを利用して一直線に蹴り上げる。

　連撃を浴あびて剣を持つ右腕が浮いた。その奥に見える、驚きに染まる顔。

　すかさず左手の盾の端を狙い、遠心力を活かした銃底で殴り飛ばして外側に弾く。

　これで、ガードが空いた。

　身を屈めながら前進、重心を前へ。

　全身のバネを使い、全体重を乗せ。最大まで加速した蹴りを腹に向けて放つ。

　しかし。




　ガツン、と硬い音がして、あっさりと跳ね返された。




　不意の衝撃に動きが止まる。すかさず剣を棄てた右手が落ちてきて。

　がしっと、私の後ろ襟を掴み上げた。




　ぶらーんタイム、ふたたび。




「お前、おっそろしい動きすんのな。あーいてぇ」

　お腹に手を当ててわざとらしく痛がるグラッドさん。私が蹴ったの、そこじゃないんだけど……まぁいいか。

　試合は終了。拳銃を腰に戻すと、桜色が霧散むさんして意識が切り替わる。




　……うわお。強いなー、この人。伊達だてにギルドマスターやってないって事だね。

「全然効いてないくせに痛がんないでよ。どんな体してんだ」

「ふん。鍛えちゃいるが、それにしたってお前が小さすぎるだけだ。まぁ、そいつで撃たれたら風穴が出来るかもしれんがな」

「……何だ。知ってんなら撃てば良かった。てーか早く下ろさないと撃つ」

「勘弁しろや。俺もいい歳なんだからよ」

　言いながら手を離され、やっと地面に足をつけた。

　何度も人の事を猫みたいに持ち上げやがって。マジで風穴開けてやろうか。

「お前、背の事になると過剰に反応するなぁ」

「うっさいな。身長の事は口にすんな」

　ニヤニヤすんな、悪人面め。

「……まぁ確かに、年の割り色々と発育が……」

　チャキッ

　思わず拳銃を向けて睨みつける。

「あぁん？　何だって？」

「今のは俺が悪かった。謝るからその物騒なもんしまえ」

「……まだ成長期が来てないだけだし」

「そうか……まぁ、たくさん食え。な？」

「うっさいわよ。まったく」

　悔しさをこらえて腰に拳銃を戻す。

　ちくしょう。私に身長と体型の話はするんじゃない。年下に負けた私の気持ちなんて、どうせ誰にも分からないだろう。

　あと、ご飯はしっかり食べてんだよ。

「とにかく、これで実力テストは終わりだ。周りの奴らも安心出来るだろ」

「……ならいいけどさー」

　なんだかなー。からかわれただけって感じがするんだけど。

「そういやお前、魔法の方はどうなんだ？」

「ん？　使えないけど？」

　即答すると、ピクリと眉をひそめられた。

「……使えない？　全くか？」

「なんかよく分かってないけど、制御が出来てないとか言われた」

「制御出来ないほど魔力が多いのか？」

「詳しいことは知らない。まぁ、いつかは使えるようになるけどね」

　これに関しては私の目標の一つだ。簡単な明かりを灯ともす魔法でも、何でも構わない。

　いつか魔法を使うこと。それをただひたすら目指している。

　絶望的に才能がないらしいけど……まあ頑張ればなんとかなるはず。きっと。

「ふむ……しかし、それに関しては専門家に聞いたほうがいいだろうな」

「専門家？」

「魔法学者とか、あとはそうだな。機会があれば王城に居る英雄に話を聞くのも有りか」

　え、嘘。すぐそこに見える王城に、英雄がいんの？

　まじかー。お城に居るのは知らなかったわ。

「んーにゅ。機会があれば話してみたいかも」

　何せ誰もが知っている有名人だ。直接は見た事無いけど、その活躍は絵本にもなってるくらいだし。

「まぁ、実際はそんな機会も無いとは思うがな。俺も二度くらいしか話したことは無いからなぁ」

「む。そっかー……まぁ、いいんだけどね」

　絵本の英雄と話してみたい気はするけど、私は礼儀作法なんて全く分かんないしなー。

　実際に機会があったとしても、正直困ると思うし。

　うーむ。て事は、魔法学者さんに話を聞いてみたらいいのかな。そっちはそっちで、どこにいるんだろ。

「で、お前この後どうするんだ？」

「え？　お昼食べて依頼受けるつもりだけど」

「そうか。リーザが居たら色々聞いてみるのもいいんじゃないか？　お前には冒険者としての知識が足りなさすぎるからな」

　あ、なるほど。確かに冒険者になって二日目だからね。知らないことしか無いような感じだしなー。

「んー。後で大丈夫そうだったら聞いてみるわ」

「じゃあまたな。面倒事起こしたら言いに来いよ」

「何かあったら報告はする」

　手を伸ばしてきたのでハイタッチしようとするが、飛び跳ねても届かなかった。

　くそう、笑いを堪えてやがる。覚えてろよ筋肉ダルマめ。

　ぐぬぬ……とりあえず、お昼食べに帰るか。










第十三話「巨人」




　今日のお昼ご飯はサンドイッチだった。ベーコンと葉野菜がたくさん入った奴だ。

　カリッカリに炒めたベーコンと葉野菜のシャキシャキ感がいい感じにはまっていて、さらにマスタードが効いててとても美味しかった。

　美味しいご飯は正義。私の中の絶対基準である。ここの宿を勧めてくれたリーザさんに改めて感謝だ。

　どうせギルドに行くからその時にお礼を言おうと思ってたけど、今日は残念ながらリーザさんは居なかった。

　居ないものは仕方ないので、仕方なくそのまま依頼書の束を手に取る。昨日は採取依頼しか見てなかったけど、討伐の方も見てみっかな。

　手紙の返事が来るまでの滞在費を稼がないといけないし。




　あまり量のない依頼書をパラパラとめくる。

　ゴブリンとかオークに混じってコボルトやワイバーンの討伐依頼があったけど、近場だとゴブリンの常駐依頼しかないようだ。

　とりあえず書いてある分の討伐証明部位を覚えておく。ゴブリン倒してる間にたまたま他のと遭遇するかもしれないし。

　ゴブリンとコボルトは犬歯、オークは鼻、ワイバーンは鉤爪か。ふむ、これなら手持ちのナイフでどうにか出来るな。

　あー。てか、来るとき作ったオーク肉の燻製くんせい、全部あげないでとっておけば良かったかなー。

　でもギルドで売れること知らなかったし……商人さん達に喜んでくれたから別にいいか。

　また見かけたら狩ってみるとして。とりあえず、森に行きますかねー。

　んーにゅ。何か無性にオーク肉食べたくなったな。




　※




　冒険者ギルドを出て街門に向かうと、昨日の門番のおっちゃんが手を振って出迎えてくれた。

「おはよーございまーす」

「おう、おはよう。今日も薬草かい？」

「や、今日は討伐依頼受けてみよーかなーと」

「おいおい、大丈夫か？　あまり無理はするなよ？」

　驚いた表情で心配された。んー……なんか、王都って良い人ばっかりだなー。

「あざます。やばそうなら逃げるから大丈夫です！」

「そうか？　まぁ、気をつけてな」

「はーい」

　今日もまた大きく手を振って森に向かった。




　※




　すぐに森に到着。薬草は他の人が依頼を受けるかもしれないから、今回はパスだ。

「リング。魔物の検索お願い」

「――検索サーチ：探知範囲内にゴブリンが七匹」

「うわ、多いな……とりあえず、道案内よろしくね」

「――案内：道なりに進んでください」

「はいよ。ありがと」

　拳銃を両手に下げて森の中を進む。

　リングがいるとほんとに便利だ。周りの状況とかも教えてくれるし、自分で探す手間が省ける。

　そもそも、リングがいなければ私は冒険者なんてやれなかっただろう。

　知識も経験も戦闘力も無い町娘が、冒険者なんてやれる訳無いだろうし。

　リングさまさまである。ありがたや。

　まー王都に来たのもリングが原因だけどね。

「――オウカ。ゴブリンまで二十メートルです」

「ん、見えた。じゃあいつものお願い」

「――Sakuraサクラ-Driveドライブ Readyレディ.」




「Ignitionイグニション」




　森の木々の隙間を縫ぬうように立ち昇る、薄紅色の魔力光。

　見慣れてきた光景。けれど、何度見ても不思議な感じがする。

　私に勇気と戦う力をくれる桜色。不思議な高揚感に胸が満たされる。

　

　さて、それじゃあ踊りに行こうか。




　森の中を駆ける。枝葉の間を通り距離を詰め、一匹目のゴブリンを私の射程に入れる。

　飛び出して来た私を見て驚く顔、その額ひたいに桜色の弾丸を撃ち込んだ。

　爆ぜるゴブリン。それを目の端に見ながら加速、目前の樹を駆け上がり、跳ぶ。




　黒髪を靡なびかせ、桜色が踊る。

　逆さまになった世界を見ながら、笑う。




　頭上から射撃。枝を蹴って進行方向を変え、更に発砲。

　木々を足場に、縦横無尽に飛び回る。




　着地の衝撃を速度に変え、身を低くしたまま疾走。

　低空に跳び上がりながら発砲、ゴブリンの胸のど真ん中を撃ち抜く。

　そのまま目の前に迫った木の枝を撃ち抜き、飛び散った大きめの破片を敵に向かって蹴り弾いた。

　振り払って動きを止めたところに弾丸を浴びせながら着地、両手を伸ばして左右に発砲して、締めバン。




　合計七匹、討伐完了。

　うん。やっぱり群れでも問題なく狩れる。

　改めて考えても普通じゃないな、サクラドライブ。




　て言うか今さらだけど、拳銃の命中率も異常だと思う。

　こんだけ動き回ってるのに狙った所に飛んでいくのは拳銃の能力なのかな。

　撃てば当たるって理解できるから撃ってるけど、その辺はどうなんだろう。

　やっぱり、魔法が使えない件と合わせて専門家の人に話を聞いてみた方が良いのかもしれない。

　そんな事を考察していると。

「――大型の個体を感知：オーガ一匹。森の奥にいます」

「……オーガ？　王都の横の森の中に？」

　リングから妙な事を聞かされた。オーガって人型で巨大な一本角の魔物だよね。

　でも確か、王都より遥か北にあるゲルニカ大陸の方にしかいないんじゃなかったか？

「――武装しています。警戒を」

「リング、やれると思う？」

「――肯定ポジティブ」

「じゃあ、行ってみるか。放っておくのも嫌だからね」

　拳銃を持ったまま、森の中を跳ね回るように走った。




　※




　リングから報告のあったオーガはすぐに見つかった。

　聞いてはいたけど、でかい。十メートルはあるんじゃないだろうか。

　大きな棍棒を手にしたまま、こちらを見ている。

　まぁ、そりゃね。あんだけバンバン撃ってたら気付くよね。

　そんな敵意に満ちた巨体を前にして、しかし恐怖は抱かずに、駆け寄りながら笑う。




「さぁ、踊ろうか。ダンスパートナーとしてはデカすぎるけどね」




　疾駆しっく。両手で拳銃を構え、連続で発砲。的が大きいから狙いやすい。

　けれど、あまり効いてるように見えない。試しに周囲を駆け回り乱射しても筋肉がありすぎて弾が貫通しなかった。

　適当に撃ってもダメだな。これ、全然効いてないわ。

　それならばと、足首、膝裏、アキレス腱、脛すね。人体の急所を的確に撃つと、巨体が少しよろめいた。

　よし。弱点は人間と同じ。それなら、やれる。




　手応えを感じたところで、怒り狂ったオーガの巨大な棍棒が降ってくる。これはさすがに銃底で受け流せるサイズじゃない。

　しかし、その軌道は予測済だ。予定通りに前方に加速すると、背後から衝突音。

　揺れる地面に足を取られかけ、すぐに体勢を立て直す。

　かすっただけで即死するな、あれ。気をつけないと。

　次いで降ってくる棍棒を避けると、その手を足場にして駆け上がり、ふわりと跳ぶ。




　目の前には私の頭と同じくらいの大きさの目。

　そこに突き付けた、紅白の拳銃。




　どれだけでかくても、ここは弱点だよね？




　両手で乱射。繋がって聞こえる発砲音と、巨人の悲鳴。

　振り回される巨大な腕。肩を蹴って待避した瞬間に頭上を平手が通り過ぎ、風圧で吹き飛ばされた。

　大樹に衝突する時に合わせて身をひねり、脚からぶつかって膝で勢いを殺す。

　重力に引かれて着地する前に樹を蹴って跳び、敵の膝裏に魔弾をまとめて撃ち込んだ。

　膝が折れ、オーガが転ぶ。その隙に巨人の背に飛び乗り、後頭部に銃口を押し当てた。

　ゼロ距離からの射撃。これならどうだ。




　発砲バン。




　一回ビクリと痙攣けいれんして、オーガは動きを止めた。離れて警戒するも、微動だにしない。

「――生体反応の消失を確認。周囲に敵生生物反応無し」

「……はは。私、すげぇな」

　腰に拳銃を戻す。桜が舞い散る中でぺたりと座り込んだ。




　胸に手を当てて深呼吸。鼓動が速い。体が熱い。

　でも、リングの言う通り、何とかなってしまった。

　オーガ狩りなんて、ただの町娘のやることじゃないよなー、と。

　自分自身に呆れながら、大の字になって寝っ転がる。

　仰ぎ見た木々の隙間からは、青い空がのぞいていた。










第十四話「美味しいオーク肉」




　手持ちのナイフでオーガの角を切り取ろうとしても歯が立たず、結局拳銃の魔弾で削り折った。

　ギルドの人にオーガをやっつけたのを知らせるためにも必要だし、ちょっと頑張ってみた訳だけど。

　改めて、大きい。角だけで私の背の半分以上ある。めちゃんこ硬いし、なんか武器になりそうだ。いや、私の腕力じゃ振り回せないけどね。

　て言うかまぁ、王都までズリズリと引きずって持って帰るので精一杯だったし。

「で、これがその角」

「……お前って奴は。連日やらかしてくれるな」

　それをグラッドさんに提出したところ、眉間みけんに皺しわを寄せられた。

「あによ。報告しろって言ったじゃん」

「まさか連日とは思わんだろうが、普通」

「仕方無いじゃん。ほっとく訳にもいかなかったし」

　王都の周りにも村や町はあるし、あの森は薬草が採れると有名なのだ。放置してたらいつ何が起こったか分からない。

　まぁ、ほんとに狩れるとはあまり思ってなかったけど。頑張ってみればなんとかなるもんだね、うん。

「それはそうだが……まあいい。他にはいなかったんだな？」

「こいつだけだったよ。後はゴブリンを少々」

「七匹の群れを少々で片付けるな……」

　額を手で覆って唸うなるギルマス。んーと……なんか、ごめん。

「とにかく、ギルドから調査員を出す。しばらくはあの森に入るな」

「えぇ……近場の討伐依頼あそこしかないんだけど」

「大人しく別の場所で採取でもしてろ……いや、お前は採取依頼でも前科があるのか」

　前科って。自分からトラブルに巻き込まれたわけじゃない。

　……と思いたかったけど、結構自分から首突っ込んでるわ、私。

　うーん。でもまー、仕方なかったと言うか、ね。

「とにかく、しばらく森に近付くなよ。他の奴が真似したらシャレにならん」

「え。私の心配はないの？」

「心配してほしいならもう少し弁えろ。そろそろ二つ名付けられるぞ」

　二つ名かぁ。有名な冒険者に贈られる奴だっけ。カッコいい奴ならいいかもしんないかなー。

　……いやいや待て待て。ずっと冒険者続ける訳じゃないんだし、さすがにそれは無い。

　二つ名持ちの町娘とか、もう意味分かんないし。

「まぁ、お前が悪い奴じゃないってのは俺が保証してやるが、数日は大人しくしとけ。オーガの褒賞ほうしょう金もあるしな」

「え、あんの？」

「オーガの討伐部位は角か牙のどちらかだ。緊急依頼扱いで褒賞ほうしょうが出せる」

　まじか、らっきー。頑張って持って帰ったかいがあったわ。

「おおー。気前いいのね」

「新しいトラブルを持って来られるよりマシだからな……リーザ。褒賞ほうしょう金を渡してやれ」

「はい。オウカちゃん、どうぞ」

　そっと包みを渡してくれる、けど。

　重っ！　え、こんなに!?

　中を確認すると銀貨が二十枚入ってた。普通の人が一ヶ月かけて稼ぐ金額なんだけど、これ。

　いや、それより教会に仕送り……は、途中で盗まれるかもしれないから危ないか。

　うわわ、どうしよう！　取っておいて帰ったときに渡そうかな!?

「うわぁ……冒険者って凄い稼げんのね」

「まぁ、普通はこれをパーティーで山分けなんですけどね」

「んーにゅ。それでも多くない？」

「あのね、オウカちゃん。オーガって普通、十人くらいで討伐する魔物ですからね？　しかも普通は魔法で倒しちゃうから、こんな綺麗に角が残ることなんて滅多に無いですし」

　呆れ顔でリーザさんが教えてくれた。

　……あー。あはは、なるほど。倒した時に角も牙も傷一つ無かったことは黙っておこう。うん。

「これだけ立派なら武器の素材にも使えますし、それを踏まえての金額なんですよ」

「……ん。じゃあ遠慮なくもらっとく。ありがとー」

「こちらも助かってますけど、あんまり危ないことはしないようにしてくださいね？」

「う……はい。了解です」

　どうもリーザさんには強く出れないと言うか。あれだ、雰囲気がシスター・ナリアに似てるんだ。

　……お母さんっぽいとか言ったら怒られそうだけど。リーザさん、めっちゃ若いし。

「あ、そだ。宿屋教えてくれてありがとう。ご飯めっちゃ美味しいよ」

「あら良かった。私も昔よく使ってた所なんですよ」

「あ、そうなんだ。リーザさんってギルドの受付の前は何してたの？」

「……ナイショ。オウカちゃんにはまだ早いです」

　ニコリと笑って誤魔化された。良く分かんないけど、触れてはいけない事だったらしい。

　そっとしておこう。笑顔が怖いし。

「えーと。とりあえず、私帰るね」

「ああ、ご苦労さん。あんまり無茶すんなよ」

「グラッドさんまで……はーい」

　なんか納得行かないけど、まぁいいや。

　今日の晩ご飯はなんだろう。楽しみだ。




　※




「お、帰ったね。お疲れさん」

「ただいま、おばちゃん」

　宿に帰って晩ご飯を頼みにいくと、おばちゃんが人のいい笑顔で出迎えてくれた。

「あんた、今日も大活躍だってね。夕飯サービスしとくよ」

「まじで！　あんがと！」

　やった。美味しい物がたくさん食べられる！

　ウキウキしながら待ってると、すぐにおばちゃんが夕食を運んでくれた。

　夕飯は牛肉のシチューにサラダ、パンが二つ。そしてなんと、念願のオーク肉のソテーがおまけで着いている。

　すごい。私の心を読んだんだろうか。

　それでは手を合わせて。ありがたく、頂きます。




　まずはサラダ。昼と同じ葉野菜に特製の甘めなドレッシングがかかってる。

　口に運ぶたびにシャキシャキした歯ごたえがして、その後に優しい甘酸っぱさが広がる。

　ただのサラダなのにこれほど美味しくできるのは、素材の新鮮さと料理人の腕前だろう。

　次はシチュー。こっちは旨味がすんごい。

　何種類かの野菜を一緒に煮込んだんだろう、奥が深い味になっている。

　後味が残っている内にパンを千切って食べる。

　小麦の味と微かな甘味。ふっかふかで嬉しくなる。




　そして、待ちに待ったオークソテー。

　お肉の焼ける香ばしい香り。フォークで刺しただけで脂がじゅわっと出てきた。

　一口大に切って、ソースを絡めて食べる。

　柔らかい。噛めば噛むほど溢あふれる肉汁と、それを引き立てる辛めのソース。

　あぁ、これだ。これが食べたかったのだ。

　一日の疲れが癒されていくなー……うまうま。




　一口、また一口と口に運び、気づけば全部食べ終えていた。

　結構ボリュームあったと思うけど……余裕で入っちゃったわ。

　女子としてあまり大丈夫じゃないような気がするけど、まぁ、美味しかったので良しとする。

　美味しいは正義だからね。

　言い訳完了。さてさて、お腹いっぱいになった事だし、眠くならない内にお風呂にはいっちゃいますか。










第十五話「王都散策」




　森には行くなと釘をさされてしまったので、今日は街にお買い物に行こうと思う。

　お目当ては拳銃を入れるホルダー。腰に吊ったままだとメチャクチャ目立つからね。

　それにせっかく王都に来たのに観光もしてないし、ちょうど良い機会だ。

　でも、その前に。

「おばちゃん、おはよー。今日の朝ごはん、なにー？」

「おはよう。今日はサラダとソーセージとコンソメスープだよ」

「おお！　パンも？　パンもある？」

「もちろんさ。たくさん食べていきな」

「わーい！　いただきまーす！」

　ニコニコ顔のおばちゃんに見守られながら朝ごはんを平らげ、意気揚々と街に繰り出した。




　※




　まだ朝も早いのに大通りは既すでに賑わっている。

　ここにいる人達だけでも、うちの町と同じくらいの人がいるんじゃないだろうか。

　道の真ん中を馬車や竜車が走り、端側を色んな種族が行き交っている。

　人間から、獣の特徴を持つ亜人、背の小さいドワーフ。耳の長いエルフなんかもいる。

　冒険者ギルドにも色んな種族が居たけど、大通りはそれより更に種類が多い。

　それを見るだけでもドキドキする。世界は広いんだなって、実感できる。




　早速探索開始。大通りにはとてもたくさんの店が並んでいた。

　パン屋やレストラン、服屋。露店で装飾品を置いていたり、武器屋の看板があったり、雑貨を取り扱う店の隣には金属鎧専門店なんかもある。

　キョロキョロと周りを見渡しながら、人にぶつからないように気を付けて歩いて行った。




　あの店の揚げパン美味しそう……お、あのマントカッコいいな。けど丈が足りないか。くそう。

　これなんだろ。なになに、エルフ用の耳当て？　へぇ、そんなんあるんだ。

　あ、あのお皿可愛い。けどたっかいな……貴族様用なのかな。




　こんな感じでうろうろとしていると、気が付いたらお昼時を回っていた。

　おおう、いけない。本題を忘れてた。ホルダーって革物屋でいいのかな。

　うーん……まーなんにせよ、とりあえずお腹が空いた。ちょうど良いし屋台で買い食いしちゃおっか。

「おっちゃん、肉まん三つちょーだい」

「はいよっ。お、嬢ちゃん可愛いな。オマケに一つ追加してやろう」

「まじでっ？　ありがと！」

　らっき。なんか王都に来てから良い事ばっかりだなー。




　大通りを抜け、肉まんにかぶりつきながら小路を歩く。うんまいなコレ。じゅわっと肉汁が溢あふれるから火傷しそうになるけど。

　何の肉だろ。オークが混ざってるのは分かるんだけど……牛、じゃないし。ミノタウロスかな？

　うーん。さすがにこれは再現できないかもしんないなー。

「……あ。そだ、リング。拳銃入れるホルダーって何屋だと思う？」

「――回答：革製か金属製かによるかと思われます」

「んー。金属製は重そうだから革かなー」

「――革製であれば：先程の大通りに店舗があります」

「あれま、見落としてたなー。これ食べたら行こっか」

「――了解……オウカ、左方でガラスの破砕音。警戒を」

　リングに言われて左を見ると、薄暗い路地裏があった。

　人通りの少ない小道のさらに横。ゴミが散乱しているし、ほとんど人も通らないだろう。

「……あー。シスター・ナリアと路地裏行かないって約束してんだけどなー」

　耳をすますと、もう一度ガラスの割れる音が聞こえる。それと、子どもの助けを求める声。

　……聞こえちゃったもんは仕方無い。行くかー。




　※




「おーいあんたら。何してんのよ」

　現場到着。荒っぽい兄ちゃんら三人組と、座り込んで頭を守っている猫系亜人の女の子。

　わーい。やっぱりトラブルだー。グラッドさんに怒られるー。

　……はぁ。ま、しゃーないよね。出来るだけ穏便に行こうか。

「どんな理由かしらないけど、複数で子ども囲むのはダメじゃない？」

「あぁ？　誰だてめぇ!?」

「ただの町娘よ」

「……おい、こいつ。黒い髪、黒い眼の子ども！」

「お前、例のオーガ潰した奴か!?」

　誰が子どもだ、こら。引っこ抜くぞ。

「ちっ……関係ねぇよ。悪ぃのはこいつだからよ」

「少しくらい多目に見てあげなさいよ。男が下がるわよ」

「なんなんだテメェ！　うるせぇぞ！」

　こちらに手を伸ばしてくる男。あーあ。やっぱりこうなったか。

　いくら女だからって、殴り合いの経験くらいはした事あんだけど……まぁ、ここは穏便に行こうか。

　脅おどすために殴るふりをしただけなのか、ゆっくりと手が伸びて来る。

　その手を両手で素早く掴んで、驚いている隙にがしっと下に降ろした。

　右手を伸ばして、無理やり握手。そのままぶんぶんと手を縦に振る。

「はい、あーくーしゅ」

　にぎにぎして離す。リーザさんを真似て笑顔で威圧するのも忘れない。

　まだ続けるなら、分かってんな？　加減しねぇぞ。

「………お、おおおう!?」

　上目遣いで睨み付けていると。ガラの悪い兄ちゃんは、ぼん、と真っ赤に茹ゆで上がった。

　え、何その反応。想定外なんだけど。そこは怒鳴るか逃げるかじゃないの？

　……良く分かんねーけど、まあいいや。さっさと逃げるか。

「ほら、行くよー」

　こちらもぽかんとしていた猫獣人の子の手を引いて立ち上がらせる。

　……あれ。この子、私より背ぇ高くね？　それにどことは言わないけど、発育でも負けてね？

　…………まじかぁ。私の方が歳上っぽいのが追い討ちだわ。

「あ、そだ。私に話があるなら冒険者ギルドに来なさい。逃げも隠れもしないから」

　ひらひらと手を振ってその場を去る。そして少し行ってから、ちらりと後ろを確認。

　……よし。追って来てないな。

　凄いぞ私、ちゃんと荒事無しでトラブルを乗りきった。これならグラッドさんも文句は言うまい。

　路地の入口まで行き、繋いでいた手を離した。

「あんた、大丈夫？　怪我はない？」

「あ、はい。ありがとうございました」

「あんな連中もいるんだから気を付けなさいよ？」

　と、そうだ。

「ね。ついでに聞くけど、革職人さんの店ってどこか分かる？」

「え……あの」

「や、知らないなら大丈夫よ。聞いてみただけだから」

「ちが、あの……お父さんが革職人してます」

　おう。まさかの、娘さんでしたか。

　……縁って凄いなあ。人助けはしてみるもんだわ。

「じゃあお店に案内してくんない？」

「あ、はい！　私、エリーっていいます」

「オウカだよ。よろしくね」

　改めて握手。おぉ、手がぷにっとる。肉球か、これ。いいわー。

　……は。いかん。めっちゃぷにってた。

「ごめん。行こっか」

「ええと……はい」

　とりあえず手を引かれるまま、エリーちゃんの後を着いていった。










第十六話「空飛ぶ町娘」




　エリーちゃんのお父さんのお店は大通りにあった。

　多分リングが話していたお店だと思う。ふっつーに見落としてたわ。

　よくよく見ると、入口の上にある看板に革物屋のマークが描かれている。老舗しにせなのだろうか、店舗自体は相当古い。

　ドアを押して中に入ると、革とオイルの独特の香り。それに、頑固そうな親父さんがギロリとこちらを見ていた。

「お父さん、ただいま」

「おう、帰ったか……おい、だれだそいつ」

　うわお、愛想ないな。正に職人さんって感じだ。

　でも、ちょっと驚いた。エリーちゃんのお父さん、ドワーフだ。

　筋肉質で背が低い、少し赤みがかった茶色い肌、それに立派なお髭ひげ。

　商品の手入れをしながら、こちらを睨にらみ付けてくる。

「えと、さっき路地裏で知り会ったの」

「ああん？　お前また絡まれたんか……嬢ちゃん、すまねぇな。ありがとよ」

　話を聞くとすぐにニカッと笑ってくれた。うん。やっぱり見た目怖い人はみんな優しいね。

「たまたま通りかかっただけですよー。それより、革職人だって聞いたんですけど」

「おう。ここらで革職人って言ったらワシしかおらん」

「お願いしたい物があるんです」

　腰に吊った拳銃を取ってそのまま親父さんに渡した。

「これを納めるホルダーが欲しいんですが、ありますか？」

「あぁ？　ちょいと借りていいか？」

「どうぞ」

　受け取った拳銃を一つずつ見ていく。角度を変えながら眺ながめる内に、徐々に目付きが鋭くなっていった。

　なんだろ。なんか不味まずいことでもあるんだろうか。

「……お前さん、こいつは魔道具だな？」

「はい。魔力の弾丸を撃ち出す魔道具……だと思います」

「思います？」

　ちょっと怪訝けげんそうに睨にらまれた。

「これ、いきなり送られて来たんです。詳細を聞くために王都に来ました」

　親父さんは更に眉間に皺しわを寄せて、何だか難しい表情をしていた。

「なるほどな。お前さん、こいつは魔力変換器だ」

「魔力、変換？」

「おうよ。使用者の魔力を凝縮ぎょうしゅくして好きな形で放出できる。弾丸だけじゃねえ、剣や斧、魔力の塊としても出せる万能機だ」

　んー……どゆこと？　魔弾を撃てるだけじゃないってこと？

「えーと。つまり？」

「何て言えばいいのか……例えばお前さん、英雄の『疾風迅雷ヴァンガード』は知ってるか？」

「まぁ、絵本で読んだ程度なら」

　たしか、最弱の英雄、だったかな。力も魔力も女神様から貰った加護も弱くて、でも無茶なことばかりしてた人だったような。

「そいつは魔力を背中から吐き出して空を突き進むってぇ馬鹿な事やってたらしいが、これは同じことが出来るな」

「……空を飛べるってこと？」

「まぁ、使いこなせればな」

　ほほう。ちょいカッコいいかもしんない。て言うか超便利じゃん。

　移動がとても楽になりそうだし、良いこと聞いた。

「他には何ができそう？」

「そこはお前さんの発想次第だな。しかし、コイツは起動だけでも大分魔力を食いそうだが」

「あー。どうなんですかね？　今まで困ったことないですけど」

　そういや、グラッドさんも私の魔力量が大きいかもみたいな事言ってたな。

　魔法使えないから関係ないと思ってたけど。

「そうかい……あぁ、ホルダーだったか。作るのは構わんが一日かかるぞ」

「え。たった一日で出来るの？」

　結構驚きだ。最低でも一週間はかかると思ってたのに。

「娘の恩人だからな。最優先で片付けてやる」

「おっちゃん太っ腹だね。任せていい？」

「おう。明日のこのくらいの時間に取りに来い」

　ぶっきらぼうに親指を立てて後ろに置いてある柱時計を指さす。

「おっけーです。それで代金は？　いくらくらいになりそう？」

　特注の革製品だし……相場は分かんないけど、そこそこお金かかりそうだな。

　今の私ならある程度大丈夫だと思うけど。

「あぁ？　要らんわそんなもん。大した手間でもねぇからな」

「そういう訳にも行かないでしょ。エリーちゃんもいるんだし」

「じゃあ材料費で銀貨一枚だ。それ以上はいらん」

　うーん。ありがたい話だけど、商売する気があるんだろうか。

　でもこの人、多分言い出したら聞かないんだろうなー。

「娘の恩人からそれ以上取る気はねぇぞ」

「……じゃ、それでお願いします」

「そう来なくちゃな。ふ……腕が鳴るわ」

　親父さんはニヤリと笑うと、私をほっといてそのまま奥に行ってしまった。

　んー……まぁいっか。この後試したいことも出来たし。

「じゃあエリーちゃん、また明日来るね」

「はい。お父さんがごめんなさい……」

「気にしないで。いいお父さんじゃん」

「……はい！」

　花が咲くように笑う。本当にお父さん好きなんだね。

　私には父親はいないし、少し羨ましいかもしんない。

「んじゃ、またね」

「はい。お気を付けて」

　頭を撫なで、店を出る。そんでその足で街門に向かった。




　※




　きょろきょろと周囲を見渡す。誰もいない、よね？

「リング、一応周辺の検索して。誰かいる？」

「――検索サーチ：生体反応無し」

「おっしゃ。ちょっと試してみよっか」

　体の内側で魔力を循環じゅんかんさせる。血の巡めぐりと一緒のリズムで、魔力が体中を流れていくのを感じる。

　んーにゅ。前よりも魔力の扱いに慣れてきた気がするなー。

「リング。サクラドライブ使わなくても、魔力を撃ち出す事ってできる？」

「――肯定ポジティブ」

　おぉ。やっぱり拳銃を普通に使うだけなら行けるのか。

「んじゃ、ある程度の量を一度に吹き出させるのは？」

「可能：Readyレディ?」

「おけ。やってみて」

　銃口を下に向けてトリガー。

　噴出される魔力に撃ち出され、私の体はどかんと空に吹き飛ばされた。




　うわわっ！　加速がやばい！　身体中の骨が軋きしんでるし、息が出来ない！　それに何か視界が暗いんだけど!?

　うっわぁ……絵本の英雄ってこんなことやってたのか。確かにこれは「馬鹿な真似」だわ。

　すぐに着地するも、勢いを殺しきれずにごろんごろん転がる。頭がふらふらしてすぐに立ち上がれない。

　大砲の弾の気持ちが少しだけ分かった気がするわ。

　てか、こっわ。なんだ今の、こっわ。

「――オウカ。演算完了しました。制御プログラムの更新許可を」

「……久々に謎言語が出たわねー。なに、制御プログラム？」

「――魔力噴出時に適切な魔力制御、及び身体制御を行う為の制御プログラムの作成に成功。適用させるためには更新が必要です」

「………よくわかんないけど、あんたが必要だって思うならやっちゃって良いわよ」

「――Verified承知しました.

　――Sakuraサクラ-Driveドライブ Control制御 systemシステム,Updateアップデート.

　――Installation更新 Is Complete完了.

　――オウカ。もう一度試してみてください」

「げ。もっかい飛べって？　いいけど……」

　銃口を下に向け、一度深呼吸。両手のトリガーを引くと、先程と同じように空に弾き出された。

　……おぉ？　今度は視界が明るい？

　もっかい魔力を噴ふき出しても、体は痛くないし呼吸もできる。

　視界が高い。空が近い。木々が視界の下にある。

　おおお!?　凄い！　私いま、空飛んでる!?

　ひゃっほう！　風が気持ちいい！

「すっごい！　あんた、何でもありね！　さすがだわ！」

「――否定ネガティブ：オウカの適性値が高いから出来た事です」

「……え、なに、もしかして照れてんの？」

　こいつ、照れることとかあるんだ。なんかどんどん人間っぽくなってる気がする。

「――回答拒否」

「にひひ。まじか。あんたも照れる事あんのね」

「――不服申請」

「ごめんごめん。さ、テスト飛行しよっか。教会まで飛ぼう!!」

「――了解。進行方向に気を付けてください」

「りょーかいっ」




　ドン、と魔力を噴出して、私は空を駆けた。










第十七話「ちょっとだけただいま」




　初めての空の旅は快適だった。少し寒いけど、そんな事が気にならないくらい眺めがいい。

　空が近い。視線を落とすと、下の方に街道が見える。なんか、世界中が見渡せる気がしてくる。

　それに、速い。馬車とは比較出来ないくらいだ。雲や景色が凄い速さで流れていく。

　うわー！　すっごい！　めっちゃたのしい！

　空の旅を楽しみながら三十分ほど飛んでると、私は育った町に帰って来た。

「はっや。凄いねこれ、めっちゃ便利じゃん」

「――進言：町に直接降りるのは危険です」

「あ、おっけ。門より前で降りよっか」

　確かに。魔力吹き出して飛んでる訳だもんね、これ。

　逆方向に少し噴射しながら速度を落として、ゆっくり着地。

　いやー、凄い楽しかった。リングさまさまだね。

　でも髪がぼっさぼさになったなー。ここらで軽く整えて行くとしますか。




　※




「……お？　誰かと思えば、オウカか？　王都に行ったんじゃ無かったのか？」

　町の門まで歩いていくと見慣れた門番のおっちゃんが目を丸くしていた。

　まー、普通に帰って来るより、めっちゃ速かったもんね。

「はい。今戻ってきたとこです。またあっち行きますけど」

「そうかい。よく分からんが……どうせなら教会にも顔見せろよ？　チビ共も喜ぶだろうからな」

「もちろん。じゃあまた」

「おう、気ぃつけろよ」

　さてさて、教会の前にパン屋の旦那さんに顔出しとくか。久しぶりにあそこのパンが食べたいし。




　※




「オウカアアアアアアア！　よく帰って来たあああ！」

　ぎゅうううう！

「ぎゃああああ!?　痛い痛い痛い！　旦那さん、ちょ、離して！　折れる折れる！」

「あなた。落ち着いてください……なっと！」

　ぱかーん！

　フライパンのフルスイング、後頭部に命中。

「……おう、すまん」

　奥さんにフライパンで殴られて、旦那さんは正気に戻ったようだ。

　今かなり良い音したけど、大丈夫なんだろうか。

「おかえり、オウカ。速かったわね。王都はどうだった？」

「人がたくさんいました。またすぐ向こうに行かなきゃいけないんですけどね」

「そうか……まぁ、無事で何よりだ。お前、教会に帰るんだろ？　これ持っていけ」

　旦那さんはいつも通り気のないそぶりで、パンの詰まった袋を押し付けてきた。

「ありがとうございます。でも向こうで少し稼いだんでお金払いますよ」

「あぁ？　いらんいらん。シスターに渡しとけ」

「え、でも」

「いいから早く帰って、元気な顔見せてやれ」

「……はい。ありがとうございます！」

　ここは素直に甘えておこう。大きく手を振り、両手でパンの入った袋を抱えて教会に走った。




　※




　教会に着いたは良いものの。久しぶりだからか、何だか少し緊張する。

　うーん。たった数日離れてただけなんだけどなー。

「……ただいまー」

　おずおずと中に入ってみると。

「あら、おかえり。早かったのね」

　シスター・ナリアは、いつもの笑顔で出迎えてくれた。




　パンの袋をキッチンに置いて、ちゃちゃっと軽く作業してから広間に戻ると、シスター・ナリアがお茶をいれてくれていた。

　変わらないいつもの光景に、ちょっと嬉しくなる。お茶を飲んで一息入れてから、改めて口を開いた。

「えーと……何から話そっかな。そだ、手紙ってまだ着いてない？」

「手紙？　いいえ、来てはいないけれど」

「あー。追い越しちゃったのか……あのね、また向こうに戻らなきゃいけないの」

「あらそうなの。それで、お話は聞けた？」

　少し心配そうに微笑みながら問いかけてくる。その心遣いが、少し嬉しい。

「聞けたと言うか、聞けなかったと言うか……ちょっとトラブルがあって、しばらく向こうにいなきゃなんないの」

「そう。じゃあ滞在費が足りないんじゃない？」

　頬に手を当てて、少し眉間にシワを寄せて困り顔になった。

　あ、そだ。それも言わないと。

「あのね、それは大丈夫。向こうで稼いだし。こっちにも少し渡しておこうと思って。はい」

「あらそうなの。ありがとう、預かっておくわね。それで、しばらくこっちにいられるの？」

「いやー、今日中には出なきゃいけないのよね」

　宿取りっぱなしだし、明日はホルダー受け取らなきゃなんないからね。それにすぐ帰ってこれるし。

「あまり無茶はしないようにね？」

「……してないよ？」

「嘘ね。怪我はしてないようだからいいけど。オウカはすぐ問題を起こすから心配だわ」

「う……ごめん。気を付けます」

　むむ、何故ばれたし。何でかいつもすぐばれるんだよねー。

「んじゃまぁ、ついでだしお昼つくっちゃおっかな。チビ達は？」

「そろそろ帰ってくると思うわよ」

「そんならいつもの量か。了解」

　ぱぱっと作っちゃいますか。




　※




　キッチンに引っ込み、自分が作り置きしていた食料を確認。ふむ、良いペースで使ってるな。でもちょっと作り足すか。

　その前に。

「リング。ちょい試したいんだけどさ。魔力を炒め鍋の形で固定できる？」

「――肯定ポジティブ。試行します」

　見慣れた魔力光の色をした炒め鍋、作成成功。

「よっしゃ。加熱してみて」

「――加熱：開始します」

　水を落として火の回りを確認する。火の通りは……おぉ、ムラなく回る。これ、いいわ。

「じゃ炒め鍋、大きくしてみてー」

「――試行」

　炒め鍋のサイズが二倍に膨ふくらむ。すご、これだけ大きくても重さが無い。

　しかも魔力製だから加熱に時間が必要ないし、何より洗う必要が無い。

「ふふふふふ……まずはお昼ご飯ね。チャーハン作っちゃおうか！」

　今までだと鍋のサイズと効率の面で滅多に作れなかったメニューも、これなら余裕で解禁出来る。

　やっばい！　超楽しい！

「油が無くても鍋にくっつかない……すっごいね、これ！」

　ジャッ！　ジャッ！　ジャッ！

「にひひ。今の私、最強だわ。おらおらぁ！」

　ジャッ！　ジャッ！　ジャッ！

　あっという間に二十人前のチャーハンが完成した。

　炒め鍋を一旦魔力へ戻し、再構成。空炒りが必要な食材が何種類あっても、炒め鍋の形を変えるだけで全部一度に出来る。

　楽しい。つい笑顔になる。

　料理は好きだけど、調理器具は重くて多人数分を一度に作るとなると難しい所があるのが困りどころだったのだ。

　……あと、背がね。足りなかったりもするし。

　でも魔力製調理器具なら好きな形を作れる。背の低さも関係無い。

　正直、めちゃんこ捗はかどる。

「リング、次、煮込み鍋ね」

「――了解：試行」




　私の快進撃は未調理食材が無くなるまで続いた。

　日持ちがする物しか作ってないとはいえ、やり過ぎた感がある。

　シスター・ナリアにちょっと叱られたけど、後悔はしていない。




　※




　チビ達と一緒に騒がしいお昼ご飯を食べ終え、久々に勉強を見てあげたりしていると帰る時間になってしまった。

「じゃあまた。今度はお土産持って帰るね」

「はいはい。元気でね」

「ん。またね」

　シスター・ナリアに見送ってもらい、町の門の外まで歩いて行く。

　少しだけ名残惜しいけど……まぁ、またすぐ帰って来れるし。

　来たときと同じ場所でリングにブースターを作ってもらい、そのまま王都までかっ飛んだ。










第十八話「ホルダーとお試し」




　王都に戻った後、宿で夕食を食べ、お風呂に入って早々に部屋に戻った。

　どうも色々あってちょっと疲れてたようだ。部屋に戻るなりベッドに沈んだらしく、翌朝は髪が凄いことになっていた。

　髪型を整えるのに結構な時間を使っちゃって、最終的には諦めて帽子を被る事にしたけど。


　朝起きるのも遅かったせいで、ギルドに顔を出したときにはお昼前になっていた。

　今日もリーザさんが受付にいて、何かちょっと嬉しい。

　挨拶あいさつしようとすると、ちょいちょいと手招きされた。



「おはようございます。どうしました？」

「オウカちゃん、昨日なにやったんですか？」

　困ったような笑顔でそう聞かれた。昨日？　何かやらかしたっけ。

「えーと。ホルダー買って里帰りしましたね」

「うーん……よく分からないけど、お客さんですよ。あっちの男の子」

　言われて振り向くと、緊張した貴族っぽい男の子が居た。

　おっと？　誰だっけこいつ。なんか見覚えある気がするけど。

「お、おう。昨日は世話になったな」

「あ、昨日の絡んできた兄ちゃんか」

　えらく立派な格好してるから分かんなかったわ。こんな服着て、実は貴族様なんだろうかこいつ。

「……絡んできたのはそっちだと思うけど」

「で、なに？　どしたの？」

「いや、その。昨日は悪かった。すまん」

　後ろ頭に手を置いて謝ってきた。どことなくバツが悪そうな顔をしている。

「……はぁ？　何、わざわざ謝りに来たの？」

「いや、そういう訳じゃないんだが……」

「あによ」

「えぇと。その、な」

　なんだよ。煮え切らない態度だなー。昨日の威勢はどこいった。

「よくわかんないけど、お詫びは受け取ったわ。他に用がないなら、行くとこあるからまた今度ね？」

「あ、おう……またな」

　よく分からんやつだなー。わざわざ謝りに来たんだろうか。見かけによらず律儀と言うか。いや、見た目通りなのか？

　まぁいいや。とりあえず、エリーちゃんのお店に行こう。そろそろ約束の時間だろうし。




　※




「おう、できてるぞ」

　お店に入るなり、親父さんがぶっきらぼうに言った。カウンターの上には黒い三角形の革製ホルダーが置いてある。

　全体的に硬そうな見た目だけど、手に取ってみると柔らかくて軽い。縫製ほうせいもしっかりしてて良い感じだ。

　拳銃を入れるとすっぽり収まったし、革紐の留め具まで付いている。

　これ、何の革だろ。凄い高そうなんだけど。

「親父さん、これさー」

「良いものが作れた。これはおまけだ」

　ことり、とカウンターに置かれたのは、暗い色合いの革グローブ。いや、これもおまけとかってレベルの品じゃないと思うんだけど。

　試しに着けてみると、私の手にちょうど良いサイズだった。

「おお、ぴったり！　……じゃなくてさー」

「なんだ。不満があるなら言え。すぐ直す」

「不満とかじゃないけど……これ、何の革？」

「知らん。龍種だったと思うが」

　おい。なんてもん使ってんだ、この人。

　龍種って、ドラゴンだよね？　めっちゃお高いやつじゃん。

「いやそれ、絶対高いよね？　お金払うから」

「いらん。お前さんの為に作った特製品だ、持ってけ」

　ぶっとい腕を組んでそっぽ向かれた。うーん、頑固だなーこの人。

「……むう。じゃあさ、何か欲しい素材とかない？」

「素材か？　グレートリザードとワイルドボアの皮、あとは質の良い皮なら何でも欲しいが」

「んじゃ、今度から狩ったら皮はここに持ってくるわ」

「いらんと言うとるに……頑固な奴め」

「お互い様だと思う」

　互いに睨にらみ合う。だってこんなの、筋が通らない。対価を払えるのだ。払わない道理などない。

　なんと言われようと、私的にここは引けない！

　睨にらみあうこと数秒ほど。先に折れたのは親父さんだった。

「……ぶぁっはっは！　まぁ違いない！　いいだろう、それで手を打つか！」

「おっけ。それとは別に銀貨一枚、渡しとく」

「おう、毎度。今ウワサのオーガキラーが何を持って来るか、楽しみにしとるぞ」

「げ、ウワサになってんの？　言っといて何だけどあんまし期待しないでね。ただの町娘だし」

「お前さんのような町娘がおるものか」

「ここにいるでしょ」

　失礼な親父さんだわ。

　……いや、自称町娘がそろそろ厳しいのは自分でも分かってはいるのよ。

　でも、凄いのって全部リングと拳銃だし。私自身は至って普通な町娘だしなー。

「まぁいいわ。これ、ありがとね」

「おう。また何か作らせろよ」

「考えとく。そういえばエリーちゃんは？」

「裏で仕事をしとる。あいつも未熟とは言え職人見習いだからな」

　あらま、残念。せっかくだから会いたかったんだけど。

　うーにゅ……まぁ仕事なら仕方ないか。

「そっかー。じゃあ邪魔したら悪いし、また今度寄るね」

「おう、またな」

　貰ったばかりのホルダーに拳銃を入れ、グローブを装着してみる。

　……おぉ。見た目はかなり冒険者っぽくなった。さすが職人さん。いい仕事してんなー。

　さてと。ちょうどいい時間だし、いろいろ試しに街道にでも行ってみるか。




　※




　街道沿い、少し岩場のある草原。主にゴブリンやはぐれコボルトなんかが出る所だけど、今日は周囲には見当たらない。

　ちょうどいいので大きめな木を見つけて近寄った。よし、色々と試してみよう。

「リング、剣作れる？」

「――可能：Readyレディ?」

「頼んだー」

　片手剣くらいの長さの刃が拳銃の銃口から伸びてきた。

　拳銃を両手で持って、剣を振って木を斬り付ける。

「よいしょっとぉ！」

　がつん！

　……あれ、弾かれた？

　ブンブンと何度か試してみるけど、木にぶつかるだけで全く斬れない。

　あ、そっか。刃筋が立ってないのか。

　刃の部分を木に当てて引き斬ってみると、簡単に木の半ばまで刃が通った。

　むう。切れ味はいいんだけど……私に剣は使えないみたいだな。




　次はハンマー。これは予想通り、木にぶつけてもカツンと軽い音がしただけだった。

　魔力製の物は重さが無いし、鈍器は全く役に立たないみたいだ。

　うーん……じゃあ次だ。えーと、何にしようかな。




　※




　色々と思い付く限りの武器を試してみたけど、どれも残念な結果しか出なかった。ううむ。

　試しに弾丸を撃ち込むと、余裕で木を貫通する。

　……まぁ、万能調理器具として有能だし、それでいいか。あらゆる調理器具を汚さず使えるってだけで十分だし。

　でも冒険者として剣は練習した方がいいのかなー。

　いや、体格的に上手く使えないだろうし、それなら慣れてる拳銃の方がいいや。




　若干気落ちして宿に戻ると、私宛にでっかい花束が届いていた。送り主不明。何で送ってきたかも不明。

「……あの、おばちゃん？　これ、何？」

「あんたに届いた贈り物だよ」

　肩をすくめて呆れ顔で言われた。

「いや、花なんて貰っても困るんだけど」

「そりゃそうだろうねぇ。何せあんたは冒険者なんだし」

「うーん。どうせならおばちゃん貰ってくんない？　お店に飾るとかできそうだし」

「おや、いいのかい？　じゃあ今晩の夕飯もサービスしとくかね」

「おぉ！　やった！」

　今日は何がついてくるんだろ。正直、花なんかよりこっちの方が嬉しいわ。

　にしても、花なんかわざわざ贈って来るって意味が分からん。まったく心当たり無いんだけど。大体そんな事、貴族様しかやらないと思うし。

　んー。ま、いっか。おばちゃん喜んでくれたしなー。

　私もオマケつけてもらえて嬉しいし、良きかな良きかな。










第十九話「雨の日はおやすみ」




　朝起きたら土砂降りの雨が降っていた。窓から外の景色が全く見えない。

　雨がこんだけ酷いと、街の外どころか宿の外に出るのも難しいだろう。

　と、言う訳で。今日はおやすみです。




　とりあえず荷物の整理をしてみたけど、そもそも大した量を持ってきていないのですぐに終わってしまった。

　本格的にやることが無い。ベッドの上をゴロゴロと転がる。落ちる。ごつんと頭をぶつけた。

　ぬおぉ……超いたい。

　そのまま、ぽてりと大の字になる。暗がりの部屋、雨がガラスを叩く音。

　それに混じった私の心音。ゆっくり、鼓動こどうしている。




　私が教会に来た日も大雨だったらしい。

　詳しい事は覚えていない。ただ、雨の音が酷かったのだけは覚えている。

　ちょうど、今日みたいに。

　それが私の中にある一番古い記憶だ。




　黒い髪に黒い眼。

　絵本の英雄達と同じ色。

　それは、何故なんだろうか。




　魔力があるのに魔法が使えない。

　制御する為の力が全く無いらしい。

　それは、何故なんだろうか。




　親がいない子達の中で、私は特に異端だった。

　幼かった私は、それを呪いだと思っていた。




　そして、呪われた子だから棄すてられたのだと思った。




　魔力を操作出来ない。それは、日常を送る上でデメリットばかりだった。

　簡単な魔石を用いた道具でも、慣れるまで全く使えなかった。

　今でも可能な限り使用しないようにしている。

　あれは、暴走すると人に害を成す。それが怖くて、魔石を使わない生活をしていた。




　その生き方は、今も同じ。




　魔力を流せば温水が出るお風呂。

　外で水を組んできて、自力でお湯を沸かす。




　魔力を流せば加熱される鍋。

　火を焚たいて鍋をくべる。




　人より時間もかかるし、効率も劣る。それでも、誰より努力した。

　私が料理を作れるのもその一端だ。




　生きる為にはお金がいる。

　お金を得るためには働く必要がある。

　だから、必死で努力した。




　読み書きを覚え、料理を学び、計算が出来るようになった。

　食べられる物を覚え、道具の使い方を学び、チビ達を守れるようになりたかった。




　シスター・ナリアから戦闘の基礎を習った。

　学校でこの国の事を習った。

　パン屋の旦那さんにパンの作り方や客商売の基本を習った。




　町の人たちから、たくさんの事を教わった。

　そうやって今の私が出来上がった。




　ツギハギだらけの「オウカ」という町娘が出来た。




　それでも、一番肝心な事はわからないまま。

　私は、何なんだろうか。




　私が英雄である筈はずがない。でも、黒い髪に黒い眼を持っている。

　何もかも分からない私には、オウカという名前以外、確かなものは何も無かった。




　それでも。周りに助けてもらって、今まで何とかなってきた。

　ありがとう。ごめんなさい。そんな言葉を心の中で繰り返しながら。




　……やっぱり、雨の日は嫌いだ。

　私が、私でなくなる。「オウカ」ではない私が顔を出す。

　泣き虫で弱い子どもの私が。

　大嫌いなもう一人の私が、涙を浮かべてこちらを見ている気がしてくる。

　お前はこっちに出てくるな。私は、強い「オウカ」で居なきゃならないんだ。




　コンコン、というノックの音で我に帰った。

　床に転がったせいで汚れた服を叩はたきながらドアを開けると、宿のおかみさんが困った顔で立っていた。

「起きてたかい。あんたにお客さんだよ」

「へ？　こんな雨の日なのに？」

「いや、それがね。騎士団の人なのよ」

「……騎士団の人が、私に？」

　街を取り締まってる騎士団の人かー。どうしよう、心当たりがありすぎる。

　けど犯罪行為を行った訳じゃないし、ここは堂々としておく方がいいだろうか。

「とりあえず会ってみる。一階にいるの？」

「あぁ、座って待ってもらってるよ」

「ありがと、おばちゃん」

　ホルダーに拳銃を入れてグローブを付けると、髪や服が乱れてないのを確認して階下に向かった。




　※




　下に降りてみると、食堂にもなっているスペースの端っこに、この宿には不釣り合いなおじさんが座っていた。

　全身鎧に、きらきらしたマントに、腰に吊るした騎士剣。ウワサで聞いた騎士団の正装をしている。

　近づいて行くと、腰を上げたその人は胸に手を当ててお辞儀をした。

「王立騎士団のオーガストと申します。オウカさんで間違いないでしょうか」

「えぇと。オウカは私です、けど」

「副騎士団長から出頭願いが出ています。本日のご都合は如何いかがでしょうか」

　は？　副騎士団長さん？　なんでそんな所から呼び出しくらってんだ、私。

「ええと。どんなご用ですか？」

「詳細は私も知らされておりません」

　ぴくりとも動かずに、じっとこちらを見続けるオーガストさん。むう。どうしたもんか。

　副騎士団長ってことは、王城に行かなきゃならないんだよね？

　そんなとこ、怖いから行きたくないんだけど。

「……あの、それって断ったらどうなります？」

「どうにもなりません。私が困るだけです」

　きっぱりと断言された。んーにゅ……雨の中わざわざ来るだけでも大変だったろうしなぁ。

　断る理由も今のところは無いし……しゃーない、行ってみるか。

「分かりました、行きます。今からですか？」

「有難う御座います。可能な限り速くと聞かされております。馬車を用意してありますので、そちらへ」

「……あの、仮にですけど。王城に着いた後に私が逃げたとして、オーガストさんに迷惑かかりますか？」

「着いた後であれば問題ないです。でも大丈夫ですよ、副騎士団長の人柄は私が保証します」

「んー……分かりました。とりあえず、着いてから考えます」

　まぁ、最悪の場合、飛んで逃げればいいか。




　簡単な身仕度を済ませ、宿屋の前に止めてあった豪華な馬車に乗り込む。

　王都に来る時に乗ったやつより小さいけど、なんかめっちゃ装飾されてて、大雨の中でも立派なことだけは分かった。

　私が王都に来た時に使った馬車とは大違いだなー。

　そんな事を考えながら馬車に揺られていると、すぐに目的地に到着。

　ユークリア城。この城はユークリア王国でも最大のお城だと聞いたことがある。

　確かに、ひたすら大きい。お城だけで小さな村と同じくらいの広さがあるんじゃないだろうか。

　その城の城門を抜け、正面の入口で馬車が止まった。

　オーガストさんに促されるまま場所を降りて、王城の中に入る。




　中は中で、なんか凄かった。

　真っ白な壁には照明用の魔導具が同じ間隔かんかくで並んでいて、その間にたくさんのドアがある。

　向こうの壁までどのくらいの長さがあるんだろ。走り回れそうなくらい広いなー。

「こちらです。どうぞ」

「あ、どもです」

　オーガストさんの後ろにくっついて廊下を進む。

　うわ、敷いてある絨毯じゅうたんがもふもふだ。きっと高級品なんだろうなー。

　あ、鎧が飾ってある。重そうだなこれ。私が着たら動けそうにないわ。

　そんな感じでしばらくキョロキョロしながら着いて行くと、オーガストさんが扉の前で止まった。

　コンコンとノックすると、入室の許可を告げる男性の声。

「さぁオウカさん、どうぞ中へ。私はここで待機を命じられています」

「あ、そうなんですね。案内ありがとうございました」

　ドアを開いて中入ると、三人の男女がソファーの前に立っていた。

　真ん中に座ってるのはオーガストさんと似た全身鎧のおじさん。たぶんこの人が副騎士団長なんだろう。

　けどそれより。両隣に立ってるふたり。

　長い黒髪に切れ長の黒眼を持つ美人さんと、やはり黒髪黒眼のイケメン神父さん。




　え、本物？　黒髪黒眼って……まさか、英雄？




「お呼びだてして申し訳ない。私が副騎士団長のジオスです」

「……どうも、オウカです」

「オーガを討伐したと聞きましたので、一度お会いしたいと思っていた次第です」

「なるほど……で、こちらのお二人は？」

　まぁ、予想はつくけど。たぶん、こっちの二人が呼び出しの本命だ。

「僕はキサラギキョウスケです。こちらはカツラギカノンさん。聞き覚えくらいはあるかと思いますが」

「絵本の知識しかありませんけど、『時を殺す癒し手デウスエクスマキナ』と『堅城アヴァロン』ですよね」




　五年前、異世界から召喚され、魔王を倒し世界を救った十英雄。それは絵本にすらなっている、実際にあった出来事だ。

　その英雄達の内の二人。

　神の奇跡のようにあらゆる傷を治す英雄と、龍のブレスすら弾き返す防御魔法を使う英雄。

　この二人は、絵本に描かれていた姿形、そのままだ。




　え、てか何だこの状況。中々に意味がわからないんだけど。何でいきなり英雄なんかとお話してんだ私。

「では率直にお訪ねします。貴女は何ですか？」

　お姉さん……カツラギカノンさんが口を開く。なんかちょっと圧を感じるな。

　しかしまた、えらくタイムリーな事聞くなぁ……何って言われても、私って何なんだろね。

「すみません、質問の意味が分かりません」

「召喚された訳ではないのに、私たちと同じ黒髪。それは通常あり得ない事です」

「えーと。私は孤児なので、生まれに関しては全く分からないですね」

　それも含めて王都に確認に来たんだし。だからそんな怖い目で見られても困る。

「そうですか。では、どうやってオーガを？」

「んーと。十英雄の人からいきなり拳銃が届いたんです。喋しゃべる指輪とセットで。それで戦ったりしてます」

「……喋しゃべる指輪、ですか。となると、リュウゲジさんでしょうか」

「名前は分かりませんが、アスーラに住んでる方だって聞きました」

「リュウゲジさんで確定ですね。しかしまた、何でそんな事を……？」

　ふむ、なるほど。送り主はリュウゲジさんと言うらしい。

　確かリュウゲジマコトだっけ。

　十英雄の一人、あるとあらゆる道具を創り出す、『万物を司る指先パンドラ』の二つ名を持つ英雄。

　その人が、私が会うべき人か。

「それを知るために王都に来ました。既に手紙は送ってあります」

「なるほど。ではもう一つ。貴女はその力で何をしたいですか？」

　……うん？　どういう意味だ？　何をしたいかって言われても。

「特に何もないですかね。料理には便利ですけど、無いなら無いで構いませんし」

「オーガを単体で倒す力を持っているのにですか？」

「あれは成り行きと言うか……たまたま見かけて、出来そうだから戦っただけです。冒険者も滞在費を稼ぐためにやってるだけですし」

「……なるほど。悪意はないようですね。失礼致しました」

　カツラギカノンさんがニコリと笑う。やっぱり美人なお姉さんだなー。お持ち帰りしたい。

　て言うか、やっぱり釘を刺しに呼んだのね。それ自体は別にいいけど、いきなりはやめてほしい。

「あ、そうだ。そのリュウゲジさんと連絡取れたりしますか？」

「いえ、申し訳ないですがこちらから連絡を取るのは難しいです」

「そですか。じゃあ待つしか無いのかな」

「そうなります。ごめんなさいね」

　ちょっと困り顔で謝られた。別にカツラギカノンさんが悪いわけじゃないんだけどなー。

「いえ、元々返事を待つつもりだったので」

「もし連絡が来たら伝えておきます」

「あ、お願いします。助かります」

「はい。今日お時間を取らせてしまって申し訳ありませんでした」

「あ、いえ、こちらこそ。ありがとうございました」

　ペコリと頭を下げる。

　しかしまー。英雄って美男美女しかいないんだろうか。

　ちょっとだけ得をした気分である。




　退室して、考える。

　ジオスさんやキサラギキョウスケさんは最初しか話さなかったけど、ずっと私を観察してた。

　あれは物珍しさではない、私の内面を探ろうとする目付きだ。

　なんなんだろね。戦闘力が異常って自覚はあるけど、十英雄様が絡んでくる話になるとは思えないんだけど。

　何となく、また会うことになるんだろうなー、なんて思いながら帰りの馬車に乗り込んだ。




　ちなみに宿に戻るとおかみさんにめっちゃ心配された。

　問題ない事を伝えて部屋に戻り、ベッドに横になりながら先程の事を考えている内に。

　私はいつの間にか眠ってしまっていた。










第二十話「誘拐事件」




　翌朝。まだ眠たい目をこすりながら階段を降りた。

　朝ごはんは大きなウインナーをパンで挟んだものだった。

　サンドイッチの仲間なのかな、これ。トマトケチャップと粒マスタードがのっている。

　このウインナー、どうやらおかみさんのお手製らしく、色んなハーブが入っている。

　肉の臭みは無いのに旨味が強くて、噛むとパリッと割れて肉汁がじゅわっと溢あふれる一品だった。

　ケチャップの甘酸っぱさとマスタードの辛味が程よく、癖くせになる味だ。

　むう……王都にきて美味しいものばかり食べてるなぁ。頑張って再現しないと。




　※




　ギルドに顔を出すと、待ち構えていたグラッドさんに後ろ襟えりを掴まれた。

　……またか。

「おはよー。何？　ぶち抜くわよ？」

「何じゃねえ。お前、昨日何があった」

　うわっ。いきなり顔近づけないでよ。怖いじゃん。

「十英雄から呼び出しくらった」

「……それで？」

「特に何もなかったわよ。釘刺されただけ」

「そうか……ところで、黒髪の少女が空を飛んでったって報告が上がってるんだが」

　あ。しまった、そっちの事はすっかり忘れてたわ。

「はい、それ私です」

「……お前なぁ。自重しろ、マジで」

「いやぁ、色々と試してたら、何か飛べちゃった」

「そんなんだから呼び出しくらうんだろうが」

　いやでも、悪いことはしてないから大丈夫。大丈夫なはず。大丈夫だったらいいなぁ。……大丈夫だよね？

　あとで騎士団が捕縛に来たりしないよね？

「んー……おかしいなー。普通にやってるだけなんだけど」

「おかしいのはお前の普通の基準だ」

「私自身は至って普通の町娘です」

「その自称は捨てるべきだと思うけどな」

「えぇ……」

　ぶらーんぶらーん揺れながら腕を組む。掴まれるのに馴れてきたのが少し悲しい。

　でも、なんと言われようと私自身はごく普通の町娘なんだけどな。持ってる武器がおかしいだけでさ。

　掴まれた猫みたいに伸びていると、不意にギルドのスイングドアが勢いよく開かれた。

　何事かと思って慌てて目を向けると、ムキムキなドワーフの姿。

　あれ、エリーちゃんのお父さんじゃん。すごい息切らしてるけど、何かあったのかな。

「グラッド！」

「ガレットか。どうした？」

「エリーがゴロツキ共に連れてかれたらしいんだ！」

　え、うそ。エリーちゃんが？

「なに？　……まずいな。朝一で魔物狩りを行う予定だったはずだ。騎士団もギルドも人がいない」

「騎士団の方でも同じ事を言われたが……奴らの溜まり場とか知らねえか!?」

「数が多過ぎてさすがに分からん。こっちからも人を出して探すしかないが……」

　……えーと、うん。ついさっきさ、自重しろとか言われたけど。これは、仕方ないよね。

　て言うか、止めたらぶん殴る。

「グラッドさん。私、ちょっと用事が出来たから行くわ」

「こんな時に何を……いや、そうか。俺は俺でやることがある。何かあったら言えよ」

「ん。じゃあね」

　手を離してもらい、そのままギルドを飛び出した。

「リング、検索」

「――検索サーチ：目標を発見」

「王都は人が多いし、空から行くよ」

「――承知：Sakuraサクラ-Driveドライブ Readyレディ.」




「Ignitionイグニション」




　桜色の魔力光を身に纏まとい、跳ねる。壁を蹴り続け、さらに高くへと。

　屋根の高さまで跳び、ブースターを起動。そのまま王都の空を飛ぶ。

「リング、検索結果を直接見ることはできる？」

「――肯定ポジティブ：マップ作成、展開します」

　視界の端に映し出される王都の概略がいりゃく図。中心が私として、この緑の点がエリーちゃんか。

　この場所……こないだの路地裏か？

　て事は、またあいつらか。




　魔力を廻まわす。出力を上げて上昇し、建物の隙間を縫ぬって加速。

　高速で流れていく視界の中、見つけた。

　やはり先日の路地裏で、猫系亜人の少女が数人の男に囲まれている。

　地上に向かって、全力で加速。建物の壁に足を着け、そのまま駆ける。

　地面が迫る。壁を蹴り跳躍ちょうやく、そのままエリーちゃんを掻かっ攫さらい、すぐに再加速して男達から距離を離した。

　ガリガリと、ブーツが石畳を削って火花を散らす。

　桜色の魔力光が尾を引いて、地面に私の軌跡を描く。

「エリーちゃん！　大丈夫!?」

「え、オウカさん!?　はい、なんともないですけど……」

　良かった。見たところ怪我もないようだ。

　何とか間に合った。けど。

　

　私の感情に合わせて、桜色の魔力光が路地裏を埋め尽くした。

　

「てめえらぁ……ただで帰れると思うなよ……!!」

　盛大に巻き上がる薄紅色。腹の底が燃える。頭が冴える。

　こんな幼い女の子を狙いやがって。

　二度と同じことが出来ないように分からせてやる。




　足を開き、腰を沈める。左手は前へ。右手は逆手に構えて頭の横に。

　いくら人が相手だと言えど、容赦はしない。持てる全力で、殲滅せんめつする。




「え、あの、オウカさん？」

「エリーちゃん、ちょっと下がってな」

「ちょ、待って待って、何か話がおかしいです！」

「……うん？」

　なんか。空気がおかしいような。

「お、おい、何だ、どうしたってんだよ？」

「まさかエリーちゃん、親父さんに何も言わずに出てきたとか？」

「あ。そういえばお父さんに何も言ってなかったかも」

「……あの。説明してもらえる？」




　※




　サクラドライブを解除した後に話を聞くと、エリーちゃんはお父さんへのプレゼントを用意していたらしい。

　彼らはその手伝いをしていただけとか。

　で、エリーちゃんがうっかり何も言わずに家を出て、彼らと合流したところを他の人に見られたのだろう、という話だった。

「あの、お騒がせしてごめんなさい」

「……いや、こっちもごめん」

　あっぶな。殴る前に止めてくれて良かった。

「おい、この人が……」

「ああ、リュートの言ってた子だな……」

「マジかよ、あんなナリでか」

　なんかひそひそ話はされてるけど。そんなことより。

「勘違いしてごめんなさいでしたっ！」

　とりあえず全員に全力で謝罪。

　思いっきり頭を下げた。

「いや、いいんだけどよ……」

「てかもしかして私、前回も何か勘違いしてた？」

「あぁ、エリーちゃんがうっかりガラス瓶を割った時の話か？」

「……まじか。本当にごめんなさい」

　そういう事らしい。

　この人たち、見た目は悪そうだけど、実はめっちゃ良い人達なのかも。

　ほんと、止めてくれて良かったわ。




　その後、エリーちゃんをギルドに連れていった。

　そこで感動の再会ストーリーがあったりなかったりするけど、あまりにアホらしいので割愛。

　エリーちゃんが今回の件を詳しく話したおかげで彼らに対する周囲の認識が良い方向に変わり、そして周りの私に対する扱いが危険物扱いに変わった。

　……不満ではあるが、今回は私が悪い。甘んじて受け入れよう。










第二十一話「騎士団と訓練」




　朝一でギルドに顔を出すと、今日もリーザさんが受付に居た。

　朝から美人さんを見れるのは良いことだ。今日は強面のグラッドさんもいないみたいだし。

「リーザさんおはよー」

「あら、おはようございます。そろそろかと思ってたんですよ」

「え、なに？」

「指名依頼が入ってまして。はいこれ」

　にっこり笑顔で依頼書を渡された。

　えーと、なんだ？　依頼内容は戦闘訓練？　依頼元、王立騎士団ってなってんだけど。

　……はぁ、戦闘訓練？　え、私指名で？

「……何で私にこんな依頼がくんの？」

「オーガの一件で名前が広まったからじゃないですかね」

「あー……めっちゃめんどくさそうだし、これ、断っちゃダメ？」

「ギルド的には受けて欲しいんですけど……だめですか？」

　う。リーザさん、その悲しそうな顔は反則。

「むぅ。わかった、受けます」

「そう？　ありがとう」

　おぉ、花が咲くような笑顔ってこんな感じなんだろうなー。

　美人さんはずるい。色々と。




　※




　そんな訳で。王城にある騎士団の訓練場で、副団長のジオスさんの隣に並んでます。

　周りの人からめっちゃ見られてる。なんだあいつ的な目で。いや気持ちは分かるけどさ。

　……てか、あれ？　あそこにいるのってキサラギキョウスケさんじゃね？

　あ、目があった。手ぇ振ってる。やっぱり本人だ。

　うーん……なーんか苦手なんだよね、あの人。イケメンだけど。

「えーと。オウカです。よろしくお願いします」

「今日は現役冒険者との対人訓練だ。キサラギ殿にも来て頂いているので、全力で取り組め」

『時を殺す癒し手デウスエクスマキナ』。

　時間を巻き戻して怪我を無かった事にする女神の加護。その強大な力を持つ英雄。

　キサラギキョウスケさん。

　そんな大それた人を呼ばなきゃいけない訓練にするつもりなんだろうか。嫌な予感がどんどん膨ふくらむんだけど。

「相手は最近有名なオーガキラーだ。集団戦とはいえ、くれぐれも気を抜くなよ」

　おい待て。集団戦ってなんだ。まさかここに居る全員で取り囲む気か？

　全部で軽く五十人くらい居るんだけど？

「待って待って！　死んじゃうって！」

「大丈夫です。我々も受け身程度なら取れますので」

　違うそっちじゃない！　私が死んじゃう！

　てか、あんたらもやる気出さないでいいから！　マジで！

「大丈夫ですよ。何かあっても僕が治しますから」

　いつのまにか隣に居た英雄サマがこっそり呟く。

　あ、やっぱこの人、性格悪いわ。分かってて言ってるぽいし。

　こうなったらこの人も巻き込んで……あ、くそ、逃げられた。

「では、始め！」

　え、ちょ、マジで来んの？

　いやいや、正気かアンタら？　ただの町娘一人にその数は有り得ないでしょ？

　……あぁもう！　仕方ない、やってやらぁ！

「リングッ！」

「――Sakuraサクラ-Driveドライブ Readyレディ.」




「まとめてかかってこいやぁ！　Ignitionイグニション!」




　薄紅の魔力光を曳ひいて即座に駆ける。

　囲まれたら終わる。ならば、常に動いて連携れんけいを阻害するしかない。

　こんな集団戦は初めてだ。でも、やることは変わらない。

　既すでに恐れは無い。あるのはただ、どう立ち回るかの計算と、少しの昂たかぶり。

　ただの、いつもの通りだ。




「さぁ、踊ろうか」




　正面から来た騎士の両足を撃ち抜き、くるりと回転。

　横から来た剣の一撃を銃底で逸そらし、体勢を崩して蹴り飛ばす。

　前方から一斉に突き出される槍。

　地に伏せるように倒れ込み、その姿勢のまま駆け抜けた。

　隙間を縫ぬうように走り、すれ違い様に射撃、次々と足を潰していく。

　機動力さえ奪うばってしまえば後はどうとでもなる。

　多少の怪我なら問題ないはず。ならば、躊躇ためらうことは無い。




　次いで襲い掛かる剣の横薙ぎ。今度は軌道が低い。

　地を蹴って飛び上がり、肩を足場に再跳躍ちょうやく。

　逆さまになって頭上から連射。狙いは腕、その全弾が命中する。




　靡なびく黒髪。散りばめられた桜色。




　身を捻ひねって着地、即座に跳ねる。突き出された槍を足場に駆け、敵の顔面を真正面から蹴り飛ばす。

　けど、浅い。くそ、銃撃の狙いが限定されるのが辛いな。

「リング。相手を殺さない弾、作れる？」

「――受領：作成に成功。弾倉変更。撃てます」

「でかした、相棒」

　即座にトリガーを引くと、目の前に迫っていた腕にヒット。

　凄い勢いで跳ね飛ばされたけど、血は出てない。

　よし、これならいける。




　駆ける。右に走りながら射撃。頭に命中、そのまま吹っ飛んで後ろ向きに倒れた。

　跳ねる。真下に弾丸を撃ち込みながら飛び越える。

　廻まわる。遠心力を込めて銃底を振るい、突き出された槍を弾き飛ばす。

　そのまま発砲、撃破。次へ。




　回る、廻まわる、回転する。

　地上で、空中で、くるくる回る。

　殴り付け、蹴り飛ばし、撃ち抜いて。

　押し寄せる鉄を避け、往いなし、躱かわして。

　周りの全てを巻き込んで銃撃を浴びせる。




　反動に腕が痺しびれる。

　銃声に心が弾はずむ。

　激音が世界を彩いろどる。




　さぁ、ぶっ放ぱなせ。




　斬り下ろされた剣に向かって前進、紙一重で避ける。

　伸ばされた腕を掴んで逆上がり、後頭部を蹴り飛ばす。

　両手で地面を押して跳躍ちょうやく、次の奴の胸元を蹴り付け、よろめいた所を狙い撃つ。

　空中で回転、射撃、着地。

　屈み、足を蹴り払い、跳び退すさりながら撃つ。

　着地、疾走、跳躍ちょうやく、打撃、銃撃。

　パートナーを次々変えて、リズムに合わせてただ踊る。




　観劇のように、戯ざれ言のように。

　当たりはしない。外しはしない。

　世界が薄紅色に染まっていく中で、獰猛どうもうに笑う。

　ここは、私の舞台上だ。

　誰一人として、逃がしはしない。




　しかし。

「…そこまでだ」

　不意に後ろから腕を取られた。

　誰もいないはずの空間から伸びた手に反応が遅れ、慌てて銃口を向ける。

　次の瞬間、凄い勢いで宙に投げ飛ばされた。

「……は？」

　風を切る音。凄まじい勢いで地面が遠ざかる。

　驚きのあまり、身に纏まとっていた桜色が、途切れる。




　…………おー。お城の屋根が見える。地面が遠いなー。

　はは。これ、やばくね？

　落下開始。

「ぎゃああああああ！　リングゥゥゥゥ!?」

「――飛行機構展開」

　拳銃から魔力を噴き出して墜落寸前で減速、転がりながら着地した。

　あっっっっっっぶなっ！　死ぬかと思った！

「…おぉ。飛べるんだ」

「ちょっと！　いきなり何すんのよあんた！」

「…何って、騎士団と乱闘してる不審者を投げた」

「はあっ!?」

「…不審者」

　眠そうな目付きの青年がこちらをびしっと指さして言う。

　背が高くて細身に見える。でも深く帽子を被っているのもあって、表情が読みにくい。

　て言うか、なんだこいつ。何か、ヤバい。怖い。

　言ってることも分かんないけど、それ以上に、全く勝てる気がしない。

　めっちゃ逃げたい、けど、ここ王城だもんなぁ。

　逃げたらお城の人がヤバいよね。とりあえず、騎士団の人たちが来るまで時間稼ぐしかないのかな。

「あんた、何者？」

「…え、何者と聞かれても」

「どこの誰さんよ」

「…トオノツカサ。住所不定無職」

「住所不定無職がお城に居るとか怪しさ大爆発じゃないのよ！」

「…確かに、否定できる要素が無い」

　いや、肯定すんな。腕組んで頷くな。なんなんだ、この人。

「オウカさんオウカさん。勇者です」

　またいつのまにか隣に居たキサラギキョウスケさんが言う。

　は？　勇者？　なにが？

「トオノツカサ。世界最強の勇者ですよ。ご存じないですか？」

「……え。『神魔滅殺ラグナロク』の？　おとぎ話で魔王を素手で殴り飛ばした人？」

「はい。本人です」

「……あの。帽子を取って貰ってもいいですか？」

「…え、うん」

　私に言われて素直に帽子を取ってくれた。ツンツン頭の黒髪。それに、眠そうな黒眼。

　あー、うん。なるほど。確かにこれ、英雄だわ。

　とりあえず、拳銃をホルダーに戻して、と。

　やっべぇ。不審者どころか超有名人だったわ。ごめんなさい、しとこう。

「彼女はオウカさん。騎士団との戦闘訓練を依頼された冒険者です」

「…あれ。俺、間違えた？」

　こてんと首を横に倒して、自分の顔を指さす勇者。

「はい。それはもう盛大に」

「…それはごめんなさい」

　私が謝るより先に。

　黒髪の勇者世界最強は地に膝を着き、背筋を正して頭を下げてきた。










第二十二話「勇者」




『勇者』トオノツカサ。

　異世界から召喚された十英雄の内、神々と渡り合える身体能力『神魔滅殺ラグナロク』の加護を持つ、世界最強の英雄。

　決戦の時に彼が魔王を素手で殴り飛ばしたのは、子どもでも知っている話だ。

　十英雄の中でも突出した強さに正義感を併あわせ持つ、正に『勇者』と呼ぶべき存在だと絵本には描かれていた。

　現在は世界各地を旅して、困った人を助けたりしているらしい。

　住所不定無職。まぁ、間違っちゃいないのかもしれないけどさー。

　ちなみに。地に膝を着いて頭を下げる行為を「土下座」というらしい。勇者さんの元の世界では最敬礼にあたるのだとか。

　聞いた瞬間、私も同じ動作をしようとして、周りに全力で止められた。

　そのまま強行したったけど。

　いやだってさー。確かに下手したら死んでた高さだったけど、まぁ生きてるし。

　勇者にケンカ売るなんて馬鹿な真似しちゃった訳だし。謝るのが筋だと思うんだけど。

　でもまぁ。

　向かい合って地面に膝を着けてる町娘と勇者、それを見て笑う英雄、何とも言えない顔の騎士団員。

　凄いシュールな光景だなとは思う。

「…とりあえず、お互い謝ったって事で、立とうか」

「はい、そうしてください」

「…あ、そうだ。キョウスケさん、俺、勇者じゃない」

　相変わらず眠そうな顔で、キサラギキョウスケさんの言葉を否定するトオノツカサさん。

「うん？　え、『神魔滅殺ラグナロク』のトオノツカサさんなんですよね？」

「…そうだよ」

「あー……その辺りはややこしいので、そういうものだと思ってください。とにかく彼は『神魔滅殺ラグナロク』のトオノツカサに間違いないですから」

「……はぁ。わかりました」

　多分、深く聞かない方がいい奴だわこれ。たぶんいろいろとあるんだろう。

　それはさておき。

「で、今回の依頼って、結局どうなるんですか？」

「ああ、こちらのミスで中断されてしまいましたが……まだ戦いたい人、います？」

　一糸乱れぬ勢いで首を横に振る騎士団員たち。中には顔が青ざめてる人もいる。

　……大袈裟過ぎると思うんだけど。

「…まぁ、あれだけやればね」

「まぁ、そうですよねえ」

　縦に頷く二人。解せぬ。そんな酷い事はしてない……はず。なんだけど。

　どうも途中から記憶が曖昧あいまいだから断言できない。

　戦いが長引くとテンション上がりすぎるんだよな、サクラドライブ。

「…あ。オウカさん」

「え、はい？」

「…聞きたいことがあるんだけど。どこでトオノリュウ覚えたの？」

　は？　トオノリュウ？　て、なんだ？

「…貴女の戦闘行動。無手ではないけど、動作が俺の流派と似てる」

「戦いかた？　あー。だったら私よりリュウゲジマコトさんに聞いた方が良いです。私もよく分からないので」

「…分からないの？」

　いや、うん。首を傾げたくなる気持ちは分かるけど。私にも分かんないんですよ。困ったことに。

「えーと。凄い簡単に言うと、戦い方だけ私の体に無理矢理覚えさせたような感じ、らしいです」

「…そうなんだ。インストールした、みたいな感じなのかな。不思議だね」

「これはどういう事なんでしょうかねえ」

　二人して悩み顔のイケメン達。黙ってればイケメンなのに。惜しいなぁ。

「あ、いま飛竜便の返事待ちなので、それ次第で何か分かるかもしれません」

「…手紙？　直接行かないの？」

「や、流石に片道一ヶ月の距離は辛いんで」

「…空、飛んだら？　あの速さならアスーラまで五時間くらいじゃない？」

「……あ」

　確かに。言われてみればそうだ。何で気づかなかったんだろ。

「うわぁ。完っ璧に失念してました」

「…明日にでも行ってみたら？」

「そうします……」

　ほんとうっかりしてたわ。

　そうだよね。飛んで行けば割とすぐ着きそうだわ。

「…でも、飛竜便出したのっていつ？」

「えーと、三日ほど前なんで、そろそろあちらに届きますね」

「…だったら待った方がいいかも。マコトさん、興味があればすぐ来るだろうし」

「あぁ、そうですね。きっと明日中には来ると思いますよ」

　すぐに来る？　飛竜便ですら片道三日かかる距離なのに？

　転移魔法でも使えるんだろうか。まぁ、英雄を普通の枠に当てはめるのは無理があるのかな。

「んー。じゃあ数日待ってみます」

「…うん。それでさ」

「はい？」

「…ちょっと、手合わせしたい」

　……は？　何言ってんだこの勇者。

　心なしかワクワクしてるように見えるんだけど。

「いやいや、全力でお断りいたします」

「…キョウスケさんも居るから大丈夫。少しだけだから」

　えええ……やだよ、何で意味もなく殴り合いしなきゃなんないのよ。そういうのは男同士でやんなさいよ。

　てかこの人に殴られたら跡形も残らないと思うんだけど。

「オウカさん。こうなったら彼は聞きませんよ。闇討ちされるより、今終わらせた方がいいかと思います」

　いや、ニコニコ笑いながら物騒な事言わないでください。

「闇討ちって、そんなまさか」

「四六時中追いかけられる事になりますよ？」

　なんつー迷惑な。ほんとに英雄なんだろうか、この人。

「……じゃあまぁ、少しだけなら」

「…よし。やろうか」

　勇者が構える。武器は使わないようで、その手には何も握られていない。

　腰を落として左手を前に、右手は肘を上にして逆手で頭の横に。

　確かに、私の構えとそっくりだ。

「……リング」

「――Sakuraサクラ-Driveドライブ Readyレディ.」




「Ignitionイグニション」




　陽炎かげろうのように立ち上る、桜色の魔力光を身に纏まとい、嘆息たんそくする。

　あまり本意では無いが、仕方ない。

　やれというのであれば、見せつけてやろう。




「では、私と踊ってください、勇者様」




　まずは先手を取る。地に伏すほどに身を屈めながら疾駆しっく、眼前で唐突に右に跳んで視界から消え、同時に胸元目掛けて発砲。

　しかし、放たれた魔弾は普通に腕で止められた。

　凄いな、あれに反応するのか。と言うか、どれだけ硬いんだろうかこの人。

　更に右に跳ねながら桜色の魔弾を乱射するが、その全てを弾きながら距離を詰めて来る。

　バックステップじゃ追い付かれる。ならばと逆に斜め前に体を滑り込ませ、牽制けんせいの射撃を放つ。

　それを意に介さず、一瞬たりとも止まらずに繰り出される掌打しょうだ。

　真上に跳び退のき回避。追撃の蹴りを両手の銃底で受けると、凄まじい衝撃で弾き飛ばされた。

　駄目だ。下手に受けたら防御ごとやられるな、これ。

　ブースターで真下に加速して着地。再度放たれた掌打を屈んで避ける。

　大分デタラメだな、この人。基本性能があり得ない程に高い。


　人体の弱点である間接を狙撃。肘、手首、膝ひざを狙い撃つ。こちらはやや効果あり。

　なるほど、この辺りを狙うしかないか。



　それを確認し、獣のように駆ける。左右にフェイントを入れ、跳ね回る。

　ブースターで加速しながら方向転換、もう一度関節を狙って射撃。

　しかし、今度は射撃を見てから弾丸を避けられた。そのまま勢いを殺さず接近してくる。

　動きが速い。迎撃しなければ。

　くるりと回転して勢いをつけた銃底を叩きつける、ように見せかけ、回避したところへ本命の発砲。

　眉間にヒット、一瞬怯んだ隙に距離を離す。

　この人、無敵になる魔法でもかかってるんだろうか。殆ど銃撃が通らないんだけど。

　何をどうしたら勝てるのか、全く想像がつかない。

　これは持久戦になりそうだな。とにかく逃げ回って少しずつダメージを与えていくしかないか。




　そう考えていると、勇者がいきなり構えを解いた。

　表情は変わってないけど、なんとなく満足げに見える。

「…なるほど。アレイさんだ」

「ああ、確かに。どちらかと言えば彼に近いですね」

「…いま何処どこにいるんだろうね」

「最新情報がゲルニカでしたっけ」

　……なんだ？　なんかいきなり真面目な顔で話し始めたんだけど。

　とりあえず、終わりってことでいいのかな。

　拳銃をホルダーに戻す。身に纏まとっていた桜色が霧散むさんして行く中、二人に声をかけた。




「……あの。終わったんなら帰っていいですか？」

「…あ、うん。今やっても意味がないのが分かったから」

「はぁ。よく分かんないですけど、お疲れ様です」

「…お疲れ様。またいつか、手合わせしようね」

「あはは、絶対嫌です。ではまた」

　不自然に見えない程度に急いで離れる。これ以上絡まれるのは勘弁だし、さっさと逃げよう。

「ジオスさん、私帰っても大丈夫ですよね？」

「はい、本日はありがとうございました。ご苦労さまです」

「どもです。では！」

　一応ジオスさんに確認してから、足早に王城を後にした。逃げるが勝ちだ。

　なんて言うか、男の人って戦ったりすんの好きだよねー。いや、全員じゃないだろうけどさ。

　しかしまー、またもや英雄って。もう三人も遭遇そうぐうしてんだけど。

　なんてーか……最近の私の日常、濃いなー。










第二十三話「英雄たちと二つ名」




◆視点変更：トオノツカサ◆




　俺達との話を終えた後、オウカさんはジオスさんに挨拶あいさつをして帰って行った。

　なかなか興味深い人だった。

　立ち振舞いはごく普通、何処どこにでもいそうな感じで、少し雑だけど明るく気のいい女の子。

　それが、戦闘時にはがらりと印象が変わった。

　彼女には戦闘に対する恐れや気負いが全くない。少し間違えば大怪我をするような場面で、楽しそうに笑っていた。

　戦闘技術も高かったけど、それ以上に心が強い。あれほど自然体な戦闘は中々見れるものではない。

　あの人は、まだ強くなる。更に強くなった時、手合わせするのが楽しみだ。

　彼女の心の在り方が俺の憧れの人に似ているから、というのもあるけど。

　……だけどあの人は今、何処どこにいるんだろうか。魔王を倒した、俺達のリーダーは。

　京介さんも同じ事を思ったらしく、目を向けると珍しく苦笑してた。

　今度また、歌音かのんさんに聞いてみよう。

　そんな事をぼんやり考えていると、目の前に白い魔力が渦巻きだした。キィンという高い音がして、次第に像を結び、知ってる顔が現れる。

「あ、れ。お客さん、帰った、の？」

　黒髪で顔半分を隠した小柄な少女。水無月楓みなづきかえで。『天衣無縫ペルソナ』の加護を持つ、世界最高峰の魔法使い。

　たぶんどこからか、俺達の様子を見ていたんだろう。

「…楓か。オウカさんはさっき帰った」

「そっか……残念」

　俯うつむき気味に呟く。なに、知り合いなの？

「…何か用があったの？」

「最近有名になってるか、ら。二つ名を、贈ろうと、思って」

「おや。どのような二つ名ですか？」

　京介さんがニコニコと笑いながら尋ねる。

　あぁ、またか。楓は気に入った人に二つ名を付けたがる癖がある。俺たちは発言力が高いから控えるようにって言われてるのに。

「うん、と。桜色の魔力に黒髪だか、ら……『夜桜幻想トリガーハッピー』か、な」

「それはそれは。ギルドに通達しておきましょうか」

　京介さん、絶対楽しんでる。相変わらずだな、この人も。

「…文句言いに来る気がするけど」

「それならそれで面白そうですし」

「…まぁ、そうかもね」

　多分オウカさんが知ったらぶちギレると思う。けど、京介さんの言うとおり、それはそれで面白そうだ。

　あの人は愉快な人だと思う。英雄と呼ばれるようになって、不審者扱いされたのは初めてだったし。

　普通なら黒髪の時点で気付くんだけどな。

　……そうだ、黒髪。そう言えばオウカさんも黒髪だった。

　それに眼も、黒真珠みたいに黒かった。名前も俺達の故郷のものに近い響きだし。

　偶然、なんだろうか。誠まことさんが絡んでる辺り、またおかしな事になってる可能性もある。

　……まぁ、いいか。悪いことにはならないだろう。

　それにもし何かあっても、俺達なら大抵の事なら何とかなるだろうし。

　なにせ、魔王だって倒せたんだから。




◆視点変更：オウカ◆




「リーザさん、ただいまー」

「あら、おかえりなさい」

　お昼ごはんを食べ終えて冒険者ギルドに帰り着くと、いつものようにリーザさんが出迎えてくれた。

「騎士団行ってきたよ」

「お疲れ様。どうでした？」

「うん。二度と行きたくないかなっ！」

　満面の笑みで答えてやった。

「えと、何かあったんですか？」

「五十人くらいの騎士に襲われた」

「うわぁ……それはまた」

「で、それは撃退したけど、勇者に投げ飛ばされた」

「……えぇ？　どういうことですか？」

　うん。訳わかんないよね。私も分かんなかったし。

「何か、悪者と勘違いされたみたい」

「オウカちゃん、改めて滅茶苦茶ですね。今度は勇者ですか」

　何故か呆れられた。いや、私は何も悪くないと思うんだけど。

「それに、騎士団員五十人がかりでオウカちゃんに負けちゃったってことでしょ？」

「や、前も言ったけど、私じゃなくて武器が反則なだけだからね？」

「流石に『ただの町娘』は無理があると思います」

「う。いや、そんな事はないと思う……思いたい」

　私自身はごく平凡な町娘なんだけど、最近は巻き込まれ方が凄いからなー。

「それにさっきね、王城から緊急連絡が回って来たんですけど」

「え、なに、いきなり」

「オウカちゃん。正式に二つ名が贈られましたよ」

「……はぁっ!?」

「『夜桜幻想トリガーハッピー』ですって。はいこれ」

　ギルドが発行してる通知書を渡される。そこに私の名前と、その横にしっかり二つ名が書き込まれている。

　……おい。発行者、また違う英雄の名前があるんだけど。

　ミナヅキカエデ。これって十英雄の魔法使いだよね？

　どんだけ英雄と縁があるんだ私。

「……ねぇリーザさん、これって拒否とか」

「出来ませんね」

「……自分から名乗る必要は？」

「それはないですけど……名乗らないんですか？　似合ってますよ」

「いやほんと、勘弁してください」

　教会戻ったとき、盛大に笑われるネタができてしまった。

「あのね、申し訳ないんですけど。これ、ギルドの掲示板に張り出す義務があってですね？」

　本当に心から申し訳なさそうに紙を見せてくる。なるほど、つまり周りに知られるのね。

「……しばらく宿に引きこもろうかな」

「えっと。大丈夫、名誉な事ですから」

「うあー。二つ名持ちの町娘って意味わかんないんだけど」

「オウカちゃん、町娘ってとこにこだわりがあるんですか？」

「こだわりっていうか……まぁ、事実なんで」

　だって私、何者かと聞かれたら町娘と言うしかないし。

　最近だと冒険者って名乗ることも出来そうだけど、それはあくまで期間限定。

　リュウゲジマコトさんとお話するまでの間、滞在費を稼ぐためにやむを得ずだ。

　だとすれば、私はやっぱりただの町娘になるんだと思う。

　それに、凄いのは武器であって私じゃないし。

「とりあえず私、しばらくギルドに顔出すのやめよっかな」

「気にする事ないと思うんですけど……」

「ですかね？　うーむ」

「よしよし。元気だしてくださいね」

　カウンターに顎あごを乗せて項垂うなだれていると、頭をぽんぽん撫なでられた。その心遣いが傷心の身に染みる。

「うおぉ……ありがとうございますぅぅ……」

「こんなに弱ってるオウカちゃん初めて見ました」

　マジで王城に殴り込みして撤回してもらおうかなあ。いや、さすがにそれはダメか。

　今度十英雄に会ったら直接頼んでみよう。

　……いや。会わない方がいいんだけどさ。何となく、遭遇する気がするんだよなぁ。










第二十四話「英雄とお話」




　冒険者ギルドにて。

「くく……よう、『夜桜幻想トリガーハッピー』」

「ぶっころす」

　第二回グラッドさん討伐戦、開催。

　リーザさん止めないで、あの半笑いのおっさん撃ち抜いてやる。

「そう怒るな。俺は忠告したろうが」

「ぐ。でも私は悪くない。はず」

　ただ依頼を受けただし。ほんとにどうしてこうなった。

「と言うか、普通は光栄に思うもんだがな」

「町娘に二つ名なんていらんわ」

　つーか二つ名持ちの町娘って何よ。真面目に意味分かんないんだけど。

「その自称町娘を止めれば解決するんじゃないか？」

「これは譲れないとこなのよ」

「そうか。まあ何でも構わんが、『夜桜幻想トリガーハッピー』にお客さんだ」

「え、今度は何よ。どんな厄介ごと？」

「あれだ、あれ」

　後ろを指差され、振り替える。

　奥の方で中性的で小柄な黒髪の美形が、ぶっかぶかの白衣を来て嬉しそうに手を振っていた。

　……あははー。黒髪かー。最近よく見るなー。

「ねえ、あの黒髪、どちらの英雄さん？」

「リュウゲジマコトだ。お前に会いに来たんだとよ」

「え。うそ、あの可愛い人が？」

　もっかい目を向けると、今度は両手をぶんぶか振っていた。可愛い。

　じゃなくて。

　もっとこう、グラッドさん的な人を想像してたんだけど。あんな可愛い人が出てくるとは思わなかった。

「ねー。いつまでボクほっとくのー？」

「あ、ごめんなさい。すぐ行きます」

　ぷんすか怒ってる。可愛い。なんだろ、英雄って美形しかいないんだろうか。

　今のところ会ったことある人みんな美形なんだけど。

　観賞用としてはとても良いんだけど、関わると途端とたんにめんどくさくなるのが困り所だなー。

「お待たせしました、オウカです。リュウゲジマコトさんですか？」

「うん。キミが新しいカエデの被害者だね？」

「……えぇ、まぁ、はい」

　被害者。うん、確かに被害者だよね。と言うか仲間にもそう思われてるんだね。

「あれが無ければいい子なんだけどねぇ」

「お会いしたことは無いですが、なんとなく分かります」

　英雄、癖強い人多そうだもんなー。

「で、聞きたいことがあるって？」

「はい。指輪と、拳銃について」

「んー……それなんだけどね。長くなるから、奥で話そっか。グラッド、奥空いてる？」

「あぁ、好きに使え」

「だってさ。いこっかー」

　こちらの手を握りてくてくと歩き出す。私は手を引かれるままに着いていった。

　ところでこの人、幾つなんだろうか。見た目は私より歳下にも見えるんだけども。

　……まさか、ねぇ？　五年前に召喚されてこの世界に来た英雄の一人なんだし、いくら何でもそれは無いよな？




　※




　で。英雄サマ、おんざソファー。

　応接室に着くと、すぐさまソファーの上にごろんと転がりなさった。

　仰向けになって伸びたりしている。猫みたいだなこの人。

「んでさー。指輪と拳銃の話だよね？」

「はい。送ってきたのは貴方だと、グラッドさんから聞きました」

　いきなり本題か。話が早くて助かるけど、また急だなー。

「いやまーボクもアレイから頼まれただけだからね。詳しい経緯は知らないんだ。

　ただ、その指輪型インターフェイスマシンと拳銃型デバイスに関しては、所有者は君だよ」

　気楽な調子で告げる英雄。また、詳しいことは分からないらしい。

「ええと。それなら、あなたの知る限りでいいので、教えてください」

「と言われてもねー。ボクが知ってるのは前騎士団長が君を連れてきたらしいって事と、その時一緒に指輪と拳銃を持ってきたらしいって事、くらいかな」

「前騎士団長、ですか」

　三年前、十英雄の活躍で終息した魔族との戦争。前騎士団長はその戦いで亡くなった方だったはずだ。

　なるほど、と思った。

　私はてっきりリュウゲジマコトさんが前マスターだと思ってたけど、その前騎士団長さんがリングの前マスターなのだろう。

　だとしたら、リングの検索結果が所在不明となったのも理解できる。

　けれど結局、手紙の意図は不明のままだ。私の運命とは、何なのだろう。

「ボクとしてはさー、キミに聞いてみたいことがあるんだけど」

「え、何ですか？」

「ツカサに話を聞いたよ。最適な戦闘記録のインストール、だっけ」

「はい。リング……指輪からそう聞いてます。私が戦えるのは、それがあるからだって」

「何で誰も疑問に思わないかが不思議なんだけどさ」

　英雄はにんまりと笑い。




「戦闘記録を読み込んだインストールしただけで、その行動を真似できる訳ないよね？」




　そう、言い放った。

「……え？」

「例えばさ。ツカサの戦闘に関する記録を読み込んだとして、キミは殴って地面を割れるかな？」

「……いえ、無理だと、思います」

「だよね。筋力とか持久力とか、再現するのには十分な肉体スペックがいる筈はずなんだ」

「それ、は……」

　そうだ。例え料理の作り方が分かったとしても、重い鍋を振る筋力が身に付く訳ではない。

　体の動かし方が理解できても、体が着いて来ないはずだ。

　人を蹴って飛び上がったり、宙返りをしたり、身を低くして走ったり、出来る筈がない。




　私はなんで、戦闘行動を再現出来るのだろう。




「あー。その感じだと自分でも気が付いてなかったのかな」

「……はい。今、初めて自覚しました」

「ま、キミの中では出来て当たり前な事だろうし、普通は意識しないんじゃない？」

　けらけらと笑うリュウゲジマコトさん。いや、あまり笑い事じゃないんだけど。

　これじゃ結局、余計に分からなくなっただけじゃないか。

　黒髪、黒瞳、多すぎる魔力に、備わっていない制御力。それに加えて、不自然に高すぎる身体能力。

　私は、一体何なんだろうか。

「ま、あれだよね。詳しい事を知りたいならアレイを見つけるんだね」

「カツラギアレイさんですか……」

　十英雄の一人。『疾風迅雷ヴァンガード』のカツラギアレイさん。

　絵本ではあまり描かれていないからよく知らないけど、あのぶっ飛んだ空中機動をしている最弱の英雄さんか。

「そうそう。ボクに手紙を出すように頼んだのも、前騎士団長と交流があったのもアレイだからね。なにか知ってるとしたらアレイしか居ないんじゃないかな」

　なるほど。つまり、カツラギアレイさんを捕まえれば今度こそ答えが出るのか。

「でも確か、今は行方不明ですよね？」

「だねー。どうせどっかで人助けしてるんだろうけど」

「そうですか……」

　まぁ、一歩前進したと思おう。次の一歩が果てしなく遠いけど。

「まずはカノンに相談するのがいいんじゃない？　アレイ探しのプロだし」

「カツラギカノンさんですか？」

「そうそう。伊達だてに妹やってないからね、彼女」

「そうですか……そうしてみます」

　とりあえず行動指針がまとまった。カツラギカノンさんと、一度ちゃんと話をしてみよう。

　あの美女とお話するのは楽しそうだし。

「……ふうん。やっぱ面白いね、キミ」

「え、はぁ。それはどうも？」

「行動に迷いが無い。アレイみたいだ。好感が持てるね」

「ええと…ありがとうございます」

「うん。頑張ってね、『夜桜幻想トリガーハッピー』さん」

　じゃあね、と手を振り去っていく。何だか一方的に話された印象が強いけど、色々聞けて良かったとは思う。

　自分が何なのか更に分からなくなったけど……また今度考えよう。

　とりあえず。まずは王城に行かなければならない。

　主にカツラギアレイさん捜索と、二つ名の撤回の為に。










第二十五話「レギオン」




「てな訳で王城に行ってくる」

「またんかい」

　さっそく王城に向かおうとしたところ、グラッドさんに後ろ襟を掴まれてまた猫みたいにぶら下げられた。

「あによ。離せっての」

「お前、前触れも無く王城に乗り込んだら捕まるからな？」

「るっさいわね。大丈夫よ、向こうも私の顔知ってるから」

「大丈夫じゃねえよ。何でそんなに喧嘩腰なんだ？」

　何でって。聞くか、それ。

「……あのねぇ。毎回毎回たらい回しにされた挙げ句、次は行方不明者の探索よ？」

「気持ちは分かるが落ち着け。王城には俺が話つけとくから、行くなら明日だ」

「ちっ。わあったわよ」

　舌打ちすると遠巻きに見ていた冒険者達がびくっと震えた。なんなのよ、まったく。

「お前……年頃の娘が取っていい態度じゃねえぞ？」

「いや、今思い出したけど、昼ごはん食ってないのよ私」

「それならオウカちゃん、これをどうぞ」

　ニコニコ笑顔のリーザさんからが何かを口に突っ込んできた。

　……んぐ。これ、アップルパイか？　おぉ、美味しいなこれ。

「お腹すくだろうなと思って用意しておいたの」

「はひはほひーははんありがとリーザさん」

「周りが怖がってるから、もう少しおしとやかにね」

「ごくん。はーい」




「……おい、見たか、収まったぞ」

「……ああ、猛獣使いみてえだな」

「……うわ、こっち見たぞおい」

「……こわ、おい早く行こうぜ」




　聞こえてっぞお前ら。失礼な。

「つーか冒険者が小娘一人にびびってんじゃないわよ」

「黙れ二つ名持ち。お前の危険度は魔物以上だ」

　真顔でなんてこと言うんだこの人。

「リーザさん。とても傷付いたのでアップルパイおかわり」

「はいはーい」

　再度、餌付け感覚でアップルパイを突っ込まれる。

　これうまー。リンゴの甘酸っぱさがちょうどいい。

　はぐはぐ。




「……いま何か食い物もってたっけ」

「……あぁ、干し葡萄ぶどうならあるが」

「……俺ちょっと何か買ってくるわ」




　もぐもぐ。はぐはぐ。




　しばらく周りから与えられる物をひたすら食べていた。

　最後の方は何かどよめいてたけど、美味しかったからなんでもいいや。

「でさ。今日は何かお仕事ある？　お城行けないなら用事が無いのよ」

「んー……何かあったかな……ちょっと待っててくださいね」

　受付下の依頼書の束を捲って、中を確認してくれた。

「えーとですね。討伐依頼と配達依頼がありますね」

「討伐依頼？　なにの？」

「街道沿いの林でゴブリンの群れが出たらしいですね。七匹まで確認されてるみたいです」

「ふうん……行ってこよっか？」

　ゴブリンが七匹くらいなら今の私ならたぶん狩れると思う。無理そうだったら飛んで逃げたらいいし。

「あのなぁお前。普通はパーティーで受ける仕事だからな？」

「だって、こんな時間まで残ってるって事は受ける人がいなかったんでしょ？」

　それに、街道沿いなら通行量多くて危ないし。行ける人が行った方が良いでしょ。

「まぁ、確かにそうだが……頼めるか？」

「あいあい。無理そうだったら逃げるけどいい？」

「あぁ、その判断は任せる」

「んじゃ行ってくるね」

　とりあえず空から様子見してみよう。上からの方が危険は少ないし。




　※




　王都から飛んできたのはいいんだけど。さてさて、街道沿いの林ってどの辺りなんだろ。

　町の外に出たことってほとんど無いし、あんまし道知らないんだよね。

　ふむ。こういう時は聞くのが一番だわ。

「リング、ゴブリンを検索。頼める？」

「――了解：検索サーチ……ヒットしました。マップを展開します」

　お、出た出た。この赤い点がゴブリンだよね。

　あれ、でも何か、二十匹越えてないかこれ。七匹って話だったんだけど。

「――警告：群れに統率個体がいます」

「え、なにそれ」

「――上位種、ゴブリンロードです。攻撃魔法や強化魔法を使用します。

　――また、規模がゴブリンの軍団レギオンに発展しています。撤退てったいを推奨すいしょう」

　軍団レギオン。それって確か騎士団が総出で討伐するような大きな群れじゃないっけ。

　普通の冒険者がどうこうできるもんじゃない、災害レベルの脅威きょういだって聞いたことある。

　さすがにそんなもん、私一人でどうにかできるなんて思えない。

「うわ、やっば！　一旦帰ってグラッドさんに報告する方が……あれ？」

　視界の端に見えるマップの赤い点の進行方向に、緑の点が幾つか。

　これってもしかして。

「ねぇリング。マップの緑色ってさ」

「――確認しました：行商の馬車のようです」

「……逃げ切れる？」

「――否定ネガティブ：速度が足りません。追い付かれます」

　……たぶんだけど。女神様は私の事が嫌いなんだと思う。

　毎度毎度、なんでこうタイミングが悪いかな。

「……はぁ。リング、行商隊が避難するまでの時間を作るよ」

「――了解：三十分程で完了する見込みです。

　――Sakuraサクラ-Driveドライブ Readyレディ.」




「Ignitionイグニション」




　桜色の魔力光を曳ひいて、進路変更。ゴブリン達を目指し、空を行く。

　撃退は無理でも、時間稼ぎ程度なら問題ないはずだ。

「見えた。ゴブリンロードってあのでかい奴？」

「――肯定ポジティブ：統率個体です」

　視界の先に佇たたずむのは、オーガ程では無いけれど巨大な体躯たいくの魔物。大きな棍棒を手に、凄まじい形相ぎょうそうで走っている。

　ゴブリン達を包む黒い魔力光の源は、アイツか。

　それにアイツら、弓を持ってる。攻撃魔法も来るとなると飛ぶより降りて走った方が良いか。

　さてさて。団体さんとの戦いは実践したばかりだし、全力で足止めしてやろう。




「さぁ、踊ろうか」




　ブースターを最大加速。高度を落とし、地面と平行に飛ぶ。

　途中でブースターから銃弾に切り替え、地面と水平に吹き飛びながら連続で発砲。

　ゴブリンロードの胸元に魔弾を叩き込み、すぐにブースターに切り替えて交差する。

　振り返って確認してみると、どうやら全然効いてないようだ。どんな筋肉してんだアレ。

　着地後、すぐに駆ける。アイツは手強い。周りの奴らから潰すか。

　地面を蹴って飛び、試しに頭上から魔弾を発射。

　こちらは狙い通り普通のゴブリンの頭を潰せた。

　よし、やっぱりこっちは一発でいける。

　確認後に即座に跳ね飛び、空中でブースターを使って方向転換、別の個体を狙って銃弾を撃ち込む。

　しかし、その魔弾は剣で弾かれた。次弾を叩き込んで仕留めながら認識を改める。

　強化魔法、面倒だな。ゴブリンなのに一匹一匹が強い。

　足を止めた私に向かってゴブリンロードが巨大な棍棒を振り下ろす。だが、遅い。

　加速して跳躍ちょうやくすると、眼下のゴブリンが巻き添えになって縦に潰れた。

　やっぱり力も強いのか、このデカブツ。オーガ程じゃないけど捕まったら死ぬな。

　ならば。




　神経を尖とがらせる。魔力を全身に回す。

　ありったけを注ぎ込んで、私は加速する。

　もっと速く。もっともっと速く。




　薄紅色が消える間も無いほどに速く、駆け抜ける。




　撃つ。

　走って撃つ。

　殴って撃って跳んで。

　加速して蹴り飛ばして撃って。

　回る。蹴り飛ばす。加速して、撃つ。

　ブースターで再加速、撃つ、殴って撃って回避して。




　笑う。




　視界の端を過よぎる黒い髪。薄紅色が世界を染め上げる。

　撃ち抜く。銃弾を浴あびせる。乱射する。連続した発砲音に招かれて鼓動こどうが跳ねる。

　あぁ、楽しい。笑いが止まらない。

　くるりくるりと回りながら。くらりくらりと酔いながら。

　いまはただ踊っていたい。この時間を、楽しもう。




　遠くから味方ごと射貫いぬこうと、私に向かって放たれた十七本の矢。

　その全ての軌道を見切り、ふわりと廻まわって躱かわしていく。

　地を蹴って、ブースターで加速して、その勢いを殺さずに低空に躍おどり出る。

　竜巻のように回転しながら突き進み、周囲のゴブリンを全て撃ち抜くまで廻まわる。

　回転の勢いを保ったまま着地、黒髪を靡なびかせながら地を滑る。

　両手を伸ばして狙いを定めた先にはデカブツの膝ひざ。二発纏まとめて撃ち込むと、その体が一瞬止まった。

　加速して背後に回り込み、背中に向けて連続射撃。衝撃に耐え切れずにゴブリンロードが地に膝ひざを着いた。

　即座に桜色の魔力光を纏まとって滑り込んだ先は、ゴブリンロードの懐ふところ。

　ブースターを使用しながら両足で顎あごを蹴り上げ、仰け反った体に乱射。

　数は八、全弾命中。

　敵の悪足掻わるあがきの攻撃をブースターで回避、着地後すぐに跳ぶ。

　巨大な目玉。生物の弱点に左右の銃口を突き付けた。




「くたばれ、デカブツ」




　連なる咆哮。密着からの連続射撃。

　鼓膜こまくを揺るがす悲鳴を上げたかと思うと、ゴブリンロードはそのまま仰向けに倒れ伏した。

　周囲を目視確認。動くものはもう、見当たらない。

「リング。魔力反応は？」

「――否定ネガティブ：周囲に敵性反応はありません」

　報告を聞き、ホルダーに拳銃を戻す。森から零こぼれ落ちた木の葉の舞う中、薄紅色が緑に紛れて消えていった。




　戦闘の余韻よいんに浸ひたりながら、ちょっとだけ自分に引く。

　笑いながら拳銃ぶっ放ぱなすって、だいぶアレだな。

　でもなんだろーなー。何か、怖いとかの前に楽しいって思っちゃったんだよなー。

　痛いのも嫌だし、無駄に戦うのも嫌いなんだけども。一度始まると歯止めが効かないんだよね。

　……しっかしまぁ、時間稼ぎのつもりがかなり暴れちゃったな。またグラッドさんに怒られるかなこれ。

　うぅ……最近ぶらーんてされるのに慣れてきた自分が嫌だ。

　とりあえず、ゴブリン達から討伐証明用の犬歯を切り折りながら、どう言い訳するか考えよう。










第二十六話「行商人から見た物語」




　俺は行商をしいてるしがない商人だ。

　今回も鉄製品を町で売りさばいて、麦や織物おりものを仕入れて仲間と一緒に王都に帰るところだった。

　そこそこの儲けになったから、帰ったら一杯やるかと仲間たちと談笑していた時だ。

　仲間内の一人が背後を見てこう叫んだんだ。

　ゴブリンロードだ、ってな。

　あぁ、軍団レギオンだ。詳しい数は分からないが、酷い土煙と一際でかいボスが見えた。どうやら俺達を狙ってるらしい。

　もうダメだと思ったね。

　ゴブリンロードが率いる軍団レギオンは足が早い。荷馬車なんて全力で馬を駆けさせても、一時間もしないで追い付かれちまう。

　それでもほんの少しの希望を頼りに必死で逃げてた時だ。

　後ろの方から桜色のものが飛んで来たんだ。

　それが何か分かった時、俺は目を疑ったね。鳥でも魔物でもない。人だったんだ。

　桜色に光る黒髪の女の子が空を飛んでやがった。




　その内、仲間の一人が最近王都で噂になってる奴だと騒ぎだした。

　その冒険者は背が小さいが腕が良く、先日流通に乗ったオーガもソイツが一人で仕留めたとか。

　いや、俺も正直眉唾まゆつばもんだって思ったよ。

　オーガなんて騎士団が総出で仕留めるような魔物だ。それを一人で討伐するなんて、話を盛るにも程がある。

　だがソイツは、何をしたと思う？

　こっちをちらっと見た後、そのままゴブリンロードに突っ込んで行ったのさ。

　それを見て、俺達は必死で馬を走らせて王都に向かったんだ。




　悪いとは思った。すまないとも思ったさ。一人で囮になってくれた女の子に、心の中でいくらでも謝った。

　でも、俺達だって死にたくない。女房と子どもがいる。

　そうだ。俺たちは我が身可愛さに女の子を見捨てて逃げ出したんだ。

　王都についた俺達は真っ先に門番の所に向かった。

　ゴブリンの軍団レギオンがこっちに向かってる。すぐに兵を出してくれってな。

　門番は慌てて城に走っていって、周りにいた冒険者達もすぐにギルドに向かってったよ。

　ギルドの動きは早かった。

　俺達の話を聞いた冒険者が走っていった十分後には、すごい数の冒険者が街門に揃そろっていた。

　囮になってくれた女の子は冒険者ギルドで人気な娘らしい。みんな死を覚悟した顔で、嬢ちゃんを助けるんだって叫んでた。

　凄いよな。あいつらはいつでも死と隣り合わせで生きてる。

　そりゃあ俺達だって死に物狂いで物を売ってるが、あいつらには到底敵かなわないよ。

　それでな、時間がないからって騎士団を待たずに飛び出そうとした時だ。




　黒と薄紅色の何かが空から降って来たんだ。




　いや、もう分かってんだろ？　そうさ、囮になってくれた嬢ちゃんが戻ってきたんだ。

　生きていてくれた。何とか逃げ延びてくれたんだ。

　俺達みんなが駆け寄っていくと、かなり疲れた様子で肩を落としていた。

　ただ、その時は怪我がない事に驚いたね。

　服に血が付いちゃいたが、それは全部返り血だったんだ。

　だがよ、さらに驚く事があったんだ。

　嬢ちゃんが冒険者ギルドのマスターに近寄って、こう言ったんだよ。




　ゴブリンの軍団レギオンを討伐したけど、ロードの討伐部位は犬歯で良かったか、ってな。




　あぁ、俺たちも耳を疑ったね。

　俺たちが王都に返り付くまでの間に、あの数のゴブリンと上位種のゴブリンロードを倒したってんだから。

　でも革の小袋に詰まった大量の犬歯と、一際大きな犬歯を見せられたら納得するしかないだろ。

　次の瞬間、その子は冒険者ギルドのマスターに後ろ襟を捕まれて連行されてったよ。

　周りの連中の騒ぎ方と言ったらもう、酷かった。

　子どもみたいに喜んで、そのまま肩を組んで酒場に行きやがってな。

　俺達も馬鹿みたいに笑いあって、冒険者の連中と一緒に酒場で馬鹿騒ぎしたよ。

　その時知ったが、あの嬢ちゃん二つ名持ちらしくてな。

『夜桜幻想トリガーハッピー』っていうらしい。

　英雄と同じ長い黒髪に薄紅色の魔力光だろ？　夜桜幻想ってのはぴったりの二つ名だと俺は思うね。

　トリガーハッピーってのはよく分からんが、嬢ちゃんのおかげで死人どころか怪我人も無しで、みんなハッピーなのは間違いないしな。

　ははは、遅れてきた騎士団の連中のぽかんとした顔が忘れられないよ。

　そうそう、後ろ襟を捕まれてぶら下げられてって言ったが、それは冒険者ギルドじゃ名物芸らしい。

　その時に嬢ちゃんに食べ物をやると運が向いてくるんだとよ。

　俺も今度礼を言いに行くとき、食い物もって行ってみようと思う。




◆視点変更：オウカ◆




「お前……いくらなんでも目立ちすぎだ。事情を知った副騎士団長が苦笑いしてたぞ」

　現在、後ろ襟を掴まれたままお説教されている。

　いやね、うん。なんて言うかさ。今回は私もやりすぎたなーとは思ってる訳で。

　最初はほんとに時間稼ぎのつもりだったんだけどなー。

　何か戦ってるうちに、そんなん忘れちゃってたと言うか。

「……反省してます。ごめんなさい」

　とりあえず、謝っておいた。冒険者のみんなにも心配かけちゃったみたいだし、後で謝っておこう。

「そうか。だがまぁ、お前のおかげで怪我人も無くゴブリンの軍団レギオンを潰せたのは事実だ。みんな感謝してるぞ」

「うぅ……追い討ちはやめてぇ……」

　今はその優しさが辛い。

「オウカちゃん、お疲れ様。パンプキンパイ食べる？」

「……たべぅ」










第二十七話「人探し」




　昨日は意気消沈したまま宿に戻り、お風呂に入ってすぐにベッドに潜り込んだ。

　なのに、まだ眠い。うーん。昨日大暴れしたからかなー。

　昼まで寝ていたいところだけど、生憎今日は用事が入っている。

　王城に行って、カツラギカノンさんと話をしなければならないのだ。

　うにゅ……ええい！　さっさと顔洗って歯を磨いて、着替えちゃおう！




　※




　王城に向かう前に、一応グラッドさんに確認を取るためにギルドに立ち寄ってみた。

　スイングドアを開くとギルドにいた冒険者達が一斉にこっちを見たので、とりあえず手を振ってみる。

　すると、何かひそひそ話を始めやがった。

　おいこら。なんなんだ。

「おう、オウカ。許可は出てるから大丈夫だぞ」

「あ、グラッドさん、おはよ。ねー、あれなに？」

　冒険者の塊かたまりを指さす。あんだけ露骨ろこつにされるとあまり良い気はしないんだけど。

「あー、あれな。何て言うか……まぁ、お前の味方だから気にするな」

「はぁ？　訳分かんないんだけど」

「……ちなみにお前、好きな食い物とかあるか？」

「何よいきなり。何でも好きだけど、甘いものと肉かなあ」




「……甘いものか」

「……肉串の有名店が広場に」

「……大通りで美味いケーキを出すと評判の店が」




「あぁいや、リーザが知りたがっててな」

「リーザさんの料理は何でも好きよ？」

　料理上手だし。それに、美人さんだし。

　リーザさんの手料理ってなんか得した気分になるんだよね。

「お前それ、本人に言ってやれ」

「ん。とりあえず、王城行ってくる」

「おう。問題を起こすなとは言わん。出来るだけ穏便に済ませてこい」

　真面目な顔で酷いこと言ってんな、おい。私はいつでも穏便に済ませようとしてるわよ。

　トラブルの方から向かってくるだけで。

「なーんか引っかかる言い方だけど、いいわ。行ってきまーす」

　まぁ、気にしない方向でいくか、うん。




　※




「……おいお前ら、行ったぞ」

「ギルマス、ナイス！」

「よく聞いてくれた！」

「お前ら、常備できる甘いものの選出を急げ！」

「俺は焼き菓子の店に行ってくる！」

「……お前らな。仕事しろ、仕事」




　※




　顔馴染なじみになった兵士さんに挨拶あいさつして、そのまま中に通してもらった。長い廊下をまっすぐ進んで前回通された部屋に着く。

　コンコン、とノックするとすぐに返事が返ってきた。

　扉を開くと中には黒髪の美女、もといカツラギカノンさんが優雅ゆうがに座っていた。

　うむ、相変わらずの美形だわ。良きかな良きかな。

「どうも。先日ぶりです」

「はい、お元気そうで何よりです。噂は色々聞いてますよ」

「うわ、そうなんですか……でまぁ、早速なんですけど。カツラギアレイさんが今何処どこにいるか知ってますか？」

「知りません。と言うか、恐らく誰にも分かりません」

　少し温度の下がった声で、きっぱりと断言された。

　え、なに。なんか地雷踏んだか私。

「えっと、そうなんですか？」

「今まで何度も探知魔法を試して貰っていますが、通常時は保有魔力量が少な過ぎて探知できないらしいです。

　加護使用時は探知に引っ掛かるようですが、使用後はすぐに移動しているようで……冒険者を向かわせても空振りに終わっていますね、はい」

　うっわ。目が怖い。顔は笑ってるのに目がめっちゃキレてる。

　瞳が光を全く反射してなくてマジ怖い。

「なるほど。探すのが大変そうですね」

「逆に何か分かったら教えて頂けますか？」

「分かりました」

　……あ。そう言えば、試してない方法がひとつあったな。

「えーと、ちょっと待ってもらっていいですか？」

「はい？　えぇ、構いませんが」

　部屋の隅に待避たいひ。完全に忘れてたけど、リングなら探せるかもしんない。折角だし試してもらおうか。

「リング。検索、カツラギアレイさん」

「――検索サーチ……ヒットしました：ゲルニカ最北端です」

「おぉ、さすが。ってか、ゲルニカかぁ」

　ゲルニカはユークリア王国から遥か北にある魔族の大陸だ。王都からだと数ヶ月以上かかるし、探しにいくとなるとかなり大変だな。

　とりあえず、カノンさんに教えておくか。

「カノンさん、なんかゲルニカの最北端にいるみたいなんですけど……何とかなりますか？」

「ゲルニカ？　どうやって……いえ、それよりもそれは確かなんですか？」

　怪訝けげんそうな顔をされた。まぁ、そうだよね。そんなお顔もまた美人で良き良き。

　ただその濁にごった目はやめてくんないかな。割とマジで怖いんで。

「恐らくは。今まで外した事がないので」

「分かりました……ところで、他の人でも探せますか？」

「経験上、亡くなってる方以外は大丈夫だと思います」

「念の為にコダマレンジュの捜索もお願いできますか？」

「――検索サーチ……ヒット：ゲルニカ最北端。カツラギアレイと共に居ます」

「あー。カツラギアレイさんと一緒に居るみたいですね」

　ピシリ、と。空気の凍りつく音が、聞こえた気がした。

「……ふふふ。なぁるほど？　やはりまだ一緒に居ましたか。ふふふふふふふふ」

　え、なに、こわっ!?　目が完全にやばいんだけど！

「……あの？」

「失礼。少し取り乱しました」

　いや、少しって……背筋が凍ったわよ、いま。

　英雄の中でもこの人はマトモだと思ってたのに。何か裏切られた感じだ。

「さて、突然で申し訳ありませんが、私はこの後カエデさんと一緒にお兄様を迎えに行こうと思います」

「あ、じゃあ上手うまくいったら教えてください」

「ええ、喜んで。ではまた」

　スカートの裾すそを摘つまむ貴族風の礼をして、すたすたと行ってしまった。

　触らぬ神に祟たたりなし。私も帰るか。




　※




　王城から帰る途中、色んなとこから視線を感じた。けど、振り返ると決まって目をそらされる。

　なんなのよ、まじで。

　なんか特に冒険者っぽい人が見てくる気がする。ただ見てくるだけで害は無いけど、めっちゃ気になるなー。

　うーん。問い詰める訳にもいかないし、どうすっかな。

　……まーいいや。ギルド行けば視線も減るでしょ。




　※




「おう、お疲れさん」

　がしっ！　ぶらーん。

「でぇい！」

　げしっ！　ぽとっ。

　後ろ襟を掴まれたので腕を蹴り上げると、そのままぽすんと落とされた。

　よし。いつまでもやられてばかりの私じゃない。ざまあみろ。

「いきなり掴むなっつってんでしょうが」

「毎度やらかすお前が悪い。つうか今度は何をしでかした？」

「失礼な。何もないわよ」

「……なに？　本当か？」

「本当よ」

「お前、成長したなあ」

　なんかしみじみと呟つぶやかれた。ほんと失礼だなこの強面こわもてマッチョ。

「どういう意味よ、全く……あ！」

「なんだ、どうした？」

「いや……二つ名の話するの忘れてた」

「あぁ、なるほど。だがもう遅いと思うんだがな。ほれ」

「あん？　あによ」

　渡された紙を見てみる。なんだこれ、新聞かな？

　そこには見出しにデカデカと。

「新たな英雄！　『夜桜幻想トリガーハッピー』とは!?」と書かれていた。私の似顔絵付きで。

　ぐしゃり、と新聞を握りつぶす。

「……ぶっころ」

「リーザ！」

「はいはい！　新作のハニーシフォンケーキ、召し上がれ！」

　無理やり口に突っ込まれた。

　うわ、美味しい。すごいこれ、ふわっふわなのにとろける！

「これは革命だわ……！」

「はーい。たくさんあるからいっぱい食べてね」

「リーザさん超愛してる」

　……もっきゅもっきゅ。

　…………もっきゅもっきゅ。

　………………もっきゅもっきゅ。

「……おいリーザ。一応新聞社に一報入れておけ。あいつ、何かやらかすかもしれんからな」

「予想通りの反応だったので、既に連絡してあります」

「さすがだな」

「ふふ。それにオウカちゃんの好みも分かってきました」

　なんか言ってるけど、美味しいからどうでもいいや。

「……食ってるな」

「……ああ、凄い勢いで食ってるな」

「……俺も娘がほしいなあ」

「……分かる」

　うまうま。










第二十八話「幕間・救国の英雄達」




◆視点変更：カツラギアレイ◆




　轟とどろく龍の咆哮ほうこうに空気が揺ゆれる。ただの一声で大気中の魔力が荒れ狂う。

　咄嗟とっさに腕で顔を庇かばうが、風圧で体が少し退しりぞけられた。

　こちらの隙を突き、奴が翼を拡げる。不味まずい、空に逃げられる。

「蓮樹れんじゅ！」

「ほいほーいっとねっ!!」

　岩陰から飛び出した蓮樹れんじゅがふわりとした長い黒髪を靡なびかせ、瞬きにも満たない時間でドラゴンの右翼を斬り飛ばす。

　バランスを崩し、その場に倒れ伏すドラゴン。地響きと共に凄まじい砂煙が舞い上がった。

　好機。ここで決める。

「起きろ、『神造鉄杭アガートラーム』！」

　蒼い魔力光を纏まとい、右腕に顕現けんげんする俺の相棒。

　銀色の手甲。肘から手の甲まで張り出したリボルバーと、それに連動した巨大な鉄杭。

　肩から背面にかけて並んだ噴出口ブースター。




『神造鉄杭アガートラーム』

　女神が俺に寄越した最高に使い勝手の悪い加護相棒。




「行くぞ……！」

　背部のブースターを噴かし、空中に飛び出す。全速全開、出し惜しみ無しだ。

　視認が難しい程の恐ろしい勢いで景色が背後に吹っ飛んで行く。

　ビルみたいにデカいドラゴンの姿が急速に近付く。




　――『装填セット』




　聞きなれた機械音声が告げる中、龍が口を開き空気を吸い込みだした。広範囲にわたるブレスの前兆。それに対して背部のブースターを起動し、真上に向かって直角に跳ね上がる。

　直後、眼下を炎が埋め尽くした。あんなもの、当たったら一堪たまりもない。

　だが。




　――『神造鉄杭アガートラーム：魔力圧縮完了トリガーオン』




　ドラゴンのブレスは強力だが、一度吐いてしまえば二度目までに時間がかかる。

　斜め下に爆発加速、撥はね飛ばされたようにドラゴンに向かって突っ込んだ。

　悪いが、こっちも余裕は無い。すぐに終わらせる。




　――『裁きのアガートラー鉄杭ムバンカー：Readyレディ?』




「くれてやる！　全弾持って逝いけぇっ！」

　爆発推進によって加速する。狙いはドラゴンの翼の付け根、背中の中心。

　巨大な鉄杭が突き刺さると同時、俺の相棒は龍種の咆哮ほうこうに勝る程の轟音を続け様に打ち鳴らす。

　六連の激音は果たして、龍を背中から撃ち貫いた。

　反動で弾き飛ばされる。受け身を取るが、勢いを殺せず地面を転がった。

「ぐ……いってぇな、おい」

　起き上がりながら空になった薬莢やっきょうを排はい出しゅつ。ガラガラと落ちながら消えていく魔力製の薬莢やっきょうたち。

　リボルバーを元に戻すと、再度『装填セット』の声が響いた。

「ちょっとアレイ、大丈夫かなっ!?」

「おう……生きてるぞ」

「ほらほらっ!!　次が来るよっ!?」

「くそったれ、休む暇もありゃしねぇ」

　飛んできた火球から逃げるためにブースターを起動、空中に躍おどり出る。

　あいつらは賢い。飛べば一方的に攻撃出来ると理解している。

　たかがデカイ蜥蜴とかげの癖に生意気な。

　届かないというのであれば、ただ距離を詰めるのみ。

「蓮樹れんじゅ、下は任せた！　空は俺が叩く！」

「あいあいさっ!!　死なないでねっ!?」

「お前もな！　さぁ、やるぞ！」




　魔王国ゲルニカ最北端、龍の谷。

　ここを抜けた先に、あの少年の母親を救う薬草がある。

　引き受けるんじゃなかった。ただひたすらに怖い。

　ドラゴンなんて見るのも久しぶりだし、単純にデカいだけでも恐ろしい。

　しかも奴らは空を飛び、炎のブレスを吐き散らす。

　そんな化け物どもなんて、出来れば関わり合いになりたくない。

　だが、子どもが泣いていた。

　幼い子どもが、助けて欲しいと、自分に出せるありったけの銅貨を差し出して。

　引けない理由ができた。ならば俺は、ただ前に突き進むしかない。

　元より他に選択肢など無いのだから。




　地上は蓮樹れんじゅに任せておけば問題無い。

　アイツは世界最強の一人だ。魔王と渡り合ったアイツならドラゴン程度なら簡単に討伐できる。

『韋駄天セツナドライブ』。

　地を蹴る度に加速し、任意の摩擦まさつを無くす加護。音速を越える蓮樹れんじゅを捉とらえられる者などいない。

　問題は、空だ。飛んでいるドラゴンを相手取るにはこちらも空を飛ばなければならない。

　蓮樹れんじゅがどれだけ速かろうが、空を飛べない以上、攻撃が届かないのだ。

　だとすれば、俺がやるしかない。仲間内で最弱の俺が、頑張るしかないのだ。

　ちくしょう。もう少し、楽な生き方をしたいものだ。

「アレイ!!　薬草あったよ!!」

「採取は任せた！　俺はこいつを、撃ち貫く！」

　轟音。連動して打ち出される巨大な鉄杭。

　ドラゴンの咆哮ほうこうか、『神造鉄杭アガートラーム』の咆哮ほうこうか、既に区別が着かない。

　もう何匹墜おとしたのかすら分からないが、ただひたすら前へ進み続ける。

　どうせこれしか出来ないのだ。出し惜しみはしない。

「こいつも、もっていけ！」

　轟音。また一匹、地に墜おちた。

　だがそろそろ不味まずい。俺の魔力は元々常人より少ないんだ。

　節約してはいるが、いい加減底をつく。

　まぁ、元から行きの分しか考えていなかったからな。当然と言えば当然か。

「蓮樹れんじゅ、その薬草を持って先に戻ってろ。俺はこいつらを足止めする」

「はぁ!?　アレイ、魔力尽きそうでしょ!?　どうやって帰るのさっ!?」

「頼む。約束したんだ」

「……全速力で戻って来るからっ!!　絶対生きててよっ!?」

「あぁ、約束だ。約束は、守るさ」

　虚勢きょせいを張る。負傷した左腕が焼けるように痛む。

　約束。それは、果たさなければならないもの。

　ならば俺は、死の間際まで足掻あがいてやろう。

　俺の命は安いだろうが、約束は重い。簡単には死んでやれない。




　覚悟を決めろ、葛城阿礼かつらぎあれい。生き残れ、約束を果たすために。

　たとえこの身が朽くちようと、約束は果たさなければならないのだから。




　歯を食いしばって立ち上がった時。

「……お兄様、またですか。いい加減にしてくださいませんか？」

「本当に変わりませんねぇ、貴方たちは」

「ふはははは！　古いにしえの蜥蜴とかげどもよ！　我が闇の魔力の前に平伏ひれふすが良い！」

　不意に背後から聞こえた懐かしい声。視線を向けると、逆光の中に見慣れた人影が三人分。

　救国の英雄達が、そこにいた。

　その頼もしい姿に脱力し、体が傾かしぐ。

「……は。なんだ、やっぱ俺の事好きだろ、あんた女神」

「アレイっ!?　ちょ、おーいっ!?　まだ寝ちゃダメだってばっ!?」

　ふらりと。意識が遠のく中、仲間たちの懐かしい声が聞こえる。

「蓮樹れんじゅさん、魔力欠乏けつぼうで昏睡したんだと思いますよ」

「……うわっ!?　キョウスケっ!?」

「うふふ。今回は逃がしませんよ？」

「カノンちゃんもっ!?　なんで居場所がバレたしっ!?」

「ふはははは！　来たれ怨嗟えんさの烙印らくいん！　其そは悠久ゆうきゅうの煉獄れんごくなり！　ダークメテオフォォォォォォォルッ！」

「カエデちゃんまでっ!?」

　高笑いと共に聞こえる魔法詠唱。次いで、『白色の光の塊』が降り注ぐ光景。

　さすが最強の魔法使い、相変わらずぶっとんでるな。

「うわおっ!?　カエデちゃんは今日も絶好調だねっ!?　ドラゴンが虫みたいに落ちてくよっ!?」

「とりあえず、貴女はやるべき事があるのでは？　先に済ませて来ては如何いかがです？」

「アタシがいない内にアレイに変な事したらだめだよっ!?」

「するものですかっ！」

「んじゃ、いってきまーすっ!!」

　喧やかましいやり取りの後、俺の上半身が誰かに抱きかかえられた。

　薄うっすらとした意識の中で、それを感じる。

「全く……お久しぶりですね、お兄様。随分と探しましたよ」

　穏やかな妹の声を聴きながら、俺は意識を手放した。










第二十九話「お祭り」




　目を覚ますと、まだ早朝なのに街が騒さわがしかった。それにみんなの歓声が聞こえる。

　なんだろ。お祭りでもあるのかな。

　一階に降りると、いつもよりお客さんが少なかった。

　それなのにおかみさんはニコニコと上機嫌だ。

「おばちゃん、おはよー」

「あら、おはよう」

「なんかあったの？」

「それがね、二年間行方ゆくえ知れずだった英雄様が戻られたらしいのよ」

　おっと。もしかして、これはあれかな？

「それってカツラギアレイさんの事？」

「そうそう！　勇者様達が魔王を倒してすぐ居なくなって、一旦戻ったと思ったらまたすぐ旅にでちゃってねぇ」

　……それ、カノンさんから逃げただけじゃないかなぁ。何となく、あの人怖いんだよね。勘でしかないけど。

　でもそっか。戻ったって事はお城にいるのかな。

「それに騎士団長も戻られたらしいのよ。もう王都中でお祭り騒ぎよ」

「……騎士団長？」

　そう言えば会ったこと無かったけど、王都に居なかったのか。話の流れ的にこないだ検索したコダマレンジュさんかな。

　いや、そんな事よりも。お祭り騒ぎ？

「ね、おばちゃん。お祭りって事は、屋台がタダになったりする？」

「さすがにそれはないけど、いつもより安くはなるんじゃないかい？」

「おー！　それはいいね！」

　む、いや待った。おばちゃんの美味しいご飯と屋台のご飯、どっちを取るか。これは重大な問題だわ。

　うーにゅ……とりあえず、屋台を見て回って考えるか。

　うっし。そうと決まれば、まずはギルドに顔だしてみよう。




　※




　という訳で。いつもの冒険者ギルドにて。

「おはよーございまーす！」

「オウカちゃん、おはようございます。外の騒ぎの事は聞きました？」

　わーい、リーザさんだ。今日も美人さんだなー。

　なんか機嫌も良いっぽいし、良きかな良きかな。

「うん。英雄が帰って来たんだよね？」

「そうそう。騎士団長と、その騎士団長を武術大会で倒した英雄様です」

「……え、カツラギアレイさんってそんな凄い人なの？」

「凄いと言うか……うーん」

　腕を組んで唸るリーザさん。お胸が凄いことになってる。

　あ、こら、周りの男ども！　覗のぞき込むなっ！

「十英雄の一人、『疾風迅雷ヴァンガード』のカツラギアレイ。実質的に英雄達のリーダーだった男だ」

　奥からぬうっと出てくる強面こわもてマッチョ。グラッドさんが周りに鋭い視線を飛ばすと、周りが一斉に目を逸そらした。

　なんかアレだよね。グラッドさんってみんなのお父さんっぽいよね。

「グラッドさんおはよー。てかリーダーって勇者じゃないの？」

「いや、トオノツカサはコダマレンジュと並んで最強だが、リーダーではない。よく勘違いされているがな」

「ふーん。そうなんだ」

「……まぁ、お前とはある意味、話が合うと思うぞ」

　そっかー。まあ、多分近い内に呼ばれると思うし、急ぐ必要はないか。カノンさんも教えてくれるって言ってたしなー。

　それよりも、今は屋台だ。

「とりあえず私は屋台を回ってくる予定だけど、何か急ぎの仕事とかあったりする？」

「いや、特にないな。楽しんでこい」

「ふふふ。まかせて！　いってきまーすっ！」

　親指を立てて見せ、全力でギルドから駆け出した。




　※




　ギルドを飛び出して二時間。結構な数の屋台を回った。

　でもさすがに全部回るのは無理だわ。胃袋的に。

　しっかし、ワイバーンの肉があんなに美味いとは。て事はドラゴンはもっと美味しいんだろうか。興味が尽きない。

　食べ物系以外にもたくさん露店ろてんが出ていて、そこを冷やかしながら歩くだけでも楽しい。

　中々に珍しい物とか置いてあるし。宝石とか、魔道具とか、異種族の道具とか。

　まぁ、喋る指輪より珍しい物は無かったけどね。

「――不服申請：あれらと並べないでください」

「お。ごめんごめん。あんたはこの世界で唯一の相棒よ」

「――不服申請を取り下げます」

「あれ、なに、照れてんの？」

「――否定ネガティブ」

「にひ。あんた、どんどん人間っぽくなるわね」

「――不服申請」

　こいつも段々と変わってきたなあ。最初はお化けかと思ったけど。

　いや、今でも姿が見えないって所は一緒か。どうにかなんないのかね、これ。

　傍はたから見たら一人言になってるんだよねー。

「……あ。ねぇ、ふと思ったんだけどさ。マップを表示できんならあんた自身も表示できるんじゃない？」

「――肯定ポジティブ：可能ではあります。ですが、表示に適したデータが未作成です」

「お。そんなら今度作っといてよ。そっちの方が楽しそうだし」

「――了解致しました」

　ふむ、楽しみが増えたな。そういや声は中性的だけど、リングの性別どっちなんだろ。

　ま、それも見たら分かるか。早く見てみたいな。

　しかし、街のみんな、すごい楽しそうだ。

　英雄の帰還かー。うーん。なんだかなー。




　召喚された英雄、ってみんな簡単に言うけど、それって別の世界に住んでた人を無理矢理こっちに呼んだって事だよね。

　元の世界での生活とかあったと思うんだけど、その辺りどうなんだろ。

　本人達に聞いてみたい気はするけど、興味本意で聞ける話じゃないもんなー。

　私だったらどうだろう。

　いきなり別の世界に呼ばれて、さあ魔王を倒せ、とか言われたら。

　多分ぶちギレて暴れるな、うん。




　ホルダーに収めた拳銃、コキュートスとインフェルノを軽く叩く。

　この子達との付き合いも長くは無いけど、密度は濃い。随分ずいぶんとお世話になっている。

　この子達もリングみたいに喋しゃべれたら面白いのになー。

　……いや、流石に喧やかましいかな？

　とにかく、故郷を離れても私は一人のようで一人じゃない。

　リングがいる。コキュートスとインフェルノがいる。

　グラッドさんやリーザさんも気にかけてくれる。

　宿のおばちゃんも良くしてくれる。

　それは、繋がりだ。それをいきなり絶たれるのは、かなり辛いと思う。




　カツラギアレイさん。

　これだけ人がいる世界で、たった十人しかいない異邦人のリーダー。

　五年前。彼はこの世界に来て、何を思ったんだろうか。

　吟遊詩人の英雄譚たんのように勇ましく振る舞ったのだろうか。それとも。私の考えたように、ぶちギレたんだろうか。




　空を眺めると、白い雲が一つ、浮かんでいた。

　さっき買った串揚げをかじる。美味しい。

　英雄って、なんなんだろうなー。とか、なんとなく、考えた。










第三十話「今日もお城に呼び出し」




　お腹いっぱいでギルドに戻ったら、カノンさんから呼び出しを受けていた。

　前回同様、王城までてくてく歩いていく。

「ちわーす。また来ましたー」

　門番さんに挨拶あいさつ。最近よく来るのですっかり顔馴染みである。

「おう、オウカちゃん。今日はどうした？」

「カノンさんに呼ばれましたー」

「またか？　今回は何やらかした？」

「失礼な。何もしてませんよーだ」

　んべっと舌を出すと、にこやかに笑い返された。

「はは。すまんな。ほれ、いつもの部屋に行きな」

「はーい。んじゃまたー」

　お城の中に入ると、メイドさんがいつもの部屋に案内してくれた。

　お礼を言った後、コンコンとドアをノック。

　返事を待って中に入ると、いつ見ても美女なカノンさんがお出迎えしてくれた。

　今日は何だかいつもより機嫌が良さそうだ。いつもは格好いい美人だけど、今日はニコニコしてて可愛い。

　眼福である。ありがたや。

「……あの。何故拝おがむのですか？」

「あ、気にしないでください。それで、噂で聞きましたけどカツラギアレイさん見つかったんですね」

「ええ、お陰様でお兄様と再会することが出来ました。ありがとうございます」

「どういたしまして。良かったですね」

　うーむ。よほどお兄さんが好きなんだろうなー。今まで見たことも無いくらい機嫌が良い。可愛いなー。

「はい。レンジュさんに関しても、残念ながら一緒に帰還しています」

　あ、そこは残念なんだ。こっちは仲が悪いのかな。

「もうそろそろお兄様もいらっしゃると思いますので、もう少しお待ちください」

「……あの、ちなみになんですが、カツラギアレイさんってどんな人ですか？」

　なんかね。本とかで読んだ話と、色んな人から聞いた話で、だいぶ内容が違ってんだよね。

　間違って呼ばれた最弱の英雄だとか、英雄たちのリーダーだとか。

「お兄様ですか？　そうですね。誰よりも意志の強い方ですが、それ以外は普通です」

「普通？　英雄なのに？」

「はい。身体強化も上手く行えず、魔法も得意ではない。単純な能力的には一般の騎士団員と同程度でしょう」

「えーと。それ、大丈夫だったんですか？」

　言ってしまっちゃ何だけど、とても魔王討伐の旅に参加できるとは思えない。

　むしろよく生き残れたなー。

「ふふ。それがですね。これは私達英雄の全員の共通認識なんですが、リーダーはお兄様以外ありえないんですよね」

「……ごめんなさい、意味がよく分かりません」

「はい、皆さんそう仰おっしゃられます」

　んーむ。普通なのにリーダー？　謎かけかな。

　……よく分からん。会ってみたら分かるのかな。

「あら、噂をすれば。いらっしゃいましたよ」

　カノンが言った途端、ドアがノックされる。

　え。何で分かったの？　絨毯じゅうたんふかふかだから足音も無かったよね？　なんか怖っ。

「どうぞ。鍵は開いていますよ」

　ガチャリとドアが開く。さてさて、どんな人なのかな。

　視線をドアに向ける。そこには小柄でふわふわな黒髪の女の人と、その後ろに――




　カチリ。




　――自動認証：名称【魔王】の魔力を目視。

　――緊急シークエンス起動。

　――最優先事項を【生存】から【殲滅せんめつ】に変更。

　――対象の削除完了までリミッター限定解除。




　――Typeタイプ-0【killingキリング Abyssアビス】再起動します。




　――魔銃型デバイスを強制召喚。対象に向け攻撃を開始。

　――Type-2により弾丸が切断。攻撃失敗。

　――確実性を高める為に接近を施行。特殊戦闘術式へ移行。

　――Type-7による対物魔障壁を確認、排除不可。

　――Type-2による妨害を確認、排除不可。

　――Type-2により捕縛、行動不能状態。

　――Type-2、Type-7の上位命令執行を申請。

　――メインサーバーに接続……不可能判定。サーバーに接続できません。

　――単機での任務続行に切り替えを……

　――エラー発生。外部より無線接続。指示個体により命令系統の上書きを確認。

　――緊急シークエンス強制終了します。




　カチリ。




　気が付くと。私は地面に組み伏せられていた。

　……え？　なに、何で私取り抑えられてんの？

「オウカさん！」

「へ？　あ、はい。貴女のオウカです」

　焦ったようなカノンさんの声に反射的に答える。

「良かった。意識が戻りましたか」

「……意識？　はい？」

　なんだ？　何がどうなってんの？

「――オウカ：貴女はカツラギアレイを強襲しました。

　――コダマレンジュ、カツラギカノンの妨害により阻止、その後に私が命令系統を書き換えました」

「……強襲？　命令系統？」

　えっと……つまり、なんなの？

　訳が分からないまま、私は周りを見渡した。




　※




　コダマレンジュさんに取り抑えられたまま聞いた話によると。

　カツラギアレイさんが部屋に入ってきた途端、私が拳銃を抜いて攻撃したらしい。

　それをカノンさんの加護で防ぎ、コダマレンジュさんが私を組み伏せた、らしい。

　えぇ……何それ。全く覚えてないんだけど。

　でもそれ、本当なら私って相当危ない人じゃないか？

「あの、ごめんなさい。全く覚えてないです」

「呼び掛かけに反応もしていませんでしたし……洗脳系の魔法でしょうか」

　カノンさんが難しい顔で首を捻ると、その後ろから男の人が声をかけてきた。

「レンジュ。もう大丈夫だ。離してやれ」

　ボサボサの黒髪に無精髭ひげ、そして強い意志を感じる黒眼。

　右腕に銀の鉄甲のような物を装着したお兄さんが、私をじっと見ていた。

　懐かしむような、哀しそうな顔をして。

「お兄様、それはちょっと」

「大丈夫だ。理由は分かってるから」

「アレイ、離していいのっ!?」

「あぁ、構わん。説明する」

　後ろで掴まれていた腕を離され、改めて目線を上げる。

　なんだろ。初対面なのに、どこか懐かしい気がする。

「……前に、お会いしたことあります？」

「あぁ、だが君は覚えていないと思うよ。まだ眠っていたからね」

　優しい口調で、そう言った。

「……眠ってる私を一方的に知ってるって、大分犯罪臭いんですけど」

「おいやめろ、俺はロリコンじゃねぇ」

　おいてめぇ。誰がロリだって？

「……お兄様？」

「アレイっ!?」

「だから違うっつってんだろうが」

　大きなため息。どことなく、苦労してそうな雰囲気だな。

「勘弁してくれ。俺はごく普通の一般人だ」

　英雄は面倒くさそうに、そう呟いた。










第三十一話「人造英雄」




「俺も前騎士団長……オーエンさんから聞いただけなんだが、君は『対魔王用人造英雄』の試作機、らしい」

「……はぁ。え、人造？」

「対魔王用人造英雄。人の手で作り出された英雄だな。オーエンさんは十五年前、ゲルニカの古代遺跡で君を見つけて保護したらしい。その後、君を知り合いの教会に預けたんだ」

「んぅっ……な、なるほど」

「俺の加護は魔王の魔力を吸収してるからな。それで誤作動したんだろう」

「……あの。んっ……すみません。真面目な話をして頂いている中、悪いんですけど」

「なんだ？」

「……これ、何とかなりませんか？」

　さっきからずっと、後ろから私を抱き締めてサワサワしてくる、小柄でふわっとした黒髪のコダマレンジュさんを指差す。

　ちなみにカツラギアレイさんはカノンさんに目隠しされた状態なので、指差しても見えないのは分かっている。

　分かってはいるが、乙女的にはちょっと手つきが怖いので止めてほしい。

「すまんが、そっちに関しては俺にはどうする事もできん」

「一応、暴れだした時に対処しやすいように、と大義名分がありますものね」

「黒髪ロングのロリっ娘まじ天使すぎるんだけどっ!?」

　いえ、あの、私ロリじゃないんで。十五歳です。

　て言うか、身長的に私と貴女で対して差は無いですよね？

　そもそも初対面で何してんだこの人。セクハラじゃねぇかこれ。

「……えーと。とりあえず、私はその人造英雄、とやらなんですね」

「ああ。対魔王用人造英雄Typeタイプ-0【killingキリング Abyssアビス】　それが君の種族名だ」

「ながっ!?」

　は、え？　なに、きりんぐ？

「まあ別に覚えなくてもいいと思うがな。君の指輪が覚えてくれるだろ」

「あ、リングの事も知ってるんですね」

「リングか、いい名だ。そいつも君と同じ場所に保管されていたらしい。あと、拳銃型デバイスもな」

「なるほど……レンジュさんストップ、そこから下はおさわり禁止です」

　そこはダメ。乙女的に完全アウトだから。

「あ、分かったっ!!　タイプ0で頭文字がKAだから0KAオウカちゃんなんだねっ!!」

　……は？

「え、いやいやまさかそんな」

「あぁ、オーエンさんはそう言ってたな」

「……あの、ちょっと前騎士団長の代わりに殴られてくれませんか？」

　知りたくなかった。そんな名付け理由。

「おいおい、俺の虚弱きょじゃくさをなめるなよ？　ゴブリン相手に死にかける男だからな？」

　いや、堂々と何言ってんだこの人。てか、本当に英雄なんだろうか。

　なんか町の自警団の方がまだ強い気がする。

「まあ、お兄様は加護の有無で戦力差が激しいですからね」

「へー。ちなみに加護有りだと？」

「昨日、ドラゴンを十匹以上墜おとしてましたね」

「正確には十七匹でアタシより討伐数多いからねっ!!」

　ドラゴン十七匹!?　ドラゴンって、あのドラゴン!?

　一匹だけでも王国騎士団総出で討伐しに行くやつだよね!?

「立派なドラゴンスレイヤーじゃないですか!?」

「いや、凄いのは加護であって俺じゃないからな？　そこを勘違いしないでくれ。俺はただの一般人だ」

　あ。なんか親近感が。

　いやでも、ドラゴン倒しといて一般人は無理がないか？

「お兄様、まだそんな事を……」

「アレイはいつもそうだねっ!!」

「いや、お前らと一緒にされたら俺の身が持たんからな。俺はいつでも命懸がけだ」

　カノンさんとレンジュさんに呆れられ……いや、レンジュさんは呆れてんのか、これ。

　まぁなんか、ツッコミ入れられてる。

「んぅ……てかレンジュさん、そろそろ手ぇ、止めましょうか。まじで、ちょ、こらっ！」

「おいカノン、いま非常にアレな事になってないか？」

「大丈夫です。ギリギリですが」

「だめだって、レンジュさ……やめろっつってんでしょうがぁ！」

　発砲。

「うわこっわ撃たれたよいまっ!?」

「避けられるとは思いませんでした。ちっ」

「わお、ダーティなロリっ娘も悪くないねっ!!」

「おいカノン。とりあえずそいつら止めろ」

「なに、カノンちゃんも交ざるのっ!?　よっしゃばっちこいやぁ!!」

「え、ちょ、やめ……」




　※




　しばらくおまちください。




　※




　おー。後ろ襟えりぶらーんされるとこんな感じになんのね。

　人がされてるとこ、初めて見たわ。

「改めて。他に何か聞きたいことはあるか？」

「ぜぇ、ぜぇ……いえ、今のところは」

「はぁ、はぁ……お兄様にはしばらく王城にいてもらうので、何かあったらいらしてください」

「ありがとうございます……でも、レンジュさんもいるんですよね？」

　この人居るならちょっと気が引けるかな。

「……大丈夫です。後でお仕置きしておきますので」

「まじでひゃっほうばっちこいっ!!」

「アレイさん、もうちょっと上げてもらっていいですか。風穴開けてやります」

　ホルダーから拳銃を抜き放つ。

「ごめんなさいでしたっ!!」

　即座に謝罪の言葉が飛んできた。ちっ。

「……次したら怒りますからね」

「はぁいっ!!」

　んむう。レンジュさん、悪い人では無いと思うんだけど……ちょい危険かもしんないな、乙女的に。

「あ、そだ。アレイさん、さっきの古代遺跡って場所分かりますか？」

「あぁ、一度行ったことがある。旧魔王城のすぐ近くだ」

「なるほど。てことは北の大陸ゲルニカですか」

　んーむ。行ってみたい、けど、遠いなぁ。

　いや、空から行けば半日かからないとは思うけど。

　まぁ、少し考えてみよっかな。

「じゃあ、私はそろそろ行きます」

「ああ。最後に、あまり周りに口外しないようにな。特にお偉いさん方はまずい。最悪、君の身に賞金がかけられる事になる」

「……はい。ありがとうございました。ではまたー」

　大きく手を振って、部屋を後にした。




　※




　宿に帰還後、すぐにベッドに倒れこんだ。

「――オウカ。大丈夫ですか？」

「……ん。ちょっとね、しんどいかな」

　両腕で顔を隠した。今はちょっと、人に見せられる状態じゃない。

「――オウカ」

「私、人間じゃないんだってさ。普通じゃないとは思ってたけど、作り物なんだって。あはは。リングと同じだね」

　笑う。けれど、その声は震えていた。

　嘘、では無いんだと思う。そのくらい、眼を見れば分かるから。

　とにかく予想外過ぎて、頭の中がぐちゃぐちゃだ。

　やばい。自分で思っていたよりもダメージが大きいみたいだな。

「ふぐぅっ……あ、はは、ごめん。明日には大丈夫になるから」

　でも、今は、無理だ。

「――オウカ。ここには今、私しかいません。我慢することはないです」

「…………うん。ありがと」




　翌朝は目がめっちゃ腫はれてたので、宿を出るまでしばらく時間が必要だった。










第三十二話「お母さん」




　ギルドに顔を出したらリーザさんにめちゃくちゃ心配された。どうもまだ目が赤かったようだ。やらかしたわ。

　うーにゅ。腫はれは引いたと思ったんだけどなー。

「オウカちゃん、本当に大丈夫？　何かあったなら私が殴り込みに行きますよ？」

「物騒な事言わないでください。リーザさんは私の中で唯一の癒しなんで」

「あら失礼。でも心配なのは本当よ？」

　いつも通り、にこやかに笑いかけてくる。和なごむなー。

「大丈夫ですよ、何かあったなら自分でケリ付けますんで。あ、でも、どうしようもなくなったら助けてください」

「その時はちゃんと言ってくださいね？」

「はい……あ、私ちょっと出てきますんで、ギルマスにも言っておいてください」

「そうですか……行ってらっしゃい。オウカちゃん」

「はーい。行ってきます」

　冒険者ギルドを出て、そのままの足で街門を抜けた後。

　人目が無くなったのを確認して空へ。いつもより、少し遅めの速度で飛んだ。




　※




　前回同様、町の手前で一旦降りて、とぼとぼと歩く。

　身を隠すように町門を避けて、裏道から町に入った。

　別に後ろめたい事がある訳ではないけれど、何となく。

　今は知り合いと会っても、いつも通りに振る舞える自信がないし。

　結局、教会に着くまで誰とも出会わなかった。




　裏庭から壁越しにこっそり近づいて、窓から礼拝堂を覗のぞく。

　そこでは、シスター・ナリアがいつも通り祈っていた。

　長い銀髪が陽の光を反射してキラキラしている。

　何だか久しぶりに顔を見た気がするな。実際にはそれほど時間も経ってないのだけれど。

　酷く懐かしいような、胸が締め付けられるような。

　そんな感覚を抱きながら、声をかけようとして。

　けれど言葉が出ず、壁にもたれかかった。

　王城で知ったことを伝えない訳にはいかない。

　けれど、もしかしたら。きっと大丈夫だとは思うけど。でも。

　シスター・ナリアに拒絶されるかもしれない。

　その事が、ただ怖かった。




　今日は帰ろう。そう思い、壁から背を離した時。

「……オウカ？」

「ひゃいっ!?」

　壁越しに話しかけられ、動揺が声に出た。

　え、なんでバレたし!?

「あぁ、やっぱり居たのね。そんな気がしたのよ」

「や、どんな勘してるのよ」

「伊達だてに神様に仕えてないわ。で、何をしでかしたの？」

「え……なんで？」

「イタズラの後、いつもこうやって壁越しに話していたから」

　あー。なるほど。たしかにそうなのかもしれない。

　……バレちゃった以上、言わない訳にもいかないか。

　ぎゅっと握った拳を胸に当てて、言葉を絞り出した。

「……イタズラ、では、ないんだけど」

「違うの？」

「うん。あのね、王都で話を聞いたんだけど……私、人間じゃ、なかったみたい」

　精一杯に絞り出した言葉。両目を強く閉じ、痛いくらいに拳を握りしめながら告げた一言は。




「あらそうなの。驚きね」




　いつもの調子で受け止められた。




「……なんかめっちゃ軽くない？」

「え？　だって、オウカはオウカだから。私の娘であることに何も変わりないわ」




「……」

「それより今日は、ご飯はどうするの？　一緒に食べられる？」




「……ううん。すぐに、出るから」

「そう…体に気を付けなさいね。貴女はいつも怪我ばかりしていたから」




「……うん」

「ご飯は……まぁ、オウカならちゃんと食べてるわよね」




「うん」

「またいつでも帰ってらっしゃい」




「うん！　行ってきます、お母さん！」

「行ってらっしゃい。気をつけてね」




　身も心も、何だか軽くなった気がした。

　でも照れくさくて、すぐにブースターを起動。一気に空に舞い上がる。

　周りの視線なんて、今はもうどうでも良かった。

　私は私だと、言ってくれたのだから。




　長居すると決意が鈍る。まだやり遂とげていないのだ。教会に帰る訳にはいかない。

　まずは、ゲルニカへ。そこで私のルーツを探そう。

「リング、道分かる？」

「――検索サーチ……該当の遺跡を確認：マップに表示します」

「あ、こっちなのね。ありがと」

「――オウカ。私も側にいます」

「……あんがとね、相棒」




　※




　エルフの住む森を越えて北にしばらく飛ぶと、その先にある港町アスーラが見えてきた。

　王都よりは私の町に近い感じだけど、たくさんの人達が行き来している。

　その先には、どこまでも広がっている海。

　小さい頃に一度見ただけだったけど、こんなに広かったのか。

　海の向こう側に太陽が沈んで行きながら、それに照らされてオレンジ色になったいくつもの船が波を作りながら進んでいる。

　何だか凄い光景だ。ちょっとワクワクしてくるな。

　よし。んじゃ、今日はここで宿を取ろうか。

　最初に目についた宿が運良く空いていたので、記名だけ済ませてしまう。

　さてさて。じゃあさっそく腹ごしらえと行こう。

　港町と言うことは魚介類で攻めるべきだろうか。それとも珍しい食材を狙うべきか。

　うぅむ。悩むなー。




　まぁ結局、屋台の誘惑に負けて買い食いしちゃったんだけど。

　だって新鮮なエビの塩焼きとか、もうね。ぺろりと三匹平らげたわよ。

　あと屋台で見かけた貝の酒蒸しなんかは直ぐに真似できそうだ。

　醤油しょうゆを垂らしてやるともっと美味しくなると思われる。今度作ってみるかな。

　他には串焼きの魚やクラーケンのゲソ焼き、香辛料の効いたオーク肉の盛り合わせなんかを食べてみた。

　どれも珍しくて、そして美味しかったです。

　この辺りになると自分では再現が難しそうだけど……味は覚えたし、何とかなるかもしんない。




　途中、ラピスラズリのペンダントに目を奪われてリングが拗すねるアクシデントがあったものの、非常に平和な夕暮れ時だった。

　と言うか、リングってペンダント枠なの？　指輪じゃなくて？

　確かに私は首から下げてるけど、その辺りは拘こだわりがあるんだろうか。




　しかしまぁ、なんと言うか。

　朝は食事も喉のどを通らない状態だったのに、今は既に三人前は軽く食べている。

　シスター・ナリアの言葉に、救われたのは事実だ。

　それにしたって現金なものだと、我ながら少し呆れる。

　まぁ、切り替えが早いのが私の利点だ。良しとしておこう。




　今はそれより、あの屋台の焼きもろこしが気になる。

　醤油しょうゆを塗って直火焼きしているようで、香ばしい香りが辺り一面に撒まき散らされている。

　これは買わない手は無いわ。王都と比べて物価も安いし。

　とまぁ、順調に旅の目的を忘れかけている私であった。




　……うじうじしてるのは、らしくないし。

　とりあえず美味いもの食えば元気になる、はず。

　ただ、ひたすらに食べ続けたせいで周りから視線を感じるけど、お腹いっぱいになればそんな些細ささいな事は気にならないだろう。

　美味しいはいつだって正義なのだ。

「あ、おっちゃん！　そのたこ焼きも一人前ちょーだい！」

　ちょっと正義を追加しておこう。










幕間「決戦の日」




　準備はできている。

　今日の日のためにしっかりと訓練をしてきたし、最終兵器も用意してきた。

　これで今日の私が負けることはないだろう。

　それでもやっぱり、少し緊張してしまう。

　目を閉じて胸に手を当て、大きく深呼吸。

　そして私は、目を見開いた。




　眼前に広がるのは夢にまで描いた光景。

　王都の大通りから外れた路地裏。暖かな日の光が差し込む一角。

　そこにたむろしているのは、猫だ。

　それも一匹二匹ではない。軽く見積もっても二十匹はいるだろう。

　みんな好き好きに座ったり寝転んだりじゃれあったりしている。




　一週間前に散歩の途中で見つけたこの天国を満喫まんきつするために、色々な準備を行ってきた。

　イメージトレーニングもしたし、エリーちゃんに手伝ってもらって技術も磨いてきた。

　さらにはリングと一緒に考えた秘密兵器もある。

　私は、負ける訳にはいかないのだ。




　だってもう、もふもふ成分が足りないんだもん。




　王都の猫は賢い。決して大通りには出てこず、路地裏のゴミ捨て場や屋根の上など、常に人の手が届かないところにいる。

　故ゆえに、もふれないのだ。

　町の猫はいつも触らせてくれていたから存分にもふることが出来てたけど、王都に来てそれも無くなった。

　たまにエリーちゃんをもふらせてもらってるけど、やっぱり猫系亜人と猫は別物だ。

　だからこそ、いい加減本物をもふりたい訳で。

「リング、例の作戦でいくよ」

「――了解：領域を展開します」

　腰の後ろに吊るした二丁の拳銃から広がるのは、桜色の魔力製絨毯じゅうたん。

　温め機能を搭載とうさいしたこれは、寝転がると丁度良い温度を提供してくれる優れものだ。

　早朝はまだ肌寒い。そんな中にポカポカの絨毯じゅうたんがあればどうなるか。

　効果は見た通りだ。

「おぉ、寄ってきた寄ってきた」

　恐る恐るといった感じだけど、野良猫たちが温かさにひかれて集まってきた。

　そこですかさずバッグから特製の干し肉を取り出す。

　これは猫専用に一から作った代物で、人間用と違って塩を使っていない。

　更には燻製くんせいにもしていないので、保存食としては全く使えない干し肉だったりする。

　だけど。

「ふふ。この良さが分かるとは……さすがね」

　来るわ来るわ、みんな揃って私の方へと寄ってくる。

　あぁ、もふもふが目の前に！

「――オウカ：焦りは禁物です」

「分かってるわよ。私を誰だと思ってんの？」

　町で一番のもふりマスターだぞ。そんなことは分かりきっている。

　餌を食べている時は触らない、無理やり触りにいかない。

　こちらに寄ってきて触らせてくれるのを待つ。それがもふりのルールだ。

　決して欲望のままに動いてはならない。




　猫たちを見ながらほのぼのしていると、不意に一匹の猫と目が合った。

　足元だけが白い黒猫。この辺りのボスで、街の人からは「靴下」と呼ばれている。

　とても賢くて、彼をもふった者はいまだかつて存在しないらしい。

　そんな猫がゆっくりと、こちらに近づいてきた。

　警戒を解かず、けれど興味はあるといった感じだろうか。

　じりじりと慎重に間合いを詰めて来る。




　息をのむ。魔物との戦闘よりも緊張しているかもしれない。

　けれど、こんな時こそ笑顔だ。

　虚勢きょせいを張り、あくまでも強気で。そして自分が無害であることをアピールするために、両手の手のひらを彼に向けた。

　そんな私を見て安全だと思ったのか、ゆっくりと、でも確実にこちらに寄ってくる。




　次の瞬間。黒猫は特製干し肉を一口食べた。

　少し驚いたようにこちらを一度見た後、ゆっくりと干し肉を食べ進めていく。

　やがてお腹がいっぱいになったのか、顔を上げてじっと私を見つめてきた。

　前足を揃そろえて座り込む彼と目を合わせたまま、手のひらを上に向けて待つ。

　睨にらみあう事、十秒ほど。先に根負けしたのは黒猫の方だった。

　仕方ないといった風に堂々と歩いてくると、私の手が届くところで座り込む。

　そして一声、にゃあ、と鳴いた。




　静かに、慎重に手を伸ばし、その背中に触れる。

　ふわふわの手触りと、生き物の温かさ。

　優しく何度か背中を撫なで、気を許してくれたのを感じて次のステップへ。

　腰当たりをカリカリと掻かいてやり、同時に毛流れに沿って額ひたいを撫なでた。

「靴下」のノドが鳴る。どうやら当たりだったようだ。

　猫の中には腰を触られるのを嫌がる子もいるけど、私は賭けに勝ったのだ。

　こうなればもう恐れることは無い。

　しっぽの付け根をコリコリ押し、あごの下をくすぐる。

　次第に溶けていく黒猫に愛しさを感じながら、自分の顔がゆるむのを感じた。




　あああああ！　可愛いいい！　もっふもふだああ！




　テンションが上がって更にもふる。超もふる。これでもかともふる。

　今まで溜まっていた欲望を開放してもふり倒す。

　しだいに「靴下」が伸びていき、やがておなかを見せて転がった。

　その柔らかなお腹を優しく撫なでながら腰をトントンと軽く叩いてやる。

　すっかりご満悦のようで、もはや逃げる気配なんてない。

　にへ、と笑いながら撫なでていると。

　なんと、私の手に別の猫が頭を押し付けてきた。

　顔をあげると、この場にいる猫全員が私のそばで待機している。

「靴下」と目を合わせると、彼は名残惜しそうにその場を離れた。

　自分の部下に権利を譲ってあげたようだ。

　彼が居たところに滑り込んできた猫の首元を撫なでつつ、頭を摺り寄せてくる猫たちを順番に撫なでていく。

　自慢ではないが、私のもふり技術はおそらく王都一だろう。

「ダメ猫製造機」の二つ名は伊達だてではない。

　次々と猫を撫なでていき、彼らを心身ともに溶かしていく。

　温かな魔力製絨毯じゅうたんの効果もあって、すでに私の周りには満足げに眠る猫でいっぱいだ。




　なるほど。ここが天国か。




　自分も横になりながら、おなかに乗ってきた猫をもふる。

　顔の横には猫。ふとももの上にも猫。体のあらゆるところに猫。

　すでに全身が埋もれている。それでも手の届く範囲に居る子をもふるのはやめない。

　せっかくの機会だし存分にもふらせ頂こう。

　そのまま一時間ほどもふった後、私はゆっくりと意識を手放していった。




　※




　いつも冒険者ギルドに顔を出す私が中々来ないことを心配したギルド職員によると。

　発見された時、私は猫の塊かたまりに埋もれていたらしい。

　慌てて起こそうかと思ったけど、あまりにも幸せそうに眠っていたからそのまま立ち去ったとのこと。

　王都の猫にあそこまで好かれる子は見たことが無いと言われ、私は少しだけ誇らしい気持ちになった。

　また近い内にもふりに行こう。特製干し肉と、開発中の猫専用ブラシを持って。










幕間「とある新米パーティーのオーク狩り」




　冒険者。それは常に危険と隣り合わせの稼業かぎょうだ。

　そんな彼らの仕事は主に三種類に分けられる。

　荷物を運ぶ配達依頼。

　薬草や鉱物などを持ち帰る採取依頼。

　この二つは比較的危険度も低く、冒険者に成り立ての者が受けることが多い。

　それらの依頼を受けて実力を身に着けていくと、彼らはやがて三番目の仕事を受けるようになる。

　それが危険な動物や魔物を狩る、討伐依頼だ。




　この世界の全ての生物には魔力が宿っており、通常では考えられないような様々な現象を引き起こす。

　何もないところに炎を出現させ、非力な子どもが素手で岩を砕き、適性の高いものは瞬間移動までも可能になる。

　故に科学よりも魔ま導どう学――魔法に関する専門的な学問が発展している。

　誰でも使える魔法、奇跡を体現する力。それは人々に恩恵をもたらすと共に、世界中にとてつもない脅威きょういをまき散らしていた。

　野生の動物ですら魔力を持っている為、場合によっては小さな子犬が普通の全身鎧をかみちぎることもあるのだ。

　更に最悪なのが、魔物と呼ばれる生物だ。

　通常の動物より多くの魔力を持っており、比較的知力も高い。

　世界中の至る場所に出没する魔物のせいで人々は畜産を行うことが出来ず、魔物による農産物や人に対する被害も甚大だった。




　故に冒険者たちは魔物を狩る。

　培つちかった戦闘技術や魔法を用いてそれらを討伐し、素材や食肉として獲物を持ち帰る事で報酬を得る。

　通常の狩人よりも戦闘に特化した稼業であるが為に死傷者数も多いが、一般の職業よりも稼ぎが良い為、冒険者に憧れる若者も少なくはない。

　そして何より、誰かの為になる仕事をしたいと願う者。

　そんな者たちが就く仕事が冒険者だ。

　戦闘技術や魔法技術を鍛えている彼らは王都の騎士団員と並ぶ程の戦闘力を持っており、一流冒険者のパーティーともなれば自然災害に該当するドラゴンを討伐する事だってある。

　だがそれは、経験を積んだ一部の冒険者の話。

　まだ冒険者になって日が浅い新米パーティーにとって討伐依頼とは憧れであり、恐怖の対象である。

　例えば今、王都近くの森に足を踏み入れた彼らのように。




　そのパーティーは三人の男女で結成されていた。

　赤い髪と巨大な盾が特徴的な少年レカー。

　青い髪に弓矢を携たずさえた少年ブルート。

　そして白い法衣に身を包んだ緑色の紙の少女ミム。

　彼ら三人は幼馴染で、故郷の村を出て憧れの冒険者になってから、まだ半年ほどのパーティーだ。

　それなりに経験を積んではいるが、今は初の討伐依頼に緊張を隠せない。

　先頭を務つとめるレカーは前を見据えながら枝葉を払って歩き、次いで周囲を注意深く警戒しながらブルートが続く。

　最後尾にいるミムは明らかに怯えており、時折聞こえる鳥の鳴き声に身体をすくませていた。

「そろそろ依頼書に書いてあった場所に着くな」

　レカーが武骨な表情のまま言うと、ブルートが彼の背中をぺしりと叩く。

「緊張しすぎだろ。俺達なら大丈夫さ」

「お前はいつも緊張感が無さすぎるんだ」

「そうかもな。でも、俺にはレカーとミムがいる。これなら何も怖くないぜ」

　ブルートのからかうような言葉に、レカーとミムはつい笑ってしまった。

　そうだ、今までだって三人で困難を乗り越えてきたんだ。このパーティーならきっと大丈夫だろう。

　無駄な緊張が身体から抜け、全員の集中力が高まった時。

　正面方向から豚のような鳴き声が聞こえてきた。

「ビンゴだ。今のはオークの鳴き声だぜ」

　二足歩行の豚のような見た目の魔物、オーク。

　主に食肉として知られる魔物であり、単体であれば冒険者にとって然程さほど脅威でもない。

　力は強いが動きが鈍く、大して頭も良くはない。

　初めての討伐依頼相手としてよく選ばれる魔物だ。

　相手が単体であれば、だが。

「……おい待て、様子がおかしい。鳴き声が複数聞こえるぞ」

　眉根をひそめるレカーの言う通り、豚のような鳴き声は何重にも聞こえる。

　三人の中で一番探索能力に優れているブルートは、数秒ほど耳を澄ませた後に小さく舌打ちした。

「ダメだ、三匹は居る。一旦王都に戻って冒険者ギルドに報告するぞ」

「分かった。幸いまだ気付かれていないみたいだしな」

　ブルートの警告で命拾い出来たなと思いながら、しかしレカーは注意を怠おこたることなく退却する方針を告げた。

「大丈夫だよね？　気付かれてないなら平気だよね？」

　ミムが声を震わせながら言う。しかしそんな彼女に対してレカーは堂々と笑い返した。

「問題ない。さぁ、王都に帰ろう」

　油断なく巨大な盾を構えたまま、レカーがミムを力付ける様に言う。

　ブルートのおかげで遭遇する前に察知する事が出来た。

　オークは足も遅いし、走れば追いつかれる事も無い。

　そう思い、ミムに振り返った矢先。

　彼女の背後で、一匹のオークが鈍く光る斧を振り上げていた。

「ミム！」

　レカーが叫びながら盾を掲げて突進する。オークは彼に狙いを変え、高く掲げた斧を振り下ろした。

　――動きは鈍く頭も大して良くないが、力は強い。

　オークの強烈な一撃は、筋肉質なレカーを巨大な盾ごと後退させた。

「ぐうっ……ブルート！　頼む！」

「お、おう！」

　名前を呼ばれて我に返ったブルートは狙いを定めて矢を放つ。

　緊張のせいで若干軌道がそれたが、矢はオークの額ひたいに突き刺さった。

　傷が浅く致命傷では無い。しかしレカーは矢によって生まれた一瞬の隙を突き、オークを盾で殴り飛ばして間を離すことが出来た。

　ブルートの第二射。今度はブレることもなく、狙い違わずオークの眼球を貫いた。

　醜い悲鳴が上がる。重傷を与えることはできたが、まだ死んではいない。

　怒りに任せてがむしゃらに振り回される斧を盾で弾きながら、レカーは二人に向かって叫ぶ。

「まだだ！　俺の後ろへ！　早く！」

　彼の目には、先ほど発見したオークの群れが映っていた。




　その数、四匹。先ほどの個体を合わせて五匹。

　それは絶望を意味していた。




　たかが一匹のオークでさえ仕留めることが出来ていないのに、それが全部で五匹。

　新人の自分たちが敵かなう数ではない。

　五匹の群れに対抗するにはこちらも五人以上のパーティーを組むか、あるいは熟練の冒険者でも居なければ到底太刀打ちが出来ないだろう。

　なんとか全てのオークを正面に据えることが出来たが、レカーの心中は焦りに満ちていた。

「ミム！　回復魔法をくれ！　俺が壁になるからブルートは一匹ずつ仕留めろ！」

「わ、わかったよ！」

「おいおい、大丈夫なのかよレカー！」

「それはお前の腕次第だな」

　にやりと不敵に笑う。それは、先輩冒険者に教わった事。

　ピンチの時こそ笑え。冒険者たるもの、恐怖に負けてはならない。

　特にパーティーのリーダーであり、二人を守る役割を持ったレカーなら尚更だ。

　怯えなど見せるものか。何とかこの場をやり過ごして、三人で王都に帰るんだ。

　気を引き締め直し、先ほどのオークの一撃で折れた左腕を庇いながら、それでも気丈に巨大な盾を構える。

　絶対に通さない、そんな意思を込めて。

　しかし。

「ピギィィィ！」

　甲高い鳴き声と共に襲い掛かる二匹のオーク。

　二匹の手にはそれぞれ、錆さびた長剣と棍棒。

　それを同時に叩きつけられ、その凄まじい威力に盾が押し返される。

　レカーは痛みを何とか呑み込み、二匹の攻撃を受け続ける。

　片手では受け続けるのは無理だ。そう思った時。

「大いなる女神よ、世界を司る偉大なる者よ、彼の者に癒しの奇跡を与えたまえ！」

　ミムの細い声。それにより回復魔法が発動し、レカーの傷が見る間に癒えていく。

　レカーが力の戻った左腕を添そえて盾を構え直すと同時、彼の後ろから鋭い一矢が放たれた。

　魔力が込められたその一撃は威力を格段に増しており、青い魔力光を纏まとった矢はオークの頭部を貫通する。

　いくら魔物とは言え、頭を貫かれれば即死は免まぬがれない

　その様子を見たレカーは内心で焦りながらも、倒れ伏す一匹のオークを見ながら他のオークの攻撃を受け止める。

　先ほどブルートが使った魔力の矢はあと二回しか使えない。

　その二回が両方とも敵を貫けたとしても、残り二匹。

　レカー自身には攻撃力がほとんど無いし、ミムも回復魔法と補助魔法しか使えない。

　そもそもパーティーの盾となるレカー、それを補助するミム、そして敵を倒すブルートという役割分担をしてあるのだ。

　ブルートが敵を倒せないのであれば持久戦になる。

　恐ろしいまでの力を持つオーク二匹の攻撃を、たった一人で受け続ける。

　それは無謀むぼうを通り越してただの自殺に等しい行為だ。

　このままでは全滅する。ならば。

「ブルート！　あと二匹仕留めたら王都に走ってくれ！　助けが来るまで持ちこたえて見せる！」

「……くそっ！　頼むから死ぬんじゃねえぞ！」

　迷いを見せるも、ブルートにもレカーの言葉が最適解だと分かったのであろう。

　魔力矢を放って二匹のオークを仕留めると、即座に王都に向かって駆け出した。

　自分ではレカーを助けることが出来ない。熟練の冒険者たちを呼んでくるしかないのだ。

　己の無力さに唇をかみしめながら、ブルートは全力で王都への道を駆けていった。




　※




　王都へ続く獣道を全力で駆ける。

　無様に転びそうになりながら、それでも必死に足を動かす。

　早くしなければ仲間が殺されてしまう。すべては自分の足にかかっているのだ。

　それを強く自覚しながら走る中で、ブルートは進む先に人影があることに気が付いた。

　帽子をかぶったその姿は小さく、おそらく薬草を積みに来た子どもだろうという事が分かる。

　このままではこの子も危険にさらされてしまう。

　そんな思いからブルートは子どもに声をかけた。

「おい、早く逃げろ！　あっちにオークの群れが居るんだ！」

　凄まじい形相で叫ぶ青年に対し、子ども――少女はゆっくりと立ち上がる。

　不思議な少女だった。

　簡易な白いブラウスに薄い茶色のハーフパンツ。腰には見た事も無いおかしなものを二つ吊り下げている。

　胸にはチェーンで下げられた指輪。よく見ると背は小さく華奢きゃしゃで、整った顔立ちをした可憐な少女だった。

　何より目を引くのが、その瞳だ。

　まるでおとぎ話の英雄かのように、その色は黒い。

　彼女は真剣な眼差しでブルートを見つめると、慌てる訳でもなく一言告げた。

「場所を教えて」




　※




　パーティーの攻撃役が抜け、決定打が無くなったレカーたちは苦戦を強しいられていた。

　巨大な盾で攻撃を受け、弾き、逸そらし、その度にレカーの体中の骨が軋きしむ。

　ブルートが助けを呼びに行ってからわずか十分ほど。

　その間に彼は腕を二回、足を一回骨折していた。

　確かに敵の動きは鈍いが、相手は力の強いオーク二匹だ。

　ミムの回復魔法や補助魔法が無ければとっくに殺されていただろう。

　しかし、そろそろミムの魔力も限界だ。

　次に決定打を受けたらそのまま崩されてしまう。

　しかし、王都までは走っても二十分はかかる。戻りを考えれば早くても四十分。

　その間持ちこたえるのは、自分たちには不可能だ。

　こうなれば仕方ない。自分が囮おとりとなりミムも王都に逃がそう。

　レカーがそう思い、叫ぼうとした時だった。

　背後から何かが、文字通り飛び出してきた。




　巨大な盾の上を飛び越えて低空を舞うそれは、まだ幼い一人の少女だった。

　物語に聞く英雄たちと同じ、黒い髪。

　レカーがそれに気付いた時、彼女は小さく囁ささやいた。




「Ignitionイグニション」




　言葉と同時に小柄な体から迸ほとばしる、膨大ぼうだいな量の薄紅色の魔力光。

　それを纏まとって、少女は駆ける。

　速い。まるで獣のように態勢を低くした少女は、ブルートの放つ矢を超える速度でオークに迫る。

　その手には、紅白の武器らしき不思議な形の何か握られている。

　少女に向かって振り下ろされたオークの一撃。

　鍛え上げたレカーの筋力でも受けるのがやっとだったそれを、しかし少女は右手の赤い武器の先端を添えて軽やかに受け流した。

　勢い余って前のめりになるオーク。その足を蹴り払い、少女が武器を向ける。

　破裂音、同時に撃ち出された桜色の魔力光。

　それは意図も容易たやすく、ぶ厚い脂肪に守られたオークの腹を撃ち貫いた。

　唖然あぜんとするレカーとミム。しかしそんなことはお構いなしに、少女は舞う。




　ふわりと廻まわる。薄紅色を纏まとって、黒髪を靡なびかせて。

　まるで踊るように楽し気に戦いながら。

　その少女は、愛らしく笑っていた。




　遠心力を乗せて振り回した武器でオークの頭を打ち据すえ、しかし彼女は止まる事無く更に跳ぶ。

　くるりと回り、鋭い蹴りが放たれる。細い脚からは想像も出来ない程の威力が込められた一撃は、巨大なオークの体を弾き飛ばした。

　強引に作り出した隙。彼女は倒れ伏した敵に再び武器を向け、薄紅色の魔力弾を撃ち出す。

　直撃、貫通。

　背後の木ごと撃ち抜かれたオークは、声も無くその場に沈む。




　その間、わずか数秒。

　まさに瞬きをする間に二匹のオークを殲滅せんめつした少女がぽつりと呟く。

「了解。状況終了」

　腰に武器を吊るしながらの言葉に合わせ、魔力光が霧散むさんする。

　直後に振り返った彼女の顔には、朗ほがらかな笑みが浮かんでいた。

　その姿はどこにでもいる少女のようで、二人は呆気あっけに取られてしまう。

「良かった、間に合った。ブルートさんはすぐにこっちに来ると思うよ」

「……そうか。その……助かった。感謝する」

「あの、貴女は一体……？」

　何とか声を振り絞った二人に対して、少女は先ほどとは違う悪戯いたずらな笑みを浮かべると。

　人差し指を口の前で立てながら、こう言った。

「通りすがりの町娘です」




　※




　レカー達がブルートと合流した後、少女は彼らを王都まで案内すると空を飛んで去って行った。

　自分たちよりも小柄な少女がオーク二匹を数秒で討伐した。しかもその後に空を飛んで行ってしまった。

　そんな無茶苦茶な話を誰が信じるだろうか。

　しかし、冒険者ギルドに報告しない訳にもいかない。

「事実をそのまま報告するか」

「そうだな、それしかないよな」

「うん。まるで夢みたいな話だけど……」

　戸惑いを隠せない三人だったが、しかし。

　冒険者ギルドで報告をした彼らはさらに驚くべき事実を耳にする。

　彼らを救った黒髪の小さな少女。

　彼女の実績と、『夜桜幻想トリガーハッピー』という二つ名を。










幕間「リーザさんとデート」




　今日も今日とて冒険者ギルドへ向かう。

　最近は朝一で依頼書を見るのが日課になってしまっている。

　基本的には近場の討伐依頼を受けてるけど、特に何もない日はお休みだ。

　そんな訳で受付に向かうと、ちょっと珍しいものを見かけた。

　いつも美人なリーザさん、ではあるんだけど。いつもの仕事用の服じゃなくて白いワンピースを着ている。

　裾すそがふわふわしててとても可愛らしい印象だ。

　美人さんだから何着ても似合うけど、いつもの制服っぽいやつ以外は初めて見たな。

「あらオウカちゃん、おはようございます」

「どうもです。今日はどうしたんですか？」

「私、今日はお休みなんですよ」

「んにゅ？　そうなんですか？」

　なるほど、だから服が違うのか。そりゃ休みの日まで仕事用の服は着ないよね。

　……いや待て。

「あの、なんで休みなのに受付カウンターにいるんですか？」

「……えぇと、実はですね。やることが無くって」

「休みなのに？」

「……休みなのにです」

　恥ずかしそうにはにかみながら俯うつむかれてしまった。

　うわぁ。あれか、リーザさんって普段忙しすぎて上手く休めない人か。

「という訳でちょっとギルドに寄ってみたんですけど、今日は依頼も少ないみたいですね」

　困り顔で言うリーザさん。

　んーにゅ。これは良い機会かもしんないんな。

「てことはリーザさん、暇してんですか？」

「え？　はい、何も用事はありませんよ」

「よっしゃ、じゃあデートしましょう」

「はい？」

「私と街に遊びに行きませんか？　良かったら案内してください」

　という口実である。いや、案内して欲しいのは本当だけど。

　どっちかと言えばリーザさんを引っ張り出すのが目的だ。

「あら。じゃあ私で良ければご一緒します」

「よろしくお願いします！」

　てな事で、今日は美人受付嬢リーザさんと街でデートすることになった。




　※




　さて、王都の大通りまで来てみたは良いものの。

　事態は私が思っていたよりもっと深刻だった。

「リーザさんのオススメのお店って何かありますか？」

「普段はあまり買い物をしないので」

「うーん。ご飯とかは？」

「時間が無いから適当にすませちゃいますね」

「……趣味とかあります？」

「趣味ですか。強しいて言うなら仕事が趣味ですね」

　ダメだこの人、早く何とかしないと。

　こんなに美人なのに私生活が残念過ぎる。

「よし。じゃあまずはご飯食べに行きましょう。どこか良いお店知ってます？」

「冒険者さんの噂では最近美味しい魚介料理屋ができたらしいですね」

「おっと。王都で魚ですか」

　港町アスーラから結構離れているのもあってか、王都では魚料理をあまり見かけない。

　これはちょっと期待できるかもしんないな。

「じゃあ早速行きましょうか。道案内お願いします」

「はい。ではどうぞ」

　言いながらすっと肘を差し出してきた。

　んや、なんだ？

「リーザさん？」

「今日はデートなんでしょう？　それなら腕くらい組まないと。ね？」

　にっこりと笑うリーザさんはどこか悪戯いたずらめいていて。

　それを見て、私は喜んでリーザさんの腕をとった。

　おぉ……お胸に腕が埋まっておる。

　改めてすげぇな。何食べたらこんな風になるんだろう。

　あとで聞いてみるのも良いかもしれない。




　※




　噂の魚介料理屋さんに到着。見た目は普通の料理屋さんだけど、店の外に大きな海龍の木彫りが置いてあるのが特徴的だ。

　さっそく二人分の席を確保してメニューを見ると、かなり珍しいレパートリーが並んでいた。

　これは悩むなー。いっそ全部頼みたいけど胃袋的に無理だしなー。

　さてさて、どうしたものか。

「うむむ……ちなみにリーザさんは何にします？」

「私は日替わりランチにします」

　即答だった。メニューすら見ていない。

　うーむ。ここはちょっと強引に行くか。

「じゃあ私は日替わりパスタにするんで半分こしましょう」

「半分こですか？」

「せっかくなんで色々食べましょうよ」

　すぐさまお店の人に注文すると、リーザさんは不思議そうな顔をしていた。

「誰かと食事を共有するのは初めてです」

「え。いつもお菓子とか作ってくれるじゃないですか」

「あれは他の人の為に作っているので。自分の分は基本的に作らないんですよ」

「ありゃま、そうなんですか」

「時間がもったいないって思っちゃうんですよね。私が仕事をした分、誰かが幸せになれるって信じてますから」

　んー、なるほど。そういう感じなのか。

　確かに分かる気はする。冒険者って誰かの依頼を受けて仕事をする訳だし。

　それはつまり、誰かが困っているのを手助けするという事だ。

　そもそも誰かの力になりたいからって理由で冒険者をやっている人が多いし、そのサポートを行うギルド職員もまた同じような人が多いのだろう。

　……だからって働きすぎは良くないけど。

「リーザさんが倒れたら、私泣きますからね？」

「うっ……気を付けます」

　おぉ、ちょっとバツが悪そうな顔もまた良き。

　でもイジメたい訳じゃ無いし、この辺りにしておこう。

「あ、来ました、よ……？」

　店員さんがトレイを持ってきてくれた。のは良いんだけど。

　なんだあれ。なんて言うか……なんだあれ

　片方は分かる。多分白身魚のフライだ。パリっと揚がってて具だくさんのタルタルソースがかかってるのが食欲をそそる。

　けどもう一個のお皿。何か真っ黒なんだけど。

　焦げてるわけじゃなさそうだし……本当に何だろうあれ。

「あの、それ何ですか？」

「イカ墨すみのパスタです。初めて見た方は大体驚かれますが、味は保証しますよ」

　イカ墨すみ？　イカってあの十本足のやつだよね？　あれの墨すみ？

　……まったく分からん。とりあえず食べてみるしかないか。

「んじゃまぁ、頂きます」

　手をぱちりと合わせる。すると、リーザさんはきょとんした目でこちらを見てきた。

　あ、そうか。リーザさんの前でこれやるの初めてかもしんない。

「えっとですね、これは命を頂くって意味らしいです。昔から食べる前にはこれをやってます」

「あぁいえ、昔同じことをやってる人が居たなと思いまして」

「あれま、珍しいですね」

　王都に来てから同じことやってる人見たこと無いんだけど、別の地方では当たり前にやってるのかもしんないな。

「では私も、頂きます」

　二人揃そろって手を合わせる。

　さて、真っ黒なこのパスタ、お味の方は……あ、美味しい。

　なんだろ、イカの旨味が凝縮ぎょうしゅくされてるって言うか、イカを丸ごと食べてる気分だ。

　黒いソースがパスタに上手く絡まっていて絶妙な味になってる。

　なるほど、これは私も使ってみたい食材だな。今度見かけたら買ってみよう。

「そういえば、半分こって言ってましたね」

　言いながら、リーザさんはフライをナイフで切り分け、一口大になったそれをフォークで突き刺した。

「はいオウカちゃん、あーん」

「あーん」

　ぱくりと口に入れると、これまた美味しい。

　見た目通りサクッと揚がっていて、タルタルソースの濃厚さが魚の旨味を存分に引き出している。

　このお店は当たりだな。よく覚えておこう。

「あ、リーザさんもどうぞー」

「あーん……あら、美味しいですね」

　フォークに絡ませたパスタを差し出すと、リーザさんもぱくり。

　二人揃そろってにんまりしながら、幸せな時間が過ぎていった。




　※




　その後、大通り沿いのお店を見て回ったけど、どちらかと言えば私がリーザさんを案内するような形だった。

　噂で聞いたことはあるけど来たことは無いってお店ばかりだったらしく、リーザさんの反応を見ているだけでも十分に楽しめた。

　驚いたり、笑ってたり、はしゃいでいたり。

　普段は落ち着いた感じの美人さんなのに今日はなんだか可愛らしい。

　いやぁ、良き良き。

「……あ、もうこんな時間ですか。そろそろ解散します？」

　空をみると日が沈みかけている。半日くらい遊び回ってたのか。

　今日は時間が経つのが早かったなー。

「そうですね、そろそろ戻りましょうか。今日はありがとうございました」

「こちらこそ、楽しかったです」

　ぺこりと頭を下げられたので同じく下げ返すと、それがなんだかおかしくって二人揃そろって笑ってしまった。

　それから他愛もない話をしながら、私たちはゆっくりと冒険者ギルドへ帰って行く。

　二つの影が重なって見えたのが、なんだか嬉しかった。










あとがき




　この度は「さくら・ぶれっと」をお読みいただきありがとうございます。

　突然ですが、実は私は元々は読む専門の人で、小学生の頃から活字にまみれた人生を送ってきました。

　でもですね。自分の好みにジャストフィットする作品って中々見つからなかったんですよ。

　私はロマン武器が好きなのですが、漫画やゲームではともかく、小説の題材にはなっていなかったんです。

　こんなに恰好良いのに何で無いんだろう。とても読みたいのに。

　そんな思いを抱きながら日々を過ごしていると、ある時思ったんです。

　無いなら自分で書けば良いじゃないかと。

　今作はそんな経緯で生まれた作品です。




　元は小説投稿サイトで書いていたもので、物語自体は全二百話ほどで完結です。

　しかし電子書籍化することになって内容を大幅に改稿し、編集さんにやんわり止められるくらい大量の書き下ろしをご用意してあります。

　原作を読んだ方も読んでない方も楽しめるように頑張っていますので、楽しんでいただければ幸いです。




　最後に。この作品に関わってくれた全ての方に感謝を。

　全ての縁に敬意を込めて










さくら・ぶれっと～美味しい料理とガン＝カタで異世界を駆ける町娘～
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